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神奈川自然誌資料 6: 1～11, Mar. 1985 

神奈川県の植物地理

高 橋秀 男

Phytogeoraphy of the Kanagawa Prefecture 

Hideo TAKAHASHI 

はじめに 海岸に分布域が限定されるもので，アッパスミレと

筆者は先に神奈川県植物誌編纂の基礎資料の一部と テリハニオイタチツボスミレの2種類がある。

して， 本誌（ 1 : 29-37, 1981）に神奈川県産スミレ ,' 3. ナヵーパノスミレサイシン型（図2, 3〕

属の目録を作成し，それぞれの種類の椋本産地をあけ、 主と して多摩丘陵，小仏山地，丹沢，箱根山地に分

た。その後，植物誌の分布調査が進むにつれて，多数 布の中心があるもので，この型にはいるものとしては

の新しい産地が加えられてきた。一方，筆者は1981年 アオイスミレ，エイザンスミレ，ヒナスミレ，コミヤ

に神奈川県立博物館で開催された県民アカデミーで マスミレ，サクラスミレ，アケボノスミレなどがあ

「フロラの特性」と題して，神奈川県のフロラの概要 る。ナガノく／スミレサイシンやコミ ヤマス ミレは太平

について述べた。本稿はそれらを取りまとめるととも 洋側型分布の代表種である。

に，さらに新しいデータをかlえ，神奈川県の植物士山班 4. ゲンジスミレ型（図4)

の概要を予報的に述べるものであり，本旨は1986年に 県内では主として小仏山地に分布し， 一部は丹沢山

刊行が予定されている 「新神奈川県植物誌」に発表す 士山に及ぶものである。この型の分布を示す種類は全国

ることにしている。 的に見れば木州、問内陸部に分布域をもつものであり，

ほかにヒゴスミレ，イブキスミレ，エゾノタチツポス

スミレ属の分布 ミレがある。

まずはじめに本誌にまとめたスミレ属のリストに記 5. シコクスミレ型（図5,6〕

されている産地とその後に追加されたデータを加え， 丹沢，箱根の高地に分布域をもつもので，両山地に

分布図に示してみた。スミレといえば有茎種のタチツ またがって分布するものと，箱根にのみ分布し，今の

ポスミレ，無茎種のスミレで代表され，これらは県内 ところ丹沢には分布していないものがある。前者はシ

どこにも見られる普遍的な種類であるが，なかには海 コクスミ レが一種あるのみで，後者にはヒメミヤマス

岸にのみ限られて生えるアッパスミレや箱根山地の林 ミレとアモトスミレがある。ヒメミヤマスミレとシコ

内に見出されるヒメミヤマスミレのような締産極もあ クスミレは太平洋側のと主してプナ帯に分布域をもっ

り，それぞれ異なった分布域をもっている。またそれ 代表程で，丹沢の分布域はほぼ日本の東限に当たる。

らは分布のパターンによ って次の5項に類型化できる

ことがわかった。 カンアオイ類の分布

1. タチツボスミレ型 スミレ属の分布域の成因は主に気候的要因を反映し

県内全域のどこでも普通に見られるもので，個体数 ているものと考えられるが，次に述べるカンアオイ類

の差はあるが特に分布域の制約されないものである。 の分布は士山史と密接な関連をもっているといわれる。

タチツボスミレのほかに，コタチツボスミレ，コスミ カンアオイ類の県内の分布については，本誌5号

レ， ケマノレパスミレ，スミレ， ニオイタ チツボスミ (1984）に発表された内田藤吉 ・小清水康夫の分布図を

レ，アカネスミレ，ツボスミレ，ノジスミレなどがあ 参照した。

る。 カンアオイはカン トウアオイとも呼ばれ，関東地方

2. アッパスミレ型（図 1) に分布する。県内での分布域は三浦半島とかけ離れた
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図3 エイザンスミレの分布

図5 シコクスミレの分布

丹沢東部，小仏山地の集団に分かれている（図7）。

かつてはこの2集団は連続していたものと想像される

が，これが海進によって中間地帯のものが消失し，分

割されたものであろう。

ランヨウアオイの分布は小仏山地から丹沢山地東部

を貫通し， 大磯丘陵へと達している。これを仮に丹沢

集団とH子ぶことにする。 この集団の南限は中井町，大

2 

図2

ゲンジスミレの分布

図6

井町周辺である（図8〕。 この地域は界風ケ浦海進期

にも下末吉海進期にも共に海岸近くにあったものと考

えられ，この分布がさIfl~J'の地史を物語るものか，その

後に分布域を拡大したものか興味深いものがある。

もう一つの分布｜剖はかけ雌れた箱根の一角にある三

国山に知られる。これは伊豆半島に分布域をもっ集団

の一部が箱根に接している程度の小規模のものであ



図9 タマノカンアオイの分布

ι、r、，
図11 ズソウカンアオイの分布

る。

西丹沢と箱根の大部分は本種の空白地帯である。こ

れもかつて丹沢集団と伊豆集団とが連続的な分布をし

ていたものと思われるが，このほうは箱根火山の溶岩

地積物によって分断されたものであろう。ギフチョウ

は木種を主食草としているが，本県における分布域も

それとほぼ一致していたといわれる。しかし，それが

ザ

布分のイtオア内ノヨン一フ。。図

図10

図12 府一風ケ浦海進湖の古東京湾

最近は減少の一途を辿り，分布域は面から点へと変化

し，つI、には全滅してしまった所もあるという（伊藤

正宏.1977）。

タマノカンアオイは多摩丘陵が主分布域である。木

県では川崎市多摩区，高津区，横浜市緑区，港北区な

どに分布し，東京都や埼玉県の一部にも及んでいる

〔図9〕。本種はランヨウアオイとやや似た分布をして
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図13 ハマユウの分布

． 
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図14 オガタマノキの分布

． ． 
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図15 イソギクの分布

L、る。近縁のアマギカンアオイは伊豆半島に分布する な再検討が必要となるが，本稿ではすでに本県に記録

が，丹沢や箱根にはこの分類群が全く欠如して空白地 のあるズソウカンアオイにあてておく ことにしたい。

帯となっている。 カン トウカンアオイ とオト メアオイの空白地帯を両者

オトメアオイは本県では箱恨の外輪山に広く分布 の中間的な形質をもっズソウカンアオイが埋めている

し，酒匂川を飛び越えた大磯丘陵西部に一群の分布域 ことは植物地理上興味深い問題を提起している。

がある（図10）。箱根の集団から隔離分布する大磯丘 図12は界風ケ耳目海進期（洪新世中期，約40～20万年

陵西部の集団も何らかの地形の変動によって中間地帯 前）の古東京湾を示したものである。 この図で見る

が消失，孤立化したもので，その後の分化と見られる と，三浦半島の一部，多摩丘陵の一部，丹沢，箱根の

形態的な変異のあることが報告されている。カントウ 大部分は海に沈まなかった。これにカンアオイ類の分

カンアオイ ，ランヨウアオイ ，タマノカンアオイ類の 布図をのせてみると，当然のことではあるが海底に沈

空白地帯である箱根を本種が置きかわって埋めてい んだ部分には欠失し，カンアオイ類の分布が地史と深

る。 い関連をもっていることとあわせ，分布速度の極めて

ズソウカンアオイは西丹沢に分布域がある〔図11）。 遅い植物であることがわかる。

ここは本種一種のみの分布域で他のカンアオイ類とは

重複分布しなし、o ＊種を詳しく研究した内田藤吉ら 海岸植物の分布

(1984）はオトメアオイに似るが花期が異なること，形 さて次に海岸から丹沢，箱根へと植物分布の移り変

態的にはカン トウカンアオイとオ トメアオイとの中間 わりをみていくことにしたい。

的な形質をもっていることなどから，この集団をタン 本県の海岸に分布する植物で，最も注目される種類

ザワカンアオイと仮称した。その後菅原敬（1984）は は何といっても南国的な香りの高いハマユウ（ハマオ

酒匂川上流地域の一群をズソウカンアオイと考定され モりであろう 〔図13〕。 三浦半島は本穣の北限分布

たが，これは内間藤吉らが示したタンザワカンアオイ 地点であり ，自生地の天神島は県指定の天然記念物に

の分布域と一致するようである。 今後さらに分類学的 なっている。 ハマユウの種子は コノレク質で海水に浮
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図16 イソギクの分布

図18 ネコノチチの分布

き，海面へ落ちたものはときに海流にのって流され，

他の海岸へ漂着して分布の拡大をはかる。しかしハマ

ユウの分布は温度の制約を受けることが大きく， 結が

｜海りるような所では屋外では育たず，たとえ発芽して

も冬には枯死して しま う。 この生育地は最低気温

3. 5° c （年平均気温15°C）の等温線と一致するといわ
れ， この等温線をCrinumlinenハマユウ線とH子んで

L、る。このような種子の潔着によって分布するものに

グンパイヒルガオがあり，と きに三浦半島でも発見さ

れるがその翌年には姿がないなど，消長の著しい植物

として知られる。

このような暖地性植物が本県の海岸に分布し，北l浪

またはそれにほぼ準ずるものの例をあげてみると，ハ

マカンゾウ，ハマナタマメ，ハマアザミ，ソナ レムグ

ラ，ダンチク， ヒゲスゲ， ハマポウなどがある。 ま

た，暖帯林の構成種で， 木県を北限またはそれに近い

分布を示す種類としてはウパメガシ，ホルトノキ，パ

リパリ ノキ，パクチノキ（ピランジュ）， フウ トウカ

ズラ， タイミンタチバナ， シャンシャンポなどカf荻

る。

図17 ハマカキランの分布

図19 カワラノギクの分布

暖地性植物のなかで， 本県の海岸または暖帯林に分

布を欠き，伊豆半島から飛び越えて直接房総半島に達

している種類もある。例えばオオノくヌスピトハギ，ピ

ャクシン，オガタマ ノキ（図14), イヌガシ， クロパ

イ， サカキカズラ，カギカズラなどがある。

神奈川県の｜析崖海岸を特色ずける種類としてはイソ

ギクをあげることができる（図15,16）。 イソギクは

本県の断崖海岸を色とるほか，房総半島，伊豆半島，

伊豆諸島に分布が限られる特別な種類で，いわゆる

”フォッサマグナ要素”の島娯 ・海岸型であり，本州

のiFw.帯性植物に由来している。 同様の分布型をもっ主

なものをあげてみるとハチジョ ウススキ，イズアサツ

キ，オオパヤシャプシ，ガクアジサイ，オオシマザグ

ラ，アシタパ，ハマセンブリ，ソナレマツムシソウ，

ワダン，ユキヨモギ，ハマコンギク，イガアザミ ，ハ

マコウゾリナなどがある。

海岸の砂浜を特色づける種類は少なく，ハマカニ干ラ

ン（図17), クゲヌマランがあり，それぞれエゾスズ

ラン，ギンランから変型，新生したものとみられてい

る。北半球から日本の海岸1こかけて普通的な分布をす
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る種類で，本県の海岸にもごく普通に見られるもの ラノギクもこの地域を特徴づける種類としてあげるこ

は，種煩も個体数も多L、。 一部の例をあげてみると， とができょう（図19）。他に多摩川にも分布するが，

コウボウムギ，コウボウシパ，ハマエンドウ，ハマゴ 酒匂川ではまだ確認されていない。

ウ，ハマボッス，ハマボウフウ，ハマヒノレガオ，ハマ その他，ツクパキンモンソウ，モグレイシ，ツクパ

ニガナなとがある。 トリカプ ト，ハナウド， ヤプザクラ，Jレリソウ，ケイ

ワタバコ，ヤマタバコなどがある。モクレイシは本県

内陸部の植物分布 でトは i~i麗山， 三浦半島のJfg取山， 渋沢丘陵（北限〉に

次に内陸部に目を移してみる。ここでしづ内陸部と 分布し，他に房総半島，伊豆などから若しく飛び航れ

は扉風ケ浦海進期や下末吉海進期に海底にあった地域 た九州南部，沖純に分布する。これをモクレイシ型分

が中心となり，それに三浦半島の海岸部をのぞいた地 布と呼んでいるが，これに類似する分布型を示すハク

域である。ここは三浦半島のカントウカンアオイを除 サンポクが最近木県で発見され注目された。発見者は

いて，他はカンアオイ類の欠如地域て、もあり，特徴的 植物詑調査会の内藤美智子さんで，生育士山は横浜市金

な種類に乏しいが，クロウメモドキ科のi阪高木，ネコ 沢区の野島である。ハクサンボクは前線の亜高木で本

ノチチが注目されよう（図18,20）。本県では戸塚区 州長門，九州、｜， 沖縄に分布するものであるが，伊豆諸

に分布が知られ，そこから著しくかけ離れて近畿，紀 島や東海地方のものは低木であり ，これを変種とみな

伊半島以西に分布し，中間の東海道には今のところそ しコハクサンポクとして区別する見解もある。これで

の分布は知られていなL、。果実が絹円体をなしている 神奈川県にモクレイシ型分布の種類が一つ増えたとこ

ところから，その形を猫の乳に見立て名付けられたと になる。

思われるが，これが烏によって運搬され分布が拡大さ

れたものであろう。港南区の生育地は風前の灯の状態 小仏山地，多摩丘陵の植物分布

と聞いていたが最近の様子はまだ調べていなし、。 さて次にゲンジスミレやタマノカンアオイの分布域

もう一種，相模川， 中津川の河川敷に分布するカワ である小仏山地や多摩丘陵を見ょう。この地域に特徴
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図23 カタクリの分布

図25 ヒトツバショウ？の分布

的な種類の一部をあげてみると， カタクリ〔図23),

フクジュソウ，レンプクソウ，ヤマブキソウ，ワニグ

チソウ，タカオヒゴタイ，ヤエガワカンパ，シラカン

ハなどがある。 ヤエガワカンノ＼ シラカンバは 長野

県，山梨県などの中部高原に旺盛な分布を示すが，本

県に入ると個体数は極めて少なくなり ，藤野田］に泣存

i均な分布を見るに過ぎない。 カタクリ， プクジ ュソ

図26 テパコモミジガサの分布

図27 サツキの分布

シラピソの分布

ウ，レンプクソウなどはむしろ日本海側に分布の中心

があるもので，本県はその分布の末端部にあるものと

みた方が良L、。

内陸型気候は冬期が寒L、にもかかわらず，積雪量が

少なく，年聞をJillじて雨量も少なく， 夏と冬の気温較

差が大きい。内陸型気候は小仏山地や多摩丘陵の植物

分布にも若干の影響が及んでいるものとみられる。

7 



0 ・R

図29 イワシャジンの分布
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図31 シラビソの分布

静岡県，山梨県，東京都など，本県に隣接する諸県 り南に位置し，標高は丹沢は蛭ケ岳（1672m）の最高

には分布するけれども，本県に欠如する種類にはカイ 降を中心にlOOOm以上の地域が尾根通しにかなり広範

コパイモ，アズマシライトソウ，サツキヒナノウスツ 囲にあるが，箱根山地は最高峰の神山 （1438.2m）を

ボなどが知られる。 中心にした地域に 小面積の部分が存在するだけであ

る。

丹沢と箱根の樋物分布 富士，箱根を中心としたフォッサマグナ地域の火山

丹沢山地は漸新世から中新世にかけての丹沢地向斜 地平wに分化したと考えられる一群の植物をフ ォγサマ
期（2500万年～1500万年前〕の激しい海底火山活動に グナ要素と呼んでいる。フォッサマグナ要素の植物は

よって生じた堆積物からなる山であり ，箱根山地は第 箱根，丹沢周辺から天城山，愛鷹山，富士山，街Ji反山

四紀更新世の中頃（約40万年前〉から現世（3千万年 地などにいたる，比較的狭い範囲に分布の限られるも

前）にI噴火した比較的新しい火山である。丹沢山地は の，速く離れた紀伊半島，あるL、は赤石山脈，秩父山

全般的に地形は急峻で，山腹は岩場で張りめぐらされ 脈， 南の伊豆諸島などに及ぶものなどがあり，その分

ているのに対し，箱根山地の周辺部は火山帯特有の緩 布型は一様ではない。

斜面が広がっている。丹沢山地は全般によく森林が発 先にあげたオトメアオイは箱根のほか伊豆半島に分

達し，山聞を縫う無数の谷には渓畔植生が特徴的であ 布閤をもっフォッサマグナ要素の典型的なものである

るほか，関東大震災によってできた崩壊地も各所にあ が，ほかにこの周辺地域に分布域を限定しているもの

り， アジアザミやヤマホタノレブクロなどのはえる崩壊 に，サガミジョウロウホト トギス，スノレガジ ョウ ロウ

地植生が分布する。一方箱根山地は相模湾よ り吹き上 ホトト ギス， コオト ギリ ，マツノハマンネングサ，ハ

げる風が強く ，森林が発達が惑しハコネダケ群落や コネシロカネソウ， ヒトツバショウマ（図25），サン

ハコネコメツツジの生える 風街草原が広い面積を占 ショウバラ（図21〕，ハコネグミ， ハコネハナヒリノ

め，特異な景観をなしている。箱根山地は丹沢山地よ キ，アマギツツジ，ムラサキツリガネツツジ， ハコネ
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アザミ，イズカニコウモリ，タテヤマギク，キントキ

ヒゴタイなどがある。サガミショウロウホトトギスは

丹沢山地 （図24〕， スノレガジョウロウホトトギスは毛

無山地に，それぞれ固有の分類群であるが， 今後分類

学的な検討が必要と考えられる。ハコネシロカネソ

ウ，イズカニコウモリは箱根にのみあって，丹沢山地

には分布せず，ヒトツバショウマは箱根には分布しな

上述の一群よりさらに分布を拡大して， 房総や秩

父，伊豆諸島などに及んでいるものがあり，その一例

をみると， ムカゴネコノメ， マメザクラ， ウメウツ

ギ，シパヤナギ，ハンカイシオガマ，ハコネコメ ツツ

ジ（図22），タンザワヒゴタイなどがある。

ハコネコメツツジは分布図の周辺部ではコメツツジ

やチョウジコメツツジと共存するが， 主分布域では一

種が占有し，箱根山地が最も産量の多い所として注目

される。本種は興味深い分布域をもつほか，ハコネコ

メツツジ属を独立させ，それに含めるー属一種とする

見解があるほど， 形態的にも特異な存在である。この

ような特異な分布，形態的な特質から，本種のフオツ

サマグナ分化説もあるが，ほかに遺存説もあって今後

に残された課題も多い。本県におけるマメザクラの分

布は丹沢，箱根山地に隆盛をきわめ， 下って平坦部で

は相模平野の丘陵地に限られた分布域があり， 三浦半

島へ入ってはごく稀で， 房総半島へ渡って多産すると

しづ変わった分布をしている。

イワシャジンの生育士山は丹沢が東端となり，赤石山

脈南部まで比較的広い分布域をもっている（図29）。

しかし県内てーは箱根山地の大部分に欠如し，金時山東

面に稀に見られるのみであり，丹沢では北面と商丹沢

に多く集中している。ほかに丹沢から赤石山脈にまで

分布が速なっているものにホソエノアザミ，アカイシ

コウゾリナがあり，両山地に限定され中間地帯は空白

のものにトタイアカノミナ，ヤシャイノデがあるが，こ

れは赤石山脈に分布の本拠地があり，それぞれ台湾，

中国大陸にも飛んで分布する。これに似てフォッサマ

グナ地域に分布の中心があってそこに至る中間地帯に

分布を欠き，かけ離れた紀伊半島に達しているものに

フジアカショウマ，コイワザクラ，ハコネラ ン，オオ

フジイハラなどがある。

会芸品地域すなわち赤石山脈と富士川！の西方で紀伊

半島，近畿南部を経て，四国，九州、｜に至る範囲，つま

図32 神奈川の植物区系.A：湘南 ・三浦海岸地区，B：県央地区 C：小仏 ・多摩地区. D: 

丹沢 ・箱根地区（a：丹沢亜区，b：箱根並区）
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り中央構造線を背景にした地域に分布幽をもっ一群の 見られるに過ぎない。 これらの種類のなかには~直，

植物を ”そはやさ要素”と呼んでいる。フォッサマグ 水平分布上からみてほほ限界付近にあるもので，稀少

ナ地域の箱根にも若干のそはやき婆素の他物が分布す 程が多く ，現在進行中の植物誌調査会による分布調査

るが，その種類数は少ない。 一方丹沢山地の場合は， でも発見できないてーいるものがある。

箱恨火山の胎動以前に東進してきていたものの遺存と 丹沢は林弥栄ら (1961），箱根は松浦茂寿〔1958,

もみられ，若干種類数も多く，両山地の地史の相違が 1971〕ら，のフロラがあり，ほほ、その全貌は明らかに

植物相（フロラ）にも反映されている。 されている。しかし，これらの中には上述の範的に入

そはやき要素と呼ばれる ものの一例をあげてみる る種類で，分布の疑わしいものが幾っか リストに見出

と，ヒコサンヒメシャラ，ヒメシ ャラ，ヒメミヤマス される。 ミヤマハンノキ，ミヤマヤナギ，イワハタザ

ミレ，シコクス ミレ，イワナンテン，ミヤマナミ キ， オ，イワセントウソウ，ゴゼンタチバナ，コイワカガ

ヤマジオウ，クワガタソウ，ヤマタイミンガサ，オォ ミ，クロウスコ，オヤマ リンドウ，ヨブスマソウ，ヵ

モミジガサ， テパコモミジガサ〔図26,30), サツキ ニコウモリ ，イワノガリヤス，クノレマバックパネソウ

〔図27〕， ギンハ イソウ， イワユキノシタ， クサヤツ などであり，大部分は丹沢産であるが， クロウスゴと

デ，ヨコグラノキ，ガクウツギ，シロパナショウジ ョ カニコウモリ，イワノガ リヤスは箱根にも記録されて

ウパカマ，ナベワリ，シロパナイナモリソウ，イナモ いる。今後の分布調査で明らかにしてゆかねばならな

リソウ，ウラハグサなどがある。うち箱根を飛び腿え いが，フロラ調査における証拠標本の重要性が改めて

て丹沢にだけ分布するものに，ミヤマナミキ，ヤマタ 浮かびあがってきた。

イミンガサ， オオモミ ジガサ，サツキ， ギンパイソ

ウ，ヨコグラノキ，シロパナショウジョウパカマ，ク 植物区系区分の試み

サヤツデなどがあり， その逆に箱根止まりで丹沢に達 以上をまとめてみると，神奈川県の植物区系は次の

していないものは少なく ，今のと ころヒメミヤマスミ ように区分することができる（図32〕。

レ，サクラガンピ， イワユキノシタなどが知られるの A. 湘南 ・三浦海岸地｜玄

みである。ヒコサンヒメシャラは丹沢に多く ，ヒメシ 特徴的な極煩 ：アッパスミレ， イソギク，ハチジ

ャラは箱根に多いなど，個体数にも若干の相違がみら ヨウススキ，ハマカキラン，クゲヌマランなと。

れる。またヤマジオウ，シコクスミレなどのように奥 B. 県央地区

多摩に達しているものがあり，フ ォッサマグナによっ 特徴的な種類 ：ネコノチチ，カワ ラノギクなと。

て分断される以前に，奥多摩や秩父山地は袈迷紀地域 c. 小仏 ・多摩地区

と一連のものであったことをf和、知る一つの証拠とも 特徴的な種類 ：ヤエガワカンパ，ゲンジスミレ，

なろう。 タマノカンアオイ ，カタクリなど。

丹沢山地と箱根山地を比較すると楳高差や純度に相 D.丹沢 ・箱栂地区

違があることは前述したが，それがまた植物の分布に 特徴的な種類 ：ハコネコメツツジ， コイワザク

も反映され，両山地の聞にはフロラの谷聞がある。 ラ，マツノハマンネングサ，サンショウバラな

丹沢の夏緑林帯は温帯性値物が蛍富で，それに混在 ど。

して一部に亜高山帯植物が見られるが，箱根ではこれ D-a 丹沢亜区

らの欠ける部分が多い。その一秒I］をあげると，ヒモカ 特徴的な程類：サガミジョウロウホトトギス，イ

ズラ，ヒメハナワラビ，ミ ヤマウラポシ， オオノtショ ワシャジン，ヒトツバシ ョウマ， ヤシ ャイノデ

リマ， シラビソ（図28,31）， ウラジロモミ ，コメツ など。

ガ， カラマツ， ヒメコマツ， クロベ， ヤハズハンノ D-b 箱根亜区

キ，ダケカンパ，ズダヤクシ ュ，コミヤマカタバミ ， 特徴的な租煩 ：イワユキノシタ，ヒメミヤマスミ

シウ リザグ ラ，オオヤマザクラ，キパナウツギ，ユキ レ，イ ズカニコウモリ ，ハコネダケなと。

ザサ，クノレマユリ，マイヅノレソウ，イチョウラン，ノ 謝辞 本稿の執筆lこ当たり，植物の分布について

ピネチドリなど，いずれも丹沢のみで箱根には分布の は神奈川県植物誌調査会の皆さんに，地学的な問題に

記録はない。箱根にも共通のものには，パイカオウレ ついては本館地学部門の学芸員に，それぞれ多大なご

ン，ホザキイチョウラン，コフタパランなどが僅かに 教示を受けました。記して深く感謝L、たします。
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ミゾソパ類について

長谷川義人

Notes on Persicaria thunbergii Complex (Polygonaceae). 

Yoshi’hito HASEGAWA 

はじめに

ミゾソパ類は日本全土に広く産し，当然ながら県植

物誌にとってもこの分類は避けて通ることのできない

部分であり ，従来，幾多の先学が分類を試みながらも

整然としているとは云いがたいと考えられる。 !f!jにミ

ゾソパとオオミ ゾソパの問は典型品では全く問題はな

L、としても，実際にはしばしば境が分明でなし、。ヤマ

ミゾソパは比較的まとまりのよい形態を持っているも

のの標本上では判断のむずかしい場合がある。

現在，神奈川県植物誌刊行のため植物誌調査会が野

外で資料収集を行っているが，ミゾソパ類は多形であ

り常に分類がむずかしい。

本稿では広義のミゾソパ類のみを考察し，日本全土

の採集品を検討し問題点を明らかにしたいと考える。

ミゾソハの種類と分布

ミゾソパ（広義） はタデ科サナエタデ属ウナギツカ

ミ節の植物で非常に多形で分類の困難な・群である

が，広義のミソソパをいくつかの極・変種として分類

すると和名上，ミゾソパ，オオミゾソパ，ヤマミゾソ

＼ヒカゲミゾソパ，ハマミゾソパ（ トゲナシミゾソ

パ），ケミゾソパ， ビロー ドミゾソパ， タカネミゾソ

パなどに分けることができる。

ミゾソバ類似のものには， ミヤマタニソパ，サデク

サがあり ，前者はヤマミ ゾソパに，後者はオオミゾソ

パに系統的類縁があるように思われる。

広義のミゾソパは沖純を除く日本全土 （種子島，屋

久島以北〉，シベリア，サハ リン， カムチャッ カ，南

千島，朝鮮，中国（東北区，河北，111東，江蘇，湖北，

険西，甘粛，長江以南各省，雲南，台湾〉と更に西ス

通例ミゾソバはオオ ミゾソパを含めて論じられてい

る文献が多く ，後者を変種として分ける考えは散見

される。ヤマ ミゾソパをミゾソパの新変種として記載

した牧野（1913）以後， これを独立の種とする大井

(1973〕，桧山（1954〕の見解がある。

種類の特徴と産地（標本所蔵略記は次の通り〕

T：東京大学総合研究資料館（TI〕

N：国立科学博物館 （TNS)

M：：東京都立大学牧野標本館（MAK)

KPM：神奈川県立博物館

YCM：横須賀市博物館

H：長谷川所蔵

ミゾソハ： ：多形であって広義にはオオ ミゾソパ，ヤ

マミゾソパを消去して残ったものが，全てミゾソパと

なる。普通は茎は棋に這い先端やや立上り， 又は斜上

して傾斜屈日性を示す。葉は全く円形のものから，耳：

形，戟形のもの迄各段階のものがある。葉は一般的に

中裂片はオオミゾソバより長さ短く ，くびれ少な く基

部耳片（仰lj裂片）の発達はオオミゾソパより悪い。茎

の上部の各節の葉版と頂部に倶lj；伎を出し，これが花枝

となる。 茎の逆刺はオオミゾソパより鋭くなく 目立た

ない。生態的には水凹の畔，道端の溝沿い，川の岸な

ど。茎の下部の節から発出する閉鎖花枝は1～2C旧か

ら10C皿位である。（稀に30CID以上）

調べ得たミゾソパの標本は次の通りである。

北海道後志忍路（7］＜.島正美 Oct.20. 1944 T），北見

市北光干上〔水島正美 Sep.29. 1945 T），陵奥上北郡四

和村（成田うらら Sep.17. 1946 T〕， 仙台台／原（小

倉謙 1914T），下総船橋市小室町（大場秀章 Oct.17.

マ トラ，ヒソレマ，アッサム，ネノ4ーノレ，イ ンドに分布 1967 T），安房小港内浦山（大場秀章 Aug.6-8 1968 

する。 T），相州与瀬（水島正美 Sep.29. 1950 T），武蔵菅
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(JI［崎市〉（牧野富太郎 Nov.11. 1923 M 17412），武

蔵陥郡長津田〔水島正美 Nov.4. 1951 T），杭須賀

(Sava tier N 188860〕，鎌倉〔浅）I康宏 Apr.27. 1952 

T），相模江ノ島 （百瀬静男 Oct.20. 1931 M 141939), 

駿河愛鷹山塊須津Ji[（金井弘夫 Nov.14. 1954 T), 

長野県南佐久郡中込町大字内山（佐藤邦純 白p.18. 

1958 T), 三重県山田市外楠部（孫福正 Oct.1. 1933 

T），伊勢度会郡大内山村（孫補正 Aug.27. 1933 T), 

滋賀郡堅田町花折峠（村田源 Sep.27. 1964 T），滋賀

県比良山八雲原（村凹源 Sep.13. 1964 T），京都（小

泉源－ Nov. 23. 1934 T), 兵庫県神崎郡大河内町長

谷〔岩槻 ・小山 Oct.16. 1966 T〕，備中川l上1Mlチカニ

（吉野普介Oct.1914 T〕，淡路室津村（松田礼子Aug.

30. 1943 T），阿波国名西郡神山村。＇f山寺（停l延敏之

Nov. 23. 1943 T），九州門司市（橋本保 Apr 1952 

T〕，福岡県粕屋郡大川村長者原〔長野菊次郎 Oct.11. 

1891 T），佐貸県金立（カナサキ Aug.24. 1951 T〕，

長い閉鎖花枝を持つものとして武蔵田端村（牧野富太

郎 Oct.26. 1910 M 17452）。 ゆくのものは側裂片がな

く卵円形又は円形のもの羽前八木精村（中村正雄 Oct.

17. 1899 M 17369）， 秋田千秋公園（村松七郎 Sep.

22. 1928 T），福井県丹生郡糸生村（前圧l正之 Nov.

l. 1951 M 12155），岐阜県本巣郡根尾村樽見〔松井守

正 Nov.11. 1909 M 17384〕。形状が小さくヒカゲミ

ゾソパ形のもの，鹿児島県飯島（前悶正之 Nov.5. 

1954 T）。

オオミゾソパ： 一般的に茎は次第に立上ってこの類

の中では最も周目性が強＇'o外観」ー最も剛直な感じを

受け丈高くなる。ミ ゾソパ類てもは花の色は分類の役に

は立たないが， 茎頂の通常花は散状に長い校があるの

で紅色でよく目につく。葉は一般にミゾソバより 中裂

片長く，大きく ，側裂片の横張りは大きく ，中央のく

びれの湾入も大きい。茎の逆刺はミゾソパより目立ち

葉柄装面にも並ぶことがある。業質はこの類で最も厚

く，葉柄の翼は発達して広い。オオミゾソパはしばし

ば山地の渓流沿いの堆積土や丘陵の湿潤な谷間を埋め

て生態的優占種となり他のミゾソパより生活力が強い

。閉鎖花枝は茎の基部各白j］から出て長さは2ocm-4Qcm

となる。調べ得たオオミ ゾソパの標本は次の:i!!lりであ

る。

札幌市円山 〔河合徳恵 Sep.7. 1942 T), 日高アポ

イ山麓（中井猛之進 Aug.1928 T），羽後北秋田郡前

田村 （村松七郎 Aug.28. 1931 T），新潟県東島（ケ
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イ・モリ Sep.5. 1950 T），埼玉県入間郡飯能Ill］仏子

〔原寛 Sep.19. 1949 T），子ノ 111c久内清孝 Oct.17. 
1932 T〕，埼玉県飯能市東吾野一越上山（中池敏之

Sep. 28. 1975 N 333362），武蔵国西多摩郡刈寄111（中

井猛之進 Sep.1929 T〕，武州御獄（村松七郎 1924

T），武州高尾111c久内清孝 Sep.28. 1919 T），武州、｜
多摩丘陵平山一高幡（水島正美 Oct.31. 1948 T），稲

田登戸（富堅誠 Oct.10. 1937 T），相模丹沢焼111c山
崎敬 Oct.6. 1942 T), 武蔵横浜西戸部（牧野富太郎

1911. M 17446, 17424〕，逗子市神武寺〔立石廊－ Dec.

15. 1968 T），相模葉山，長者村（葉山IHJ〕（牧野富太

郎 Feb.22. 1961 M 17426），足柄下郡真鶴町（牧野

富太郎 Fl.1923 M 17439〕，相撲箱根仙石原（籾山泰

一 Sep.5. 1929 T），姥子湯（奥山春季 Sep.16. 1957 

N 284574），箱根小塚山（水島正美 Oct.9. 1949 T〕，

箱根芦ノ湖〔不詳 Sep.8. 1904 M 17425），伊豆湯ケ

島（佐竹義輔 Nov.17. 1936 T), 甲斐鳳風山]J'.gノ田

900m (ill崎敬 Sep.8. 1954 T〕，信州、｜追分（佐竹義

輔 Oct.7. 1928 T〕，飛騨国大名田 （本田正次 Aug.

14. 1925 T），金大氾学部内（正宗厳敬 Oct.1950 T〕，

近江鳥居木〔牧野富太郎 Nov.1894 T），奈良吉野（i:j:t

井源 Oct.12. 1945 T〕，紀伊西牟婁郡二川村（中島滞

三 Aug.27. 1928 T), 備中上房郡サヨタ’ニ村（吉野

普介 Sep.1915 T），愛媛県新居郡中萩lllJ呉木（越智

一男 Oct.31. 1942 T），肥後国阿蘇山霊玉長陽問（杉

野辰雄 Oct.16. 1931 T〕。

キタミゾソハ （仮称〉：オオミゾソパで北方や装日

本と高士山のものは業質薄く葉身長く基部の側裂片が三

角状であまり突出しない形のものが多い。オオミゾソ

パの一品と見るが，質的面は襟本上ではヤマミゾソパ

と判断に苦しむ形がある。部1べ得た標本は次の通りで

ある。

札幌（不詳 T），野幌（中井猛之進 Aug.27. 1920 

T〕，青森ツタ温泉（H.& M. 0HBA, Sep. 15. 1978 T〕，

陸中焼石岳（岩淵｜初郎 Aug.14. 1936 T），羽後由利郡

岩城町亀岡不動滝（j)!i見操 Aug.18. 1967 N 280254〕，

羽前アツミ岳（古沢潔夫 Sep.25. 1951 T〕，羽前四置

賜郡長者原（小野幹雄 Sep.29. 1954 T〕，仙台向山

〔小倉謙 Oct.4. 1915 T〕， 宮城県仙台市（T.NAITO 

Oct. 4. 1972 T〕，下里子日光中禅寺 （鈴木貞次郎Aug.

10. 1931 T〕，群馬県利根郡片品村（不詳 Aug.1904 

M 17420-1），井之顕（牧野富太郎 Oct.8. 1933 M 

17448〕，駿河愛J（（~山塊大沢700m （金井弘夫 Sep.20 



1954 T〕，信濃菅平湿地1280m〔S.TERAMOTO Aug. （越智一男 Oct.5. 1942 T〕。なお東大に所蔵されたカ

27. 1947 T〕，福井大野市カミコイケーカリコミイケ ノくー中は8枚であるが，肥前背振山 〔馬場胤義 Oct.

1100111〔金井弘夫 Aug.26. 1973 N 314653〕，福井県 11. 1961 T）は挺長があり ，キタミゾソハ（仮称〉と

丹生郡糸生村〔里見信夫 Sep.22. 1956 M 209631），越 恩われる。

前今立1ni冠山〔細井与三右衛門 Aug.1835.T〕，京都

府京大芦生演習林400m(H. TAKAHASHI & Y. NAITOH 

Oct. 28. 1971 N 303897), 鳥取県日野1ill日南町500m

上（大場秀 ・秋山 Sep.9. 1980 T〕，島根県石見郡弥

栄村 （宮本厳 Jul.22, 1965 M 53910〕，周防アザミ

山（奥山春季 Oct.7. 1970 N 281219），肥後球磨郡

上村〔i河原勘次郎 S巴p.14. 1924 T）。

次のものは，あるいはヤマミゾソパと考えられる。

上野清水峠旧道（籾山泰一 Set.16. 1951 T），天城山

i湯ケ島（山崎敬 Oct.21. 1944 T）。

ヤマミソソハ 直射日光の当らない樹林下にあり，

低温冷涼な環境を好むようである。葉は薄質で乾燥に

~~＼、と思われるが， ミゾソパ ・オオミゾソパ程水辺で

ない場所に生育する。茎は材ti屈地性と隠性屈湿性を持

ち茎下部から校を分かち， ：長く士山上に桃たわり全く立

上ることがない。基部の節郎から根を出し 3rrf以上に

拡がることも稀ではない。当然ながら器部各節から出

す閉鎖花序の着く校は短く 3cm前後である。調べ得た

標本産地は次の通りである。

岩手県稗貫郡大迫町早池峯 小田越800m（小山博

滋 Aug.28. 1962 T），下野出流山（長谷川義人 Oct.

5. 1974 H），栃木県雲岩寺（原寛 Oct.19. 1981 T), 

赤城山大沼（弥城謙 Sep.24. 1905 M）， 上州尾瀬ケ原

山J.i;,；〔原 ・黒沢 Set.3. 1978 T），秩父横瀬小島i沢

（長谷川義人 Nov.25. 1984 KPM），武州妻坂峠（楠

山庫三 Set.14. 1941 M 274555), ff.~州氷川 lあたご山

（長谷川義人 Nov.14. 1965 YCM），武州青梅小沢1lfole

（長谷川義人 Nov.13. 1966 YCM〕，八王子上案下（長

谷川義人 Oct.10. 1979 H〕，武蔵高尾山（牧野富太郎

1933 M 16091 3枚内①③〕，武州高尾111（久内清孝

Oct. 4. 1914 Co-type! Tl), 相模宮ケ瀬鳥屋荒井林

道（平松俊子 Oct.9. 1983長谷川同定 KPM），相模

宮ケ瀬立石〔長谷川義人 Oct.10. 1984 KPM），相模

箱根（久内清孝 Oct.1914 M 16092 3枚内②①〉，伊

豆日金山（長谷川義人 Oct.10. 197 4文献〉，本l泉葛

城山（黒沢幸子 Nov.1. 1966 T），広島県吉和村中津

川沿い（原 ・黒沢 Oct.6. 1979 T〕，山口県寂地山1000

m （原 ・黒沢 Oct.5. 1979 T), 萱l岐芦辺（K.OH 1(1 

Aug. 12. 1925 T〕，愛媛県新居郡角野111r東平， 2枚

ミゾソパ類のその他の変異品（裸名のものを含む〉

以下ミゾソパの変種として記載された。

var. coreana (LE:vEILLE〕NAKAIヒカゲミゾソパ

これはミゾソパ・オオミゾソパ ・ャマミゾソパの小

さい形のもので起源的には多系統のもののようであ

る。E巨大のヒカゲミゾソパのカノくー中には七業の線本

があり， 長崎県西彼杵郡大串村〔千葉常三郎 Oct.5. 

1936 T）この機本は採集者の手で 「深山湿地帯に産し

て所々小鮮をなして散生す皆倭生なり」との記があり

(oET. H. HARA) var. minima HARA (in Sched.）の

記がラベノレにある。（筆者所見， ミゾソパ形の小さい

形で耳がなく梁質はやや厚い。）同形のものとして

Kyushu (F. C. GREA1'REX 1938 British Consu必te,

Nagasakのがある。筑前早良郡背振山 〔中島一男 Oct.

1. 1933 T〕（筆者所見オオミゾソパ形の小さい形〕，

石狩層雲峡3枚〔中井猛之進 Aug.1928 T）〔筆者所

見ヤマミゾソパ形の小さい形〉，相州箱根仙石原（水

島正美 Sep.6. 1951，同 Aug.8. 1947 T〕採集者の

子で 「常のミゾソパに比して多毛なり水辺湿地林下」

との記あり。（筆者所見オオミゾソパ形の 小さい形〕

以上七葉。他にこの形のものは伊豆湯ケ鳥〔佐竹義輔

Nov. 17. 1936 T) （筆者所見。葉身8～13mm〕， 大和

（不詳 Jul.2. 1905 M 17388〕，紀伊高野111（不詳 1905

M 17432）。次のものは葉が小さ くヒカゲミゾソパ，

又はヤマミソソパとも考えられるもの。駿河安部山者

1400m （山崎・松EEiOct. 17. 1925 T〕， 三河本宮山（稲

垣寅一 Oct.17. 1925 T〕，富山県東脳波郡細尾峠〔盟

見信夫 Sep.21. 1963 T〕，紀伊高野山奥の院（原究

Sep. 7. 1953 T），香川県木田郡三木町中山一大滝寺

(H.カワサキ Aug.5. 1957 T〕。

var. diffusa HONDAハイミゾソパ

羽後北秋田郡前田村（古家儀八郎 Oct.11. 1926 T) 

Typus fラベノレに 「地上に旬へ殆んど地平状〔四方に

散開す。〉」とある。 〔筆者所見。 ミゾソパそのものに

見える。〉

var. dimoi,phophila NAKAI (Norn. nud.〕ケミゾソ

サp

ノ、

日光田母沢寂光（伊藤洋 1931T），福島県光大寺，

2枚 （服部保義 Oct目 9.1933 T〕， 日光寂光（中井猛
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之進 Sep.26. 1931 T) Typus！この標本に Syn.Polyg. 

thunb. v. stellato-toinentosum STEWARD P. P. とσコ百己

入がある。〈筆者所見。 ケミ ゾソパは長い太いスムー

スな毛が表面に密集して生えていて，オオミゾソパの

一品種であろう。〕

var. flaccida NA  KA 1 

高野山（坂口総一郎防34.Sep. 1928 T〕Typus! 

（筆者所見。ミゾソパ又はヒカゲミゾソパ〉。

var. inerinis HONDAハマミゾソパ

駿河志太郡和田村（清水伝吉 Aug.4. 1930 T〕

Typusf （筆者所見。茎に鈎刺なくスムース，菜の両

面に毛がない。ミ ゾソバ形で業の大きいもの。〉

var. microρhyl/a HONDA コパノミゾソパ

盤1成国西占河郡金山村 （鈴木貞次郎 S巴p.9. 1932 

T〕，綾城国白河I!汀南湖公園（同 Oct.5. 1932 T) 2枚

のみ。（筆者所見。ミソソパ形の小さい形。〕

var. minima HARA 

ヒカゲミゾソパの項参照。

var.’ρterorachis NAKAI (Norn. nud.〕

日光大谷川岸（伊藤洋 1931T〕，華厳（不詳 Oct

5. 1879 T), 日光（不祥 Oct.1879 T), 日光華厳 〔不

詳 Oct.5. 1879 T）。以上タイプカバー。他に上野高

崎市観音山 （架原 ・大場秀章 Jul.17. 1966 T〕，大場

秀章氏の話しでは，中井先生の日光植物のものは裸名

であると云う。 （筆者所見。 オオミソソパの大形のも

ので同じものと思われる。〉

他には帰化品のどロードミゾソパは葉面に星状毛を

全面に敷くもの。タカネ ミゾソパ（台湾〕は果が二百

二稜で褐色の種類。

調査の結果と考察

県植物目録（1933〕，県植物誌（1958）はミゾソパ

類をミゾソバ，オオミゾソパ，ヤマ ミゾソハの1種2

変極と してまとめている。今回の制査ではミソソパ，

オオミゾソパについては多産するところから標本は豊

富であった。

ヤマ ミゾソパについては県内て芯は山地のもので，比

較的標本が乏しく産地については箱根産（久内〕など

が知られるのみで，実際はとの文献にも産地は挙げて

いない。これはヤマ ミゾソパの真の姿を認識している

人が少ないことで，標本が集まらなかったことによ

る。筆者は幸いに1965年故伶山庫三氏から教示を受け

て以来，この植物に注意を払ってきた。今回県植物誌

合同調査に参加する機会を得て，清川村宮ケ瀬地内の

16 

2ケ所で自生を見出し神奈川県産の確実なことを知っ

た。奥多摩から高尾山周辺には比較的多産するので県

内に出現することは充分に予測できた。檎山 〔1959)

は植物研究雑誌にこの種の特徴を示し，樹下に産し，

車lj，毛少なし さ長直立せず，節関長く校散開し地に伏

し， 業身幅広く裂片の上でくびれず， 業柄に翼がlHな

L、ことを挙げ，特に果実に光沢があって （他のミゾソ

パには光沢なし〕ミゾソパより丸味があり灰色がかっ

ていることで独立種に組換えられた。筆者の観察では

更に業の中央裂片の先端は急に長く突出し，侭u裂片は

やや三角状に尖り鈍端，葉柄が長いことを挙げておき

たい。

ミゾソパとオオミゾソパの葉の形質の差異を考える

過程で新しく理解することが出来たことは，この両者

とは異った形質を持つ種類が存在するらしいことであ

る。北海道から東北，裏日本を通り九州、｜に達する一連

のミゾソパ中に質薄く ，中央裂片が長く ，くびれが少

なく側裂片が三角状で非常に鋭く尖り架裏脈上に星状

毛が出る（ヤマミゾソパもほぼ同様〕ものがあり，こ

の形の中央裂片が短L、ものは，しばしばヤマミゾソパ

と誤認されるが，中央裂片の先端部を見れば直ちに区

別出来る。筆者はこの北方ー裏日本形の葉が長くて，

薄質のものを便宜上「キタミゾソパ」と仮称したL、。

この形のものを除くとオオミゾソバはやや理解し易く

なる。

ヒカゲミゾソパは葉の小さいー形で遺伝的に綾化し

たものと思われる。茎上いつまでも小さい葉を生じ，

異形のものである。高野山産は襟本も多く比較的定ま

った葉形で，二，三の襟本庫で見る限りではこれを標

準的なタ イプと理解すればよいように考える。東大に

所蔵される箱根仙石原産（水島正美採集〕 は典型品よ

り少し葉が大きいが，この程度で大きさが固定してい

れば，この範囲のものと考えられる。

ミゾソバ類の毛については非常に変化が大きく 多分

分類学的形質としては採用できな＼'o車ljについても同

様である。ケミゾソパはオオミゾソパの太い長粗毛の

ある纏端形〔遺伝的）のものと見受けた。品種程度の

ものと考えたい。オオミゾソパの茎頂花序の枝には脱

毛が多いが，他の変種にも少ないながらある。星状毛

については茎葉に多少の差はあるが生ずるようで，南

方にあるビロード ミゾソパは葉面全体，密に星状毛が

あるとのことである。



ま とめ （検索的特徴）

既に論述したことで重複する商もあるが，もう一度

整現してみたい。

l. ミゾソハ Persicariathunbergii (Sieb. et Zucc.) 

H. Gw出点

茎は斜上するか横たわる。 一般的には頂部の花序と

共に通常花は中」二部の各節目nlに安部、花序校となって絞

生する。葉はオオミゾソパに比して長さは短く小形で

葉身の湾入部は比較的小さいか，欠く。葉柄の翼は目

立たない。基部の閉鎖花序枝は長くない。果は黄緑褐

色で光沢はない。ミゾソパの葉身長を 1とすると，各

長さの比は最大111高0.72, くびれ昔llの幅o.47, 葉柄は

0. 33で葉柄は他変種と比較して最も短い。

2. オオ ミゾソハ Persicariathunbergii (S1EB.巴t

Zucc.〕H.GRoss va1 hastatot門＇loba(MEISN.) 
MIYABE 

茎はi佐管束の発達により 立上るか~＇I 上する。 架面に

毛が目立ち茎の下向鈎刺も目立つ。茎頂部の通常花の

花序校は上古ll数節のみから長く突き出てよく目立ち，

腺毛の発達がよい。葉は上節のもの急に縮小する。葉

は長く大きく架身の湾入部は深く ，基部はほこ形に両

側へよく突出する。葉柄の翼は発達する。茎下部の閉

鎖花序校は1ocrnから30Clll以上にも達し一長く果実はよく

成熟するが， 茎頂の通常花は多くは不稔である。果は

灰緑褐色で光沢はない。葉身を lとすると最大111買の比

0.68，最小幅〔くびれ〕 0.30，葉柄0.39でミゾソパ中

湾入が最も大きい。因にサデクサの葉身長1，最大111fil

は0.93，最小幅は0.27，葉柄長は 1でオオミゾソパに

似ていても柄が長く葉身が狭長なることが分かる。

3. ヤマ ミゾソパ Persicai'iathunbergii (Sills. et 

Zucc.) H. Grioss var. oreoρhila (MAKINO) NE-

MO'l'O 

茎は基部で分校し長く横たわり節聞は長い。3誌は薄

質で全く湾入部がなく，先端は尾状に延び，全体は短

く卵状三角形である。葉柄の翼は発達しない。直射光

の入らない樹林下に生育する。閉鎖花序校は全く短

L、。果は灰色から灰緑色で最も光沢がある。（完熟し

て濃褐色のものもある？〕葉身長1の比は，最大幅

0.89，くびれ部（側裂片のヒ部幅〕 0.65，葉柄長0.44

で葉柄がミゾソバ中一番長L、ことが分かる。先制iの急、

尾状部を除けば最も三角状に近い数値が得られる。又

最大！｜届と最小幅（くひ．れ古nl〕の差は最も小さ＼'oなお

本変種は武蔵高尾山がタ イプロカリティであって，基

準標本（T.MAK rno I Oct. 5. 1913）は参照できなか

った。

おわりに

神奈川県産として記録できるミゾソパ矧は1種2変

種であり，ヒカゲミゾソパを加えれば3変種となる。

現在，ヤマミゾソパは他変艇から比較的よく分離でき

るが，ミソソパとオオミゾソパの差を考l也すると独立

の種とは考えにくい。変種と して扱うのが至当と恩わ

れる。 オオミソソパの epithetは hastatorilobum 

(1826）と stoloniferum(1868〕の二つがあり，後者

の著者 Fr.Schm.はその記相文中で両者の移行形を

認めて居り ，牧野も この両者は恐らく 同ーとの見解を

表明して居り〔1910〕もしもそうであれば前者Meisner

の学名が採用されることとなる。ミゾソパとオオ ミゾ

ソパの区別点を中;1:1二（1909）は前者の側裂片は中央片

の約%長で，後者の側裂片は中央片の約泌長として，

オオミソソパの側裂片が長いことを示している。なお

マノレパヒメミゾソパ f.radicansは牧野 （1910）によ

れば綾生の一品で貧弱な偶発的なー形であり，中井

(1909〕は葉の両側の裂片が殆んど消失し葉は卵形を

なすものと解説している。

今回，神奈川県産にとどまらず， 全国的な採集標本

を調査することが出来たことはき料、であった。特に東

京大学総合研究資料館植物部門，国立科学博物館， 東

京都立大学牧野標本館の各位には標本，文献の閲覧に

便宜を計られたことに深く御礼を申し上け’る。又，有

益な教示をいただいた大場秀章先生に御礼申し上げ

る。日頃，合同調査を通じて神奈川県植物の調査に街l

便宜を与えられた県立博物館高矯秀男 ・大場達之両先

生に感謝したし、。若年より植物の御指導をいただいた

籾山泰一，笠原基知治両先生にも紙面を1Miりて御礼申

し上げる。

図版解説（産地〉

1, 2' 38～40 東京都葛飾区水元公園〔Set.9. 1984 

KPM・H)
3, 4' 15～17 横浜市南区永田台（Nov.4. 1984 

KPM・H)
5 ' 13, 22～25, 28 清川村富ケ瀬立石（Oct.10. 1984 

KPM・H〕
6 京都（小泉源ー Oct.23. 1934 T) 

7, 8 秋田千秋公園（村松七郎 Sep.22. 1928 T〕

9 羽前八木橋村（中村正雄 Oct.17. 1899 M〕

10 岐阜県本巣郡根尾村樽見（松井守正Nov.11. 1909 
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M），福井県丹生郡糸生村（前田正之Nov.1. 1951 

M). 

11 愛知県稲武llfJ井出〔鳥居喜一 Sep.15. 1963 N), 

相撲足柄下郡箱根芦ノ湖（不詳 Sep.8. 1904 M〕．

12 山城国乙訓郡小塩山（山本盛 Aug.27. 1933 N). 

14 箱根仙石原（Nov.1. 1984 KPM・H〕．
18 肥後七村（前原勘次郎 Sep.14. 1923 T〕

19 福井県大里yT!J・（金井弘夫 Aug.26. 1973 N〕

20, 21 秋田県由利郡岩城町（逸見操 Aug.18. 1967 

N). 

26, 27 秩父横瀬小島沢（Nov.25. 1984区PM・H).

29 大和〔不詳 Jul目 2.1905 M). 

30～34 紀井高野山（田代主与太郎 Aug.10目 1936N〕．

35 鹿児島県飯島（前田正之 Nov.5. 1954 T〕

36, 37 九州（長崎 ？) (F. c. GRE企＇!'REX1938 T). 
41 台湾 ・イラン（田村道夫 Sep.11. 1964 N). 

42 東ネノfーノレ（原寛他 Dec.4. 1963 N). 

43 北米（不詳）

図版解説（種類〕

1～5 ミゾソパ

6～10 7ノレハヒメミゾソパ（Sens.NAKA 1) 

11, 12 オオミソソパ

13～17 オオミゾソパ

18 

18～21 キタミゾソノミ〔仮称〉

22～28 ヤマミゾソパ

29～35 ヒカゲミゾソパ

36, 37 (var. minima HARA) 



38～40 サデクサ

41 タカネミゾソノく

42 ミソソパの変種

stolonifera (Fn. ScnM.〕NAKAIex HARA in 

Journ. Jap. Bot. 9 : 254(1934〕．

43 Tracaulon arifoli[m (L.) Raf.=Polygonum 

f. foliacea HONDAオハツキオオミゾソパ

f. viridans HONDAアオノミナオオミゾソパ

arifolium L. ヤマ 1ゾソパ

Poliygonum thunbergii S1cB. et Zucc. var. oreoJうhi

附：ミゾソハ類の学名並ひーに異名表 !um MAKINO in Bot. Mag. Tokyo. 27 : 251 

ミソソノ4 (1913). 

Poか•gon仰向 thunbergii Srrn. et Zucc. in Abh. Akad. Po砂•gonum oreophilum (MAK rno〕0MwJ, Fl. Jap. 

wiss Muench 4(3) : 208(1846) 1440(1973）ー

Steward in Con tr. gray Herb. 88 . 83 (1930). Persicaria thunbe1’gii〔S1τB.et Zucc.) H. GRoss var. 

Polygonum thunbergii S1EB. et Zucc. var. typicum oreophila〔MA!(JN（＇〕 Nr:Mo'1℃.Fl. Jap. suppl. 176 

Franch. et Sav. Enum. Pl. Jap. 2 . 475(1876〕. (1936). 

Poか•gonuin arifoliuin TnuNB. (non LINN.〕Fl.Jap. Persicaria 0問。ρhila(MA]' INO) HIYAMA in Journ. 

168(1784). Jap. Bot. 34 : 340(1954). 

Persicar’ia thunbergii (Srrn. et Zucc.) H. GRoss in ヒカゲミ ゾソパ

Engl., Bot. Jahrb. 49 . 275(1913). Poか•gonu例 thunbergii Srrs. et Zucc. var. coreanuin 

f. viridialba IwATA シロパナミゾソパ LfovE1 L1,c in Fedde Rep. 171(1910). 

f. radicans (FRANCH. et SAVAT.) M1YABC Persicaria thunbergii (S1CB. et Zucc.) H. G3oss var. 

マノレバヒメミゾソパ coreana (LE:ve1LLE) NAKAI in Fl. Koreana 511 

f.問erinis(HONDA〕SUGTMO'l'Oハマ ミゾソパ (1911). 

Per sic.αria thunbergii (SIEB・etZucc.) NAKAI var. 

文 献typica (FRANCH. et SAVAT.〕O豆KIin Bot. Mag. 

Tokyo. 40 : 56(1926〕． FR. ScHMJDT 1868 Reisen im Amurlande und auf 

Persicaria thunbergii (S1L'B. et Zucc.) N AK A 1 ex Mori de1 Jnsel Sachalin. "Flor a Sachalinensis”168・

Enum. Pl. Cor. 133(1922〕 169.

Rigakkai Vol. 24: 12(1926〕・ FRAt-<CHE1', A et SAVATTI:l', L. 1879 Enumeratio 

Truellum thunbergii (Srns. et Zucc.) SコJA1c Plantarum Japonicarum. 2 : 475. 

オオ 1ゾソパ 中井猛之進 1909 日本産夢科植物（承前〉組物学雑

Polygonum hastatot円＇lobumME1sN. in Ann. Mus. ~.'C . 23 : 418. 

Bot. Lugd. -Bat. 2: 62(1826). T. MAKINO 1910 Observation on the Flora of 

Polygonuin thunbergii Srrn. et Zucc. var. hastato- Japan in Bot. Mag. Tokyo. 24 : 74 

trilobum (Mi;:1sN.) MAXTM. ex FRI-:-: Cγ. et SAVA'l'. 中井猛之進 1911 "Flore Koreana”東京帝国大学瑚

Enum. Pl. jap. 2 : 475(1879). 科大学紀要 31 : 511. 

Polygonum stoloniferum FR. Sci-:M. Reis. im Amur T. MAKINO 1913 Polygonum thunbergii var. oreo 

u. Isl. Fl. Sachl. 168(1868〕． ρhiluin,var. nov. in Bot. Mag. Tokyo. 27 : 

Poか•gon即時 thunbergii Sim. et Zucc. var. stolo間一 251. 

feruin (FR. ScAM.) MAJ'1NO in Bot. Mag. Tokyo. 中井猛之進 1926 夢類の新分類法．理学界 24(4): 

24. 74(1910). 1-13. 

Persicaria thunbergii〔Srns.et Zucc.〕H.GRoss var. A. N. STCwARD 1930 The Polygoneae of eastern 

hastatotriloba〔MEISN.〕M1YABEin Journ. Fae. Asia. Gray Herb. 83. 

Agr. Hokkaido Univ. 26: 517. 牧野 ・線本 1931 訂正増補l日本植物総覧 春陽堂

Per sic官γiahastatot門＇loba(MEISN.) 0KUYAMA. 264. 

Persicaria thunbergii (SIEB. et Zucc.〕H.GRoss var. T. NA J(A 1 1931 Notulae and Plantas Japoniae & 
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Korae in Bot. Mag. Tokyo. 45 : 115. 誌 34・340.

l京 寛 1934 Flora of Karuizawa III in Journ. 長谷川義人 1981 「箱根植物への追加」．植物と自然．

Jap. Bot. 9 : 254. 15(5) : 29. 

中井，他 1936 日光の植物と動物．東照宮 19・20. （神奈川県植物誌調査会〉

楠山庫三 1959 ヤマミゾソバについて．植物研究雑
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神奈川自然誌資料 6: 21～28, Mar. 1985 

神奈川県内の森林植生の人為による

改変と着生コケ群落の生態

中村俊彦

The Influence of Human Disturbance on Forest Vegetation and Ecology 

of the Epiphyte Communities in Kanagawa Pr巴fecture

Toshihiko NAKAMURA 

はじめに

コケは，体が小さく構造も簡単なため，環境の変化

に非常に敏感な 生物の一つである。このようなコケ

は， 指標生物として， これまて芯に大気汚染 （TAODA,

1972，梅津， 1978；横堀， 1978）や都市化程度〔中村

1976）あるいは都市の公園 ・緑地の自然性〔中村，

1981)などの評価に用いられてきた。

今回は，道路開設のための裸地化など，人為による

森林植生の改変が，コケの生育，とくに樹幹着生のコ

ケに対してどのように影響しているかをみるため，神

奈川県内の代表的な森林植生を対象として，森林の奥

から林外にかけてのコケの生育状況の調査を実施し

た。さらに，この調査に基づいて，森林植生への人為

の影響に対するコケの指襟化を試みた。

なお，本調査は神奈川県環境生物研究会（青木淳一

代表〕の 「予測評価手法の体系化に関する調査研究

（生態系） 1983」の一部としておこなったもので， 実

施にあたっては，横浜国立大学の青木淳一教授ならび

に原田洋氏，神奈川県立博物館の大場達之博士から御

指導と御便宜をいただいた。また，国立科学博物館の

井上治問土，柏谷博之博士，広島大学理学部の樋口正

信博士には種の同定，確認をお願し、した。さらに，本

稿執筆に当っては，神奈川県立博物館の生出智哉主任

学芸員からいろいろと御便宜をいただいた。各位に対

し深く感謝致します。

調査地と方法

調査は県内にみられる代表的な五つのタイプの森林

植生でおこなった。下記のように各タイ プに属する調

査地を 2ケ所ずつもうけ，1983年10月から12月にかけ

て野外調査を実施した。なお，調査地の設定は原田洋

氏の御協力による。

1 暖帯植 生

A ヤブコウジ・スダジイ群集（自然林〕

逗子市神武寺，標高lOOm(Al）。鎌倉市二階堂，

標高90m(A2）。

B オニシバリ ・コナラ群集（二次林〕

横須賀市鷹取山，標高lOOm(Bl）。横浜市西金

沢，標高50m(B2〕。

c クヌギ ・コナラ群集（二次林〕
厚木市七沢，標高130m(Cl）。 秦野市震生湖，標

高140m〔C2〕。

2 l鼠帯 植 生

D ヤマボウシ ・ブナ群集 〔自然林〕

箱根町大観山，標高750m(Dl〕。箱根町仙石原，

標高940m(D2）。

E アブラチャン ・クロモジ群落（二次林〉

箱根町湯場，標高750m〔El〕。箱根町白銀山，標

高940m(E2〕。

これらの各調査地において，林縁から林内にむかつ

て，林縁内〔0～5m），林内（5～15m），林奥（15

m以上）の三つの立地区分をおこない，林縁の外側に

低木林分のみられた調査地には，さらに幅5mの林縁

外の区をもうけた。

表1に示すように，各区内で任意に5本，l植生タ

イプ計10本の調査木を選び，各調査木の樹幹の基部か

ら高さ5QCID，および130～180C田の2ケ所の全周面を調
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表1 各植生タイ プの立士山ごとの調査木の胸高直径平均（cm）と調査樹種（本数〉

立地

植企ぞ分｜ 林 奥 林内 林緑内 林縁外

タイプ

ヤブ
42.0 22.l 10.2 2.8 

マナ ブナ（8) ブナ（7) プナ（3) ニシキウツギ（4)

ボ群
ミズナラ、 ミズナラ、 ヤマホ・クシ（2）リ ョウブ（2)

オオ モ ミジ ア カシデ、 アセビ、 カマツカ 、

ウ集 （各 1) ヤマボウシ リ ョウプ、 ツクパネウツギ、

シ （各 1)
カマツカ、 シナ ノ キ、

温 ｜
． ミズ キ、 ミヤマイ ボfタ

ニシ キウ ツギ（各 1)
（各 1)

19.5 12.2 7. 5 

帯 ｜アク アブラチャン（5）アプラチャン（5）ミズキ（2)

フロ ミズ キ（2) クマシデ（2) アブラチャン、

ラモ ミズ ナラ、 カマツカ（2) ミヤマイボ夕、

チジ
アカシデ、 ミヤマイホ・夕、イヌツゲ、

ャ群
エンコウカエデミズキ、 カマツカ、

（各 1) アカシ デ 、 ニシキウツギ、

ン落 ミズナラ（各 1）ミヤマガマズミ、

カジカエデ、

ヤマグワ（各 1)

クコ 18.2 15.7 11. 6 

ヌナ
クヌギ（5) クヌギ（5) クヌギ（5)

ギラ コナラ（5) コナラ（5) コナラ（3)

・群 ミズキ、

集 イヌシデ（各 1)

暖 ｜オゴ
ニナ

13. 5 10.4 7. 8 

シラ コナラ（8) コナラ（5) コナラ（5)

バ群
イヌシデ 、 エノキ （2) ウツギ （3)

キハダ（各 1）ハコネウツ ギ（2）ガマズ ミ（2)

帯
リ集 ヤ マグワ（1)

ヤス 27.6 14.2 10.2 

ブダ
スダジイ（5) スダジ イ（4) スダジイ（4)

コシ タブ（2) ヤブ ツパキ（2）ア ラカシ（3)

ウイ アカ ガシ（2) ヤ ブニ ッグイ 、・／ ロターモ、

ジ群 ウラジロガシ（1）ウラ ジ ロガ シ、クヌギ、

・集
コナラ、 ヤマサrクラ

イ ヌシ デ （各 1)（各 1)
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査部位とし，そこに出現するすべての種を記録し，さ

らにセン類，タイ類，士山衣類，シダ類の各被度パーセ

ントの測定をおこなった。種の同定は，すべて採集し

た標本で確認した。

結果

各値生タイ プにおける林奥から，林縁内あるいは林

縁外にかけての着生コケ群落の組成と構造の変化を表

2～5，図1～2に示した。

l. 林奥部での生育状態

1〕暖帯他生

自然林植生のヤブコウジ ・スダジイ群集では，樹幹

の着生群落はほとんとみられず， 二次林植生の方でコ

ケの着生がみられた。

クヌギ ・コナラ群集の樹幹下部では，すべての調査

木に，平均して5種のコケの生育がみられ，その被度

平均は50 ~話に達した。しかし，樹幹の上部では被皮の

平均が496以下になり ，出現種数も平均1.7種と低い。

優占種として，ノミハニワゴケ，コモチイトゴケ，ヒ

ロハツヤゴケなどがあげられる。セイナンナガハシゴ

ケ，マツゲゴケも樹幹上部でよくみられた。

オニシパリ ・コナラ群集の樹幹着生はきわめて貧弱

で，林奥，樹幹上部での着生はほとんどみられず，下

部でも着生率は30%しかなかった。ノミハニワゴケ，

キャラハゴケ，コカヤゴケなどが樹幹下部でわずかに

みられた。

2）温情植生

ヤマボウシ ・プナ群集の着生群落は，今回調査した

五つの植生タ イプのなかで最も豊富であった。林奥の

すべての調査木でコケの着生がみられ，樹幹の下部の

え寄生群落の被度は平均70%あり，上部では平均3096で

あった。また，出現種数も多く， 二つの調査士山の林奥

からは，あわせて38種のコケの着生が記録された。1

本当りの平均では，樹幹の上部で8種，下部では10種

以上の生育がみられた。優占種として，ヒメフタマタ

ゴケ，タカネカモジゴケ，コカモジゴケ，ヤリノホゴ

ケ， ユガミチョウチンゴケ，オオサナダゴケモドキな

どがあげられ， また， チチブハネゴケ， キリシマゴ

ケ，イヌムクムクコケ，ヒムロゴケなど，この植生タ

イプの林奥に特徴的にみられる種も多い。

二次林組生のアプラチャン ・クロモジ群落におけ

る，林奥の樹幹着生のコケの出現種数は自然林植生の

ヤマボウシ ・プナ群集 よりは少なかった。樹幹の上

部，下部ともに 100%の着生率であるが，出現種数は

それぞれ平均5種程度になる。群落被度の平均は，樹

幹下部で約60%，上部で4096強あった。優占種として

は，ヒメフタマタゴケ，コモチイトゴケ，ハネヒツジ

ゴケ，ニッコウタケナカゴケ，チデミパコブゴケなと

があげられる。ヤマボウシ ・プナ群集では林内から林

縁内で生育していたタカネカモジゴケ，エダウロコゴ

ケモドキ，ナガスジイトゴケなどが，この群落では林

奥だけにみられた。

2. 植生改変によるコケ群落の変化

1）暖帯値生

ヤブコウジ ・スダジイ1洋集およびオニシパリ ・コナ

ラ群集の林縁附近では，コケの着生はまった くみられ

なかった。クヌギ ・コナラ群集でも林縁附近のコケの

着生は著しく少なく，樹幹の下部には609'6の調査木に

1～2種の着生がみられたもも，上部では地衣類がわ

ずかにみられたにすぎない。

2）温帯槌生

ヤマボウシ ・ブナ群集およびアプラチャン ・クロモ

ジ群落では，林奥から林外にいくにつれて，着生群落

の被度，種数ともにしだいに減少する傾向がみられ

た。 この傾向は， ヤマボウシ ・ブナ群集の方が著し

く，その中てでもとりわけセン類の減少がめだった。ま

た，この傾向は，ヤマボウシ ・プナ群集においては樹

幹の下部で顕著であったのに対し， アプラチャン ・ク

ロモジ群落では上部の方が著しかった。

考察〔生物指標と してのコケの利用〕

樹幹着生のコケ群落の組成と構造はその林分状態に

よって異なることがわかった。今回調査した五つの植

生タイ プの林奥部での着生群落は， H愛；市より￥lii't帯の森

林の方が発達しており，中でも温帯の自然林であるヤ

マボウシ ・ブナ群集が被度，出現種数と もに最高であ

った。一方，暖帯では，コケの着生状態はむしろ二次

林植生の方が良かった。

着生コケ群落は，どの微生タ イプでも樹幹の下部で

良く発達していたが，そこは樹幹上部に比べ，空中湿

度など水分条件の面でコケの生育により好都合な場所

と考えられる。樹幹着生のこのようなコケ群落も林縁

にむかうにつれてその極数，被度と もに低下していく

傾向がみられ，今回の調査では，林縁附近にだけ出現

するといったコケはほとんとみられなかった。以上の

ことから，いろいろな人為の改変によ ってもたらされ

た林奥から林外への着生群落の種組成の違L、は，それ

ぞれのコケの環境の変化に対する耐性の違L、によって
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ヤブコウジ ・スダジイ群集（上〉とオニシパリ ・コナラ群集（下〉における着生コケ群落の林奥から

林縁にかけての種組成の変化．数値はl調査地の各立地内の5本の調査木における樹幹上部と下

tillの合計10ケ所に対する出現頻度 グノレープ分けについては本文参照

表2

林縁 内
A1 A2 

内

A2 

林

A1 

奥

A2 

林

A1 

立地区分

調査地
Species Class 

1 モラ”コ”trsp. G「aphissp. 

l: l icher、．Class, 

林縁内

B1 B2 

林 内

B1 B2 

奥

B2 

林

B1 

立地区分

調査地
Species 

m
m
m
h
h
h
1
 

4
4
4ム
円
ど

《

4

4
ム

4
4
4ム

G「oup 1-2 
Haplocladium angust i干olium ノミハニワヨ”ケ
Taxiphyllum taxi「ameum キャラハョ凶q
Rhynchostegium pallid l子。lium コ刀ヤ3”tr
Cephaloziella spinicaulis ワニヤlγ、ネヨ納イT
Acrolejeunea pusilla 
F「ullaniamuscicola 
G「aphissp. 

Class 

力ラ下ステ”コ輸tr
モラ”コ輸trsp. 

l:lichen. m:moss, h: 1 ive「wort,Class, 

クヌギ ・コナラ群集における着生コケ群落の林奥から林縁にかけての種組成の変化（表2参照〕
印はその帰属グループの決定に今後の調査が必要なもの

表3

林縁内

Ci C2 

林内

Ci C2 

奥

C2 

林

Ci 

立地区分

調査地Species 

町1

m 
干

h 

a
i
勺
4
4
ム
A
4
4よ

4
ム
4
ム
4
A
勺
4
4
よ

ザヤコ”tr
司、Yケ”ヨ”tr
tイTンナ力”ハラコ“ケ
ノキ三，)7“
力ラクザコ”ケ
ヤマトヨワラ、、ョウコ柄q

G「oup1 
Physci a 「ub「opulch「a
発Lepr a「la sp. 
Glyphomitrium humillimum 
Parmelia claυuli干era
Sematophyllum pulchel lum 
Lepiso「usthunbergianus 
Pa「meliasqua「「osa
Cololejeunea japonica 

Class 

句目占

4
4
4
L
4
L
n斗

3
1
5
 

G「oup2 
He「zogiellape「「obusta ミチノヲイチイヨ”ケ
Isopte「ygiumpohliaeca「pum71Jイチイコ”。
Pa「meliatincto「um ウメノキコ”tr
Pe「tusa「ia sp. トリハ9＂ヨ”q sp. 
Cephaloziel la spinicaulis ワ二十ハ輸事］＂ tr
T「ocholejeuneasandvicensis 71~） JJ ” ケ
Lophocolea mimo「 ヒメト廿刀1怜tr

m
m
1
E
1
，h
H
h
H
ι
H
 

4
ム

4
よ

4
4
円

4
4
4

4
ム
司
，ム
司
｝

3 

1 
1 

2 

s 

4
4
内

4叫
円

4
V
4
4

1 
3 

4
2
3
5
2
7
6
 

勺
4
n
u守
司

d

G「oup3 
F「ullaniamuscicola 刀ラヤステ怜］＂ケ
Rhynchostegium pallid l千olium コ力十3柿ケ
Entodor、challengeri ヒロハツヤコ”F
Haplocladium angusti干。1ium ノミハニワコ”ケ
Graphis spp. モラ”コ”trspp. 
Physcia spp. ム力テ桃コ”ゲ spp. 
Clastob「yellakusatsuensis コモチイトコ”ゲ
Taxiphyllum ta ×1「ameum キャラハコ”tr

h
m
m
m
1
1
m
m
 

s 4 4 

1: l icher、，干：干e「門．m:moss, h:live「wort,Class, 
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図1 各植生タイプにおける樹幹上部と下部の林奥から林縁にかけての着生コケ群落
の被度の変化
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ヤマボウシ ・コナラ群集における着生コケ群落の林奥から林外にかけての極組成の変

化（表2, 3参照〉
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林縁内
01 02 

林内
01 02 

立地区分林央
調査地 01 02 

4
4
4ム
円

4
？－

5
3
3
3
3
2
2
2
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Species Class 

1
3
1
3
4
4
1
3
1
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L
q叫
4
よ

1 
1 

1 

1 

2
2
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1 
1 

4
《

d
6
9’

7
2
6
5
6
 

トヤマラノ7”3“，，
ハイコ輸ケ
ユ力”ミチョウチンコ”。
コ刀モ：，柄コ”，，
車ソハ‘オキナコ“，，
ヤリノ車コ“ケ

ヒメ車ワオウヨ”，，
ヤマトヨミミコ渦守
才才サナタ“コ”ケモト、、牛
ナ刀、‘:Z.3，愉イトコ、‘ケ
チチ、‘ミカヤコ”ケ
ラタ輸レヤステ”コ”ケ
ノキラ)7柄
ウニヤI＼、、＋J”ザ

G「oup2 
m Thuidium kanedae 
m Hypnum plumae干orme 
m T「achycystis immarginata 
m Oi c「anummay「ii 
m 誕Leucobryumne1lgherrense 
1 Cladonia conioc「aea
h Plagiochila gracilis 
m F1s!51dens gymnogynus 
h Lejeunea japonica 
m Plagiothecium euryphyllum 
m Haplohymenium longinerυe 
h Po「ellaulophylla 
h F「ullaniatama「lsci 
干しep1sorusthunbe「g1a円us
h Cephaloziella spinicaulis 

4
ム

4
よ
句
ム

4
4
4
2
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2
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‘
つ
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A
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晶
司
M
R
J
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内

J
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9
3
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4
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ム

q，，
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m Fauriella tenuis エタ凶ウロココ”ケモトm牛
m Oncopho「us C「iSP  i干olius チチ仙ミハ柄J7”コ”ケ
h Lejeunea ulic i円a コクサリコ“ケ
m 争時Pseudobarbella levieri タ力廿コ、、廿刀、、リ］＂IJ 
m 奨Isopte「ygiumpohliaecarpum 7刀イ予イユ”ケ
m 誕Ulotacrispa Bラフトキンモワコ情，，
m Oic「anumviride タ刀平力モラ”3”ケ
m Plagiothecium cavi干oliumvar. 干allax 二’Bヨウタケナ刀コ”ケ
m Clastob「yellakusatsuensis コモチイトコ”ケ
h Nipponolejeunea pili千era 'JO,ゲ‘リコ”ケ
1 Pe「tusariaspp. トリハヲ嶋コ”ケ spp. 
1 G「aphisspp. モラ”コ”ケ spp. 
h Lophocolea mi nロ「 ヒメト廿Dコ”，，
1 発Pa「meliasp. ウメノキコ恥q sp, 
m Brotherella henonii 力力、‘ミヨ輸ケ
m Hypnum tristo-vi「ide イトハイコ輸，，
h 門etzge「iadecipiens ヒメ7タマヲヨ輸ケ
m B「achytheciumplumosum ハ事ヒツ3ゾヨ桃ケ

A
H『

A
U『

4
ム

4
ム
『

J
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D

勺
4
ノ
D
E
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26 

9 
3 

m:moss, h: 1 iverwort, 1: 1 icher、， f：千ern.Class, 



アフラチャン ・クロモジ群落における着生コケ群落の林奥から林縁にかけての極組成

の変化（表 2' 3参照〉

表5

林緑内

El E2 

林内

El E2 

林奥

El E2 

立地区分

調査地
Species 

G「oup1 
l Pa「melia sp. 
m Di c「anumv i「lde 
m Fau「iel la tenuis 
h Cephaloziella spinicaulis 
m Plagiothecium euryphyllum 
m Ulota c「ispa
m Haplohymenium longine「ve
h Radula japonica 
l Leptogium azu「eum
m Necke「a humi l is 
h 奨F「ullaniamuscicola 

3
3
2
1
1
 

3
3
2
1
1
1
 

ウメノキコ”IJsp. 
9刀辛刀モラ”コ”IJ
工タ”ワロ］］”IJモト”キ
ワ二十ハ“辛3快 IJ
オオサt9”コ杭ケモト”キ
刀ラ7トキンモウコ”守
ナ力”スラ”イトコ”IJ
ヤマト守ヒ”ラコ”IJ
7才キノリ
チャ車、、ヒラコ柿ケ
力ラヤステ”コ、、IJ

Class 

1
1
2
1
 

3
1
1
3
 1 
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4
ム

qv
《

d
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2
1
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1
6
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qM円
4
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G「oup2 
Cladonia conioc「aea ヤリノ車］＂ケ
しophocoleaminor ヒメトザ刀コ”ケ
Pe「tusariaspp. トリハ夕、もコ”ケ spp, 
Nipponolejeunea pilifera ゲラ守”リコ”ケ
Thuidium kanedae トヤマラ)7＂］”q
Rhynchostegium pallid i干olium コ刀ヤコ愉ゲ
Lejeunea ul.icina コクザリヨ”。
Lejeunea japonica ヤマトヨミミヨ柄ケ
B「achytheciumplumosum ハ事ヒツラ”ヨ竹q
Frullania usamiensis ワサミヤスデ、1愉q
Fissidens gymnogynus ヒメ車ウオウコ”ケ

l
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G「oup3 
G「aphisspp. モラ“コ”f spp. 
Oncophorus C「ispl干olius チチ輸ミハ輸コ7柄コ愉ケ
Plagiothecium cavi千oliumva「・ 干alla× 二宮コウタケナ力コ”ケ
Clastobryelle kusatsuensis コモチイトコ愉ケ
門etzgeriadecipiens ヒメフヲマタコ”ケ
Hypnum t「isto-vl「ide イトハイヨ輸ケ
B「othe「ella henonii 刀力”ミヨ柄IJ
Callicladium holdanianum クザコ輸ケ
Leucob「yumneilghe「「ense 車ソlい才キナコ”ケ
Dicranella heteromalla ススキ3”ケ

1

・m
m
m
h
H
m
m
m
m
m

m:moss, h:live「WO「t, l:licher、，干：干ern.

自然さ程度の評価を試みた。

1〕 平地の暖干IH1立生の自然さ程度の評価

今回の調査のかぎりでは，ヤブコウジ・スダジイ群

集に対する樹幹着生のコケの指標的価値はほとんど認

められなかった。

オニシパ リ・コナラ群集では，林奥でもわずかなコ

ケしか着生しておらず，したがってその自然さのめや

すとしては，樹幹にセン類かタ イ類の着生がみられる

ことで、ある。

クヌギ ・ コナラ群集は， l俊平M＇植生の ·~:Jでも 比較的着

生コケ群落が良く発達している。この植生の自然、：さの

めやすとしては，樹幹の下部では4種以上のコケがみ
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Class, 

規定されていると考えられる。そこで表2～5に示し

たように，各槌生タイプのコケを，環境変化に対する

感受性の観点から 次のような 三つのグループに分け

た。

グループ1：林奥だけに生育がみられ，環境変化に対

する感受性は非常に高L、。

グループ2：林奥だけではなく林内や林縁附近にもみ

られ，環境変化に対する感受性は低L、。

クソレープ3：林縁附近で普通にみられ，環境変化に対

する感受性はほとんどない。

このような種の生態的特性と，着生コケ群落の梢造

を加l味することによって，次に，各森林植生における



樹幹上部

........ ・ヤマ ホ・ゥ γ ・フナ群集
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林縁外

られ，その被度も40%以上あること，かつ樹幹上部に

も1種以上のコケの着生がみられる ことがあげられ

る。さらに，クソレープ 1の種が樹幹の上部， 下部を問

わず1種以上出現すれば， その自然さの程度はいっそ

林縁 内内林央林

誠 1978 7砕苔類を利用した空気浄化試験法に

よる大気汚染の測定日生態会誌.28 : 17 23. 

（東京大学農学部森林植物学教室）

横切i

う高L、。

2〕 山地の温帯植生の自然さ程度の評価

ヤマボウシ ・ブナ群集，アプラチャン ・クロモジ群

務ともに，その自然さのめやすとして，樹幹の上部，

下部にそれぞれ5種以上のコケの着生がみられ，群落

被度が下部で50%以上，上部て＇30%以上になることで

ある。さらに上部，下部ともにグノレープ1のコケが2種

以上合まれればその自然さの程度はいっそう高まる。

以上はあくまでも試案であり，いろいろな植生に対

する人為の影響を，コケを指標として把握し評佃lする

手法を確立するためには，さらに詳しい生態学的な基

礎調査が必要である。
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鎌倉の蘇苔類仮目録

生出智哉・児玉規子

A Preliminary List of Bryophytes in the Kamakura 

Toshiya OrzuRu and Noriko KODAMA 

鎌倉市における植物相の調査や研究は近年活発に行

なわれている。 一方，蘇苔類に関しては，関根（1974〕

が22科82種の蘇類を，生出 (1981）が杉本寺のかやぶ

き屋根上の蘇苔類をそれぞれ調査報告している。関根

による調査が寺中土仏閣や丘陵地帯を主な対象としてい

たのに対し，筆者等は， 上述のほかに，さらに， 沢筋

や市街地も加えて調査を行なった。

採集者名を次のように略記する。（〉内は標本保

ここに収録した解苔類目録は， 関根が報告したもの

管場所を示す。

S：関根雄次（東京都港区南麻布〉

K ：児玉規子 〔藤沢市立明治中学校〉

0：生出智哉（神奈川県立博物館）

D；出川洋介（私立聖光学院〉

目 S量
と，生出，児玉，出川が1981年より1984年迄の4年間 MUSCI li!f'綱

に採集した標本をもとに集成したものである。今回 BRYIDAEマゴケ亜綱

は， 主に蘇煩の調査を進めたために， 苔類の採集標本 TETRAPHIDALESヨツパゴケ目

は少なかった。今後は苔類の調査をも実施し，これら Georgiaceaeヨツパゴケ科

の結果を含め民fi苔類目録の完成をはかりたい。 Tetrodontium brownianum var. re仰ndum(F口NCK)

調査にあたり，！iiJ.類研究家の関根雄次氏には鎌倉産 LIMPll.コヨツパゴケ．小動神社（K-346〕，極楽

の蘇類標本を閲覧させていただL、た。また，聖光学院 寺（K-347〕

出川洋介氏には，調査に同行していただいた。これり POLYTRICHALESスギゴケ目

の方々に厚くお礼申し上げる。 Polytrichaceaeスギゴケ科

Atrichum undulatum (HEow.) P. BEAuv. ナミガタ

調査地の概略 タチゴケ．今泉（K240, 241），葛原岡（K283, 

鎌倉市は，南は海に面し，三方を丘陵に囲まれた地 292〕，玉縄（K-304〕，源氏山 （K-335），極楽寺

域である。全域がヤプツバキクラス域であり，比較的 (K 341〕， 報国寺（K382, 0 5005〕，佐助cs-
自然植生は存続していた。しかし，東京，横浜に近い 1373），円覚寺（S1379），二階堂cs1383〕
ために，鎌倉市内のうち，西鎌倉，七里ケ浜，梶原， Polytrichum comm即日 L.ex HEow.ウマスギゴケ

今泉では大規模な宅地開発が進み，自然環境はかなり 東慶寺co5289). 
悪化した。市内は，海洋の影響を強く受け，気温の年 Pogonatum spinulosum M1・1"r.ハミズゴケ 今泉（K

較差は比較的少なし表日本型気候を示している。な ー245），十二所〔05253) 

お，大船フ ラワーセンターの1968年から1977年までの FISSIDENTALESホウオウゴケ目

10年間の統計資料に よれば， 月平均気温は， 1月が Fissidentaceaeホウオウゴケ科

5° c' 8月は26°Cで，年平均気視は15.2。Cである。 Fissidens adelphinus BESCH.コホウオウゴケ 今泉

また月平均の降水量も 1月が56nun, 7月が220mrn，年 〔K-207），葛原岡（K-282,285），源氏山（K297, 

平均降水量は1500阻てーある。 324）， 諏訪神社（K-336〕， 深沢 CK344），十二

29 



flll'lf.¥Q 

持＼〉ザ～ミ
図1 鎌倉調査地域の位置図

1：；坂仁I, 2：主la遮， 3 ： 玉縄， 4 ： 需I~訪神社， 5 ： 円覚寺， 6 ： 北鎌倉駅， 7 ： 今泉， 8 ： 党閣寺，
9：建長寺，10：明月谷， 11：東瓜ヶ谷，12：深沢， 13 葛原岡，14：扇ガ谷，15：佐助， 16：源氏

山， 17：大培宮， 18 二階堂，19：紅葉谷，20：吉沢， 21：卜二所，22：浄明寺，23：妙本寺，24:

御成， 25：笹目， 26：長勝寺， 27：弁谷， 28：正党寺，29：極楽寺，30：腰越， 31 小動神社， 32:

法源寺

所（K 418, 0-5263). 

F. bryoides HEow.エゾホウオウゴケ 十二所 （K-

358). 

F. cristatus W1L£. ex M1TT. トサカホウオウゴケ

源氏山（K-410).

F. incrassatus SuLL目 etLe:sQ，サクラジマホウオウゴ

ケ弁谷（S-1458〕，妙本寺 〔s1459) 
F. geminiflo円~ s var. nagasakinus (B::scE.) IwAn・. 

ナガサキホウオウゴケ．佐助（K 291〕，葛原岡

(K-363〕

F. taxifolius HEDw. キャラボクゴケ。妙法寺 co
5232），源氏山 （K-334〕，扇ガ谷（S-1457〕

DI CRAN ALESシッポゴケ目

Ditrichaceaeキンシコ’ケ手ヰ

Cer’atodon戸ur戸ureus(Hr:ow.) B1t10. ヤノウエノア

カゴケ．極楽寺 （K-275），扇ガ谷（S-1427).

Ditrichum lうallidu例 （Hcow.)HAMPE.キンシゴケ

30 

十二所 （0-5006），佐M (S-1426). 

Bryoxiphiaceaeエビゴケ科

Bryoxiphiuin叩orvegicuinsu bsp. japonicum (Brn-

GGll). LOVE et Lovzエピコケ．円党寺（K-239〕，

j原氏山 （K 298），東瓜ケ谷〔K 330），佐ll}Jcs-
1390），二階堂（S-1393〕，朝比奈 （K-401,0 

5368〕，十二所（K-385,0-5262）。

Se ligeriaceaeコシ ッポゴケ干ヰ

Blindia jaρonica B:tOTE.コシッポゴケ．報国寺 （0-

5221, K-382a). 

Dicranaceaeシッポゴケ不｜

Dicranella heteromalla (Hirnw.〕Sc1-11Mr. ススキゴ

ケ．建長寺 （S-1431〕，円覚寺 （S1434, 1435〕．

Camρ・ylopus jaρonicus B日O'ITヤマトフデゴケ．御成

田］〔S-1439〕

C. richardii BRIO.フデゴケ 扇ガ谷cs1438). 
Dicranodontium denudatum 〔BRIO.〕 BRn"r. ex 



WrししIAMSユミ ゴケ 明月谷（S-1428），報国寺

(K-382b），十二所 （K 385〕．

Oncophorus eris戸ifolius〔MITT.)LINDB・チデミバコ

ブゴケ．佐助cs1437），十二所（0-5230).
Leucobryaceaeシラガゴケ干ヰ

Leucobryum bowringii M1TT.アラハシラガゴケ 建

長寺（S-1401〕

L.悶eilgher問nseC. Mur:LL.ホソパオキナゴケ．今泉

(K-214, 233, 0 5220〕，佐助（K230). 

POTT I ALESセンポンゴケ目

Pottiaceaeセンポンゴケ不｜

Anoectangium aestivum (Hιow.) M1TT.ネジ レラ ッ

キョウゴケー今泉 〔K-253,0-5214), 小動神社

(K-268, 273），源氏1l1(K-327），法源寺（K-348),

妙本寺（K-359〕．

Pottia lanceolata〔He:ow.)C. MUELL ナガパセンボ

ンゴケ．北鎌倉駅（S-1506），扇ガ谷（S-1515).

Weissia controversa Hrnw.ツチノウエノコゴケ 佐

助〔K-412），葛原岡（K219），円覚寺cs1509, 
D-701, 725〕，十二所〔K-372,0-5268〕

Hyo戸hilaρropagulifera Brwru. ハマキゴケ．東農寺

(0-5238）， 今泉 〔K243, 254, 0 5080, 5229), 

極楽寺 CK270, 272, 279), ナJi越〔K 313〕，妙

本寺〔s1507). 
Barbula unguiculata Hcow. ネジクチゴケ． 十二所

(0-5179〕，源氏山 （K-227）， 今泉 （K246），覚

園寺 cs1518），紅葉谷cs1522〕， 円覚寺（S-
1525). 

Didy問 ado叫 constγictus (M1・1 

ジクチゴケ．浄明寺（K-362）.今泉co5392) 
GRIMM I ALESギボウシゴケ目

Grimmiaceaeギポウシコeケ干ヰ

Rhaco刑itriumanomodontoides CARD. ナガエノスナ

ゴケ．十二所（0-5278,D 702). 

R. canescens (HEow.) BR1 o.スナゴケ．東慶寺（0

5231a, D-724). 

Erpodiaceaeヒナノハイコ’ケ干ヰ

Cly戸homit円umhumillimum (M 1’l'T.) CARD.サヤゴ

ケ．坂口（K-305）， 十二所（0-5081,D-703〕．

FUNARI ALESヒョウタンゴケ目

Funariaceaeヒョウタンゴケ科

Funaria hygrometrica Hrnw.ヒョウタンゴケ 十二

所co5279），明月谷cs1386). 
EUBRYALESホンマゴケ目

Bryaceaeカサゴケ科

Anomobryum filiforme var. concinnatum 〔Spr.)

L口凶Kl；ヒメギンゴウモ ドキ イ二所〔K-391〕．

Pohlia flexuosa HoOJcケヘチマゴケ．東瓜ケ谷（K

322〕，円覚寺〔S-1467).

P. nutans CHじow.)LrNDB. ヘチマゴケ．佐i功cs-
1463），円覚寺（S-1466〕

P. wahlenbergii (Wes. et MonR.〕ANDREWSin GitouT. 

チョセンハリガネゴケ 紅葉谷（S-1471），源氏

111 (S-1472〕

Brachymenium exile (Doz. et MoLK.〕BOSCH.et LAC. 

ホソウリゴケ． 小動神社 CK273〕，打越（K-

312），極楽学!f(K-220〕，北鎌倉駅cs1474），党・
園寺〔S-1475)

Bryum argenteu1刊 HEnw. ギンゴケ 今泉（K247, 

0-5242），極楽寺（K-260,279），佐助（D-704,

724），打ー越（K-312），大塔宮cs1478〕．
B. caρillare H r;nw.ハリガネゴケー小動神社（K-365).

Mniaceaeチョウチンゴケ科

Mnium hetero戸hyllum〔Hoo:c.)ScnwAKGEH. コチヲ

ウチンゴケ．佐助〔S-1443〕， 扇ガ谷（S-1445).

Trachycystis i1刊niarginata〔BROTH.〕LAZ，ユガミチ

ョウチンゴケ 佐助（K-290），浄明寺（K-361).

報国寺（K-382a,0 5264〕．

T. microphylla (Doz. et Molk.) LrNDB・コノくノチョ

ウチンゴケ．今泉（K-238),東瓜ケ谷（K-299,

332），大塔宮（S-1447），扇ガ谷（S-1444），建長

寺（S-1449），東慶寺 （05001, D 723). 

Plagiomnium cus戸idatum(HEnw.〕Kor.ツボチョウ

チンゴケ． 大i若宮〔s1442〕，党園寺cs1441, 
1440). 

P. maximoviczii (Lrnns.) Kor.ツノレチョウチンゴケー

今泉（K-208,235, 0 5255). 

P. trichomanes (MrTT.) Kor.コツボチョウチンゴケ

今泉（K-213〕，東瓜ケ谷（K-307），葛原岡（K-

310），佐助（K-337〕，腰越（K-340).

P. vesicatum (BEscH.) Kor.オオバチョウチンゴケ．

佐!l)J(K-221, 317〕，源氏111〔K-417), 十二所

(K-377). 

Bartramiaceaeタマゴケ科

Bartramiaρomiformis var. elongata TuRN. タマゴ

ケ．紅葉谷cs1461). 
Philonotis socia MrTT.コツクシサワゴケ 浄明寺（K

357〕，佐助（S-1462).
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JSOBRYALESイヌマゴケ目 谷（S-1387).

Neckeraceae トラノオコケ不｜ Canψ・yliu1n chrysophyllum〔BR1n.)J. LANGE. コガ

Thamnobryum sandei (BESCH〕！WATS.オオ トラノ寸 ネハイゴケ．建長寺〔S-1388〕

ゴケ 紅葉谷（S-1396,1397），十二所〔0-5269）。 Amblystegium riparium (H日nw.〕B.S. Gーヤナギゴ

Dolichomitra cymbifolia (L1NnB.) BnOT1-1目 トラ ノオ ケー長勝寺 （S-1389〕

ゴケ 今泉（K-207). Brachytheciaceaeアオギヌゴケ科

HOOKERIALESアプラゴケ目 Braclzytheciuin buchananii (Hoorr.) ]EAG. ナガヒツ

Hookeriaceaeアプラゴケ不｜ ジゴケ 今泉（K-212〕，扇ガ谷（K-226），佐助

Hookeria acutifolia HooK. et GREv.アブラゴケ．今 (K-229），玉総（K-284），扇ガ谷（S-1649).

泉（K201, 236），佐助〔K-251,255, 311), -I・ B. buchananii var. gracillimum D1:;. チャボヒツジ

二所（K-416,400, 0 5082, Dー722). ゴケ 明月谷（S-24).

HYPNOBRYALES シトネゴケ 1~1 B.ρlumosum〔HEnw.)B. S. G.ハネヒツジゴケ Jポ

Theliaceaeヒゲゴケ科 氏山〔K-224〕， 佐助（K249〕，坂口（K】369〕，

Fauriella tenuis (M1・1"r.〕CARD.in BROTt-1.エダウロ 扇ガ谷（S-1606），二階堂 Cs1607），妙本寺 cs-

コゴケモドキ 佐助（K-296〕，党閣寺 （S-1395). 1608），党閣寺 cs1618). 

Fabroniaceae コゴメゴケ科 B. populeum〔Himw.)B. S. G.アオギヌゴケ 長JJ持

Schwetschkea matsumurae Bi;scH.キノウエノケゴ 寺（S-1595），北鎌倉駅 cs1590），妙本寺 cs-

ケ。大塔宮（S-1394〕 1596〕，十二所（0-5164,5165, D-720). 

Leskeaceaeウスグロゴケヰ4 B.門vulareB. S. G.タニゴケ 佐助 cs1641〕，円

Okamuraea hakoniensis (MrT-r.) BROTH. オカムラ 覚寺〔S-1647).

ゴケ 扇ガ谷 Cs1372〕 B. salebrosum (WEB. et Mmrn.) B. S. G.ヒロハフサ

Leskea仰lycarpaEHRH. ex HEnw. コシノウスクロ ゴケ明月谷〔S-1627），紅葉谷（S-1633),{tr:助

ゴケ． 御成 cs1368〕，弁谷（S-1367〕，佐助（S (S-1637). 

ー1371〕・ Bryh削anovae-angliae (SuLL et LESQ.〕GROUT. ヤ

Thuidiaceaeシノブゴケ科 ノネゴケ．明月谷〔S-25〕

Anomodon rugelii (C. MuEしし）KEISS！..エゾイトゴ Eurhynchium arbuscula BRm'H.キプリナギゴケ 今

ケ．扇ガ谷（S-1503). 泉（K210). 

Haρlocladium angustifolium (HAMPE et C. Mu1>Lr..) E.ρolystictum (MrTT.) PAr..ツクシナギゴケ．正党

BROTH.ノミハニワゴケ． 妙本寺 CK 351, 352〕2 寺（S-1577），円覚寺 （S-1568,1584〕，十二所（K

浄明寺（K 364〕，葛原岡〔K-223），明月谷 cs- -407). 

1505). E. savatieri Scr11 MP. ex BEscH.ヒメナギゴケ 円覚

H. micro戸hyllum(HEnw.〕BROTH.コメパキヌゴケ 寺 cs63). 

覚園寺 cs→1504〕ー Rhy昨chostegiu刑 inclinatum(MrTT〕J,EG.カヤゴケ．

Thuidium bz戸innαtului冗 Ml'l'’ チヤポシノプゴケ． 弁谷（S-1560），佐助（S-1559〕

極楽寺（K-262,263, 265），束瓜ケ谷（K-286), R.ρallidifolium (MrTT.) Jaeg.コカヤゴケ 小動神

坂仁I(K 306），打越（K-318〕，源氏111(K 321〕， 社 CK269, 339），佐助（K-280,301〕，妙本寺CK

紅葉谷（S-1499），覚園寺 cs1500），妙本寺 cs 355〕，長勝守 （S-1562), えがら神社 （0-5252).

1502). R. ripa門aides〔Hiww.) CA n n . アオハイゴケ．明）~ 谷
T. kanedae SAK.アソシノブゴケ．杉本寺〔05241〕， (S-1567），十二所〔K-383,0-5265, D-719). 

今泉 （K-206),妙本寺 （S-1498), 卜二所〔K- Entodontaceaeツヤゴケ科

373, 0-5180, Dー721〕． Entodon challengeri (PAR.〕CAen・ヒロハツヤゴケ

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科 葛原岡（K-256），極楽寺〔K271, 278），打越（K

Cratoneuron filicinum〔HEnw.)SrRucrr.ミズシダゴ ー302）， 二階堂 cs1403），十二所（05222, D-

ケ．源氏山 （K-289）， 東瓜ヶ谷（K-371）， 扇ガ 719〕．
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E. concinnus subsp. caliginosus var. fauγiei (BROTH 寺（S-1539)

et PAR.) Miz. －：：ノレパツヤゴケ大搭宮（S-1406〕 Ctenidium hastile〔MITT.)LINDE.コクシノハゴケ

E. concinnus (DE NoT.) P'ARTS.マノレパツヤゴケ． 大 党国寺（S-1527).

搭宮〔S-1406).

E. diversineeruis CARD. ナガスジツヤゴケー妙本寺

(S-1402). 

E. rubicundus (MITT.) ]AEG. et SAUERS.エダツヤゴ

ケ．弁谷cs1404〕，妙本寺（S-1405,0-5121〕．
E. sullivantii (C. Mi;ELL.) LINDB.ホソミツヤゴケ．

明月谷（S-1411〕， 二階堂cs1409〕，大i件宮cs
1413），杉本寺co5251). 
Plagiotheciaceaeサナダゴケ科

Taxiphylluin taxirameum (MITT.〕Fl.キャラハゴケ

今泉 （K-204〕，佐助〔K216, 0 5224, Dー718),

扇ガ谷（K-252）， 源氏山 （K-293,326），腰越（K

-339〕， 二階堂（K-358,0 5284, S 1546〕，紅葉

谷（K-1551).

T. aomo門6托se(BESCH.) lwATO.サナダゴケ 弁谷cs
-1557）， 扇ガ谷cs1556) 
!soρterygium pohliaecaゆum(SuLL. et LE1'Q.) Jaeg. 

アカイチイゴケ 覚閣寺cs1545) 
I例inutiraineum〔c.MUELL.〕Jaeg.シロハイゴケ
党園寺（S-1543,1542〕．

Serna tophy llaceaeハシボソゴケ干ヰ

Brotherella henonii (Dus.〕Fl.カガミゴケ．円覚寺

(S-1418），十二所 （0-5007,D 717). 

B. yokohamae (BROTH.) BROTH.コモチイ トゴケ 葛

原岡（K【231） ， 佐日~J (K 288, 314〕，坂口（K-

303), iJJ（氏山（K 319），円覚寺（S-1421），浄明

寺 （K-406,409），えがら神社（0-5223〕．

Sematophyllum subhumile subsp. japonicum(Biwrn.) 

SllKIナガハシコケー扇ガ谷〔S-1423)

Hypnaceaeハイゴケ科

Pylaisiella brotheri (BEscH.〕lwATs.et NAG.キヌゴ

ケ．佐助（S-1540），明月谷cs1541) 
Callicladium haldanianum (GREV.〕CiiuM.クサゴケー

今泉 （K-215〕．

Hyρnum plumaefonne Wr凶． ハイゴケ．今泉 （K-

234, 244），諏訪神社（K-300),~y本寺（K-353),

十二所（05011），御成（S-1530），党閣寺cs-
1537). 

HEPATICAE苔綱

JUNG ERMANNIIDAEウロコゴケ亜綱

JUNGERMANNIALESウロココ’ケ目

Lepidoziineaeムチコ寸ケ亜日

Lepidoziaceaeムチゴケ科

Kurzia makinoana (STEPH.) GRoLLE.コスギパゴケ．

小切J神宇土（K-360).

Calypogeiaceaeツキヌキコーク科

CaかIうogeiatosana (Sn;pH.〕STEPH，トサホラゴケモド

キ 極楽寺（K-258〕，源氏山（K356），十二所

(K 376, 0~5286）， 報国守 （K-390〕

Jungermanniaceaeツポミコ’ケ干ヰ

Nardia sieboldii (LAc.) STEPH.アカウロコゴケ 十

二所（0-5280,D-716〕

Junge円nanniainfusca (M・11"r.) SrEPH.オオホウキゴ

ケ．佐助 CK217），妙アド：寺 （K354) 

JungermanniineaeウロコゴケDJi目

Lophocoleaceaeウロコゴケ科

Lophocolea heterophylla (ScrrnAD. 〕DuM. トサカゴ

ケ．佐助（K-218），極楽寺（K-264,266〕， 笹

目 CK 267），円覚寺（0-5000a,D-715〕．

L. minor NEES.ヒメトサカゴケ．佐助 （K-287），源

氏山（K 323〕

Heteroscyρhus aγgutus (RE1Nw. et. al.) ScHJFFN.ウ

ロコゴケ．佐JJ)J(K-309). 

H. beschei'ellei (STJlPH.) HAT T オオウロコゴケ 艇

楽寺（K 261）， 東瓜ヶ谷〔K 329〕， 佐助（K413), 

妙木寺〔K-396,D 714），妙法寺（0-5003).

Plagiochilaceaeハネゴケ科

Plagiochila acantho戸hyllasubsp. ja戸onica(LAC.〕

INouE.コハネゴケ 報国寺 （K374, D-713) 

P. ovalifolia M1TT.マノレノくハネゴケ．佐助 （K217, 

0 5283, D-705). 

Cephaloziaceaeヤノ4ネゴケ科

CeJうhaloziaotai’uensis STEPH. オタノレヤノくネゴケ 諏

訪神社（K-370），十二所（K 381). 

Radudineaeケビラゴケ亜日

H.ρlumaeforme var. minus BROTH. ex ANoo.コハ Radulaceaeケピラゴケ科

イゴケ 紅葉谷cs1528〕． Radula oyamensis STEPH. ヒメケビラ ゴケ． 円覚寺

H. tristo-vi円＇de(BROTH.〕PAR. イト ハイゴケ． 覚園 (0-5000, D-712〕．
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Porellineaeクラマゴケモドキ亜日 Canoeゆhalumconicuin (L.〕LINDB.ジャ ゴケ．円覚

Frullaniaceaeヤスデコケ科 寺 （05004〕， 今泉（K 237), ；極楽寺 （K-259).

Frullania ham戸eanaNEES.ヒラキハヤスデゴケ．浄 玉縄〔K-294），佐助（K-316），源氏111(K 320〕，

明寺 〔K-406,D 706). 卜二所（K414, 415). 

F. jackii subsp. ;・aρonica (LAc.) HATT.アカヤスデゴ C. SUρradeconψosituin (LJNoe.) STEPH. ヒメジ ャゴ

ケ．小動神社 （K-349），荏柄天神 （05250, D ケ 法源寺 （K-276,348），玉縄（K-308），妙木

707). 寺（K-352〕，小動神社（K 342），妙法寺〔0-5083,

Lejeuneaceaeクサリゴケ科 D 707). 

Lejeunea jaρonica MITT.ヤマト コミミ ゴケ 東瓜ケ Marchantiaceaeゼニゴケ科

谷（K 331），極楽寺（K 347). Marchantiaρaleacea var. diptera (Mawr.）フタパネ

Cololejeunea japonica (Sc1FFN.) M1z'I'.ヤマトヨウジ ゼニゴケ 今泉（K-205,242），腰越（K-274),

ョウゴケ． 小動神社 （K-281). 寿福寺〔05240），源氏山（K-328,333, 0 5266), 

C. longifolia (M1・1"r.〕BENEDIX.ヒメ クサリゴケ．腰 浄明寺 （K-405〕，妙本寺（K395, 0-5285〕．

越（K-277），浄明寺（K-409），源氏山 （K 225), Duinortiera hirsuta (SW.) NEC£.ケセ’ニゴケ 源氏

佐助（K-411）， 十二所（K 415). 山（K228〕，佐助（K248, 257），深沢 （K 343), 

METZGERlALESフタマタ ゴケ目 十二所（K-402,408），妙本寺 （K-399,0 5254〕．

Blasiaceaeワスパゼニゴケ科 Riccineaeウキゴケ亜日

Blasiaρusilla L.ウスパミズゼニゴケ，妙本寺 （K Ricciaceaeウキゴケ科

355），十二所（K-367,389, 392），佐助 （K-250). Riccia glauca L.ハタケゴケー十二所 （05281, D-

Dilaenaceaeミズゼニゴケ科 708〕

Pallavicinia lo日gispinaSTErH.クモノスゴケ 源氏 R. fluitans L.ウキゴケ 深沢（K 345〕，妙本寺〔K

山 （K-315,0-5270〕. -366). 

Pellia endiviaefolia〔D1cKs.)DuM.ホソノくミズセ’ニゴ

ケ． 今泉（K-202），葛原岡（K295），源氏山 （K ANTHOCEROTAEツノゴケ綱

320〕，十二所（K403, 404, 387). ANTHOCEROT ALESツノゴケ目

Aneuraceaeスジゴケ科 An thocerotaceaeツノゴケ不｜

Riccardia inultifida〔L.)s. GRAY.クシノハスジゴケ． Phaeoceros laevis subsp. carolinianus (MrcHAux) 

妙法寺（05002). PrwsK.ニワツノゴケ 妙法寺（0-5267,D 708). 

R.ρlaniflora (S・rErH.〕HATT.ヒメテングサゴケ．佐 Notothylas jaρonica HonlK・ツ ノゴケモ ドキ．杉本寺

助（K-368）. 〔0-5239,D-711). 

MARCHANTlIDAEゼニゴケ亜綱 文 献

MARCHANTIALESゼニゴケ日 生出智哉 1981 鎌倉，杉本寺のかやぶき屋線上のi!if

Marchan tiineaeゼニゴケ亜日 苔 ・地衣類，神奈川自然誌資料（2),57 59. 

Grimaldiaceaeジンガサゴケ科 関根縦次 1974 鎌倉地区における蘇類，日本蘇苔類

Reboulia hemisphaerica (L.〕RADD！.ジンガサゴケ． 学会会報， 1(7), 80-84 

妙法寺 （0-5287〕，今泉 （K-232). （生出智哉： 神奈川県立博物館，児玉規子：藤沢市立

Conocephalaceaeジャ ゴケ科 明治中学校）
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神奈川自然誌資料 6: 35～36, Mar. 1985 

丹沢山地のエゾタンポポについて

浜 口 哲

Notes on Taraxacum hondoense in the Tanzawa Mountains 

Tetsuichi HAMAGUCHI 

筆者は神奈川県植物誌調査の一環として，湘南地方 森田（1976）は，日本産タンポポ属の倍数性の検討

を中心lニタンポポ属 Taraxacumの分類や分布に関心 を行い，従来エゾタ ンポポと呼ばれてきたものの中に

を払ってきたが，丹沢山地に産するエゾタンポポ T. 2 f音休と倍数体が合まれていることを示した。 そし

hondoenseについて若干の知見をえたので報告した て，それらの聞にはそう果の形態にも差があるとし

て， 2倍体のものをシナノタンポポ，倍数休のものをエ

束丹沢の三の椛（1205m〕から端ケ岳（1567m〕に ゾタンポポと呼ぶことを提案している（森田 1980）。

いたる，いわゆる表尾恨の稜線や，塔ケ岳地、ら秦野rl1 なお，学名についても論議が必要だが，本稿では省略

大倉に下る大倉尾根の上部には， 一般にガレ場と呼ば する。

れる崩壊地に， 在来種で花の黄色いタ ンポポが点々と 丹沢産のエゾタンポポは，そう果がややほっそりし

生育している。このタンポポは総菅外片が短かく，内 ていて冠毛柄が長いこと，花粉の直径が45μ前後あっ

片の半長もしくはそれ以下であり ，外片の形態は広卵 て大きく ，15～20μ程度の小径のものも含むことか

形で，先端は肥厚するだけで小角状の突起はない。こ ら，倍数体の， 森田 （1980〕の言う狭義のエゾタンポ

れらの点はエゾタンポポの特徴とよく一致する。丹沢 ポにあたると考えられる。大形の花粉は粒がよくそろ

に産する個体の総をの特徴は，変異が少なく，形態的 っているので， 4倍体ではないかと思われるが，精査

によくまとまった個体群を作っており， 登山道i印、に が必要である。点々と孤立して生育しているにも関わ

中腹まで分布を広げているカント ウタンポボ T.pla・ らず稔｜生率が高く ，1 fJI］では 1頭花の 1401聞のそう果

tycaゆum（これについても分類学的検討が必要だが〕 中， 不稔のものはわずか 1個であったことも，無融合

とは明瞭に区別することができる。また，花茎と梁の 生殖をする倍数休であることを強く示唆している。ち

中脈が常に赤く染まっているのも著しい特徴である。 なみに，平塚市での調査例では，2倍体のカントウタ

ヂ晶、、 著書

、必

図1 頭花の形態〔左2個 ：エゾタンポポ，塔ケ岳付近産．右2伺 ：カントウタン

ポポ，大倉尾根堀山付近産いずれも1984.June. 6採集）
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ンポポの稔性率は大群落で72%,30株の小群落で3096 隠れ 、したい。

とし、う値がえられている。

神奈川県産のエゾタンポポについては，従来倍数性

に注意を払った調査は行われていないように思うの

で， 今後は， 倍数体， 2倍体の両方について，分布や

生態の観察を行っていきたL、。森田（1976）に引用さ

れた神奈川県庄の倍数体エゾタンポポの産地として

は，鍋剖山，明神11時があり，丹沢の高地には倍数休が

広く分布しているものかもしれない。諸民の注目をお

36 

文 献

森田竜義 1976 日本産タンポポ属の2倍体と倍数体

の分布.Bull. Nat. Sci. Mus. (Bot.) 2(1〕：

23～38. 

森田竜義 1980 日本産のタンポポ植物と自然.14 

(4) : 9～15. 

（平塚市博物館〉

図2 そう果の形態（左1個：エゾタンポボ，右2個 －ヵ

ントウタンポポ スケーノレは5%.なお冠毛は模式
的に示す〕



神奈川自然誌資料 6: 37～40, Mar. 1985 

南足柄市で発見されたオヒキコウモリについて

浜口哲一・一寸木 肇

Notes on Oriental Wrinkled-lipped Bat Tadarida insignis 

found in Minamiashigara City 

Tetsuichi HAMAGUCHI and Hajime CHOKKI 

きたい。

発見の経緯

1984年1月11日，神奈川県南足柄市向田の路傍で鈴 観察結果と考察

木雅人君（当時南足柄市立向田小学校5年生〕が1頭 今回， 発見されたオヒキコウモリの標本について，

のコウモリの死体を発見し，担任教諭であった筆者の 観察，測定した結果を述べる。体色は上下面とも薄い

一人， 寸木に迎絡した。このコウモリは，開張約38 黒褐色で，飛膜の第5指より体に近い部分は，やや黒

cmの大型の程で，尾が腿問肢から長く突き出している 昧が強い。休毛は基自llは白っぽく， 先端は汚白色を帯

ことから， オヒキコウモリ Tadaridainsignis (BLYTH びる。上IJ事と膝の聞の飛膜上の上下面にも休毛と同じ

1861〕と判断された。 毛が生えている。

発見地点の環境は，周辺に水田も残る郊外の住宅地 翼は細長く ，飛膜は墜の下部約3分の1の部分に着

で，死体は舗装道路の，車のすれ違いのために道幅の く 。尾長は50.5%で全長の37~ぢを占めており，腿間膜

広がった部分の路上に落ちていた。死体は新鮮であ より長く突出している。尾を包むようになっている腿

り，現場が，長時間落ちていれば車に際きつぶされる 問膜は可動性があり， 突出した部分の長さは尾長の45

可能性の高い場所であることから考えても，その日の 必～70%の聞で自由に変化させることができた。

早朝か前夜に死んだものと考えられた。当日の天候は 耳介は大きく ，角ばった円形であり， 左右が頭の前

晴れて。，気温は低く，一面に柑がおりていた。 で結合し，その部分には体毛と同じよ うな毛が生えて

死体は右側lの下腹部に傷があって出血痕があり，路 いる。耳介の内面には約9本の横畝， 鼻鏡上縁には約

上にも血が落ちていた。傷のある右側の麹は縮め，左 26個の鋸歯状角質突起が認められたが，これらの点は

勉は広げきみで落ちており， 車なとにつぶされた感じ 剥製製作後に観察したので，厳密な値ではない。

はまったくなかった。傷が死因となったものか，ある 性別は♀で， 吉行瑞子氏に見ていただいたところ，

L、は死後， 烏などにつつかれたものかは判断できなか 指骨の関jfi〕が骨化していないので亜成獣とのことであ

った。 った。

この オヒキコウモリは，測定，撮影などを行った 外部形態および摘出した頭骨についての測定側を，

後，剥製標本とし，頭骨標本とともに平塚市博物館に 園内産の他の記録とともに表2に示した。歯式は，

収蔵されている（登録番号 HCM-50ー79）。 113・11i・3/J・31'3であった。 ただし標本製作の過程で

オヒキコウモ リは朝鮮，中国東北 ・南部に分布する 下顎切閣の一部が脱落したため，標本には左の第一 ・

穆で，日本での発見例は非常に少なく，発表されたの 第二切歯しか残っていない。

は10例に満たない〔表1〕。神奈川県下では，小田原 以上述べてきたような形態と測定値は，今泉 ・吉行

市栄町で田代道弥氏が入手された個体 〔田代 ・吉行未 (1965〕，今泉（1970）に示されたオヒキコウモリの特

発表）に次ぐ2回目の記録として，ここに報告してお 徴とよく一致していた。ただし，今泉 ・吉行（1965)
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表 1 日本国内におけるオヒキコウモリの採集例

ι山
小
rl
，

門口円
刀年陥 占 I崇 文体

即性死生境 献

1 1944. 5. 初 福岡県i"I＇の島 j魚船内 生 阿部余1944

2 1957. 11. 北海道跳尻島 tJrの中 生 合 j或 阿部永1961

3 1964. 2. 24 熊本県熊本市 中学校校門 吉倉1969

4 1964. 4. 6 ／／ 熊本城石垣 生 ♀亜成 今泉 ・吉行1965

5 1972. 7. 21 三重県藤原町 小学校校舎 生 ♀ 冨田1979

6 1977. 2. 8 神奈川県小田原市 市街地ビノレ裏 生 合亜成 吉行 ・田代（未発表〉

7 1978 3 7 三重県藤原町 住宅軒下 生 ~ 冨田1979

8 1981. 7. 5 熊本県長陽村 大学構内 合 成 動物と自然1981

9 1984. 1. 11 神奈川県南足柄市 住宅地路上 死 ♀iJE成 本稿

表 2 日本国内産オヒキコウモリの計測仔lj

単位万

孟ι－~1 2. 焼尻島 1 4 .問 j s.藤原町 ｜句、町 17.藤原町卜長陽村山足桁11
性 ・ 年 齢 ｜合 成 ｜♀亜成 l ♀ ｜ ♀ 1合亜成 ｜合 成 ｜♀亜成

ノゴヘ二、 長 143 142 152. 1 140 132.8 136 136.4 

E真 日同 長 92 89 102. 1 87 82.0 85 85.9 
外
尾 長 51 53 50.0 53 50.8 51 50.5 

耳 介 長 26.5 32 26.0 31 27.9 29. 1 

自日
日，r 目先 長 63 62 61. 2 57.8 59.8 62.4 

大 腿 長 23.0 23.4 22.4 

下 1占 長 18.2 17 18.6 19.6 

万三 後 足 長（爪j与〕 11. 3 10 14. 1 13 11. 2 11. 5 

3主 開 5! 約300 品守350 約300

第 J'° 日 長 4.0 5.5 
態 )jj'~ 指 長 111. 0 108. 7 

気ヨ 五 指 長 52.0 55.0 

山1 J円玉L メユ二、 長 24.4 24.0 25. 1 24.2 23.9 

頭 骨基底全 長 23.5 23.4 24.2 23.56 23.4 23.4 
liN 突貫 ’骨 弓 昔日 rl閣 13.6 13.4 14.5 13.97 14.0 14.0 

m~ 信号間最狭 11扇 5.0 4.6 4. 76 4.9 

品首 E宣 11 1~ 11. 6 11. 2 11. 85 11. 5 

町通 笹
if言＂＇

6.3 7.5 7.45 

乳様突起問 11幅 12.9 12.8 13.日 12.9 13. 0 

頬歯列歯糟部長 CM3 8.8 9.2 9.0 9.3 

肯
下 顎 長 17. 7 17.5 17.9 17.02 17. 3 17.3 

下 顎歯列 長 lm3 10.9 10.5 10. 6 10.4 10.4 

II c-m3 9. 7 9. 7 9.5 4.6 

体 重 cg〕 27.7 

出典Ii，表 1参照. 6は吉行fl／；＼子氏の計il!U11直〔未発表〕による
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にヨーロ ッパ産の T.teniotisとの区別点のーっとし

て示されている頭骨の基底全長に対する下顎長の比は

73.9とやや小さく，頬骨弓部帽子〉比は59.8とやや大き

かった。 冨悶（1979〕の測定した三重県産様本2点，

吉行〔未発表〕 の測定した小田原市産標本の測定値を

見ても，この2つの点は teniotisと個体変異の幅が多

少，重なってくるようである。

さて，大陸産のオヒキコウモリが，稀に日本で発見

される原因として，吉倉（1969）は台風あるいは南か

らの季節風によって南方から運ばれるという説を述べ

た。近藤（1978〕は季節風によって迷行した可能性が

強L、と述べ，その根拠の一つに，この種がきわめて飛

朔能力の強いことをあげている。表1にあげた 9例に

ついてみると， 半数以上の5例が11～3月の冬期に発

見されており，国外の分布から考えても，南方からの

迷行と考えるのは妥当でないだろう。本種が波りをす

るのか， あるいは冬眠をするのかといった生態も不明

な現状ではこれ以上の推論は不可能であるが， あえ

て，想像をたくましくすれば，本来，大陸の南方へ移

動する個体が北西季節風によ って日本列島に運ばれ，

冬眠あるいはそれに近い状態を余儀な くされて発見に

至るといった例が多いのではないだろうか。
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図1 全身背面〔スケーノレ1ocm)

図2 全身腹面
司 ・－rI 

図3 頭 部 腹前 図4 尾部腹面
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神奈川自然誌資料 6 : 41～45, Mar. 1985 

ハクセキレイとセグロセキレイの交雑個体について

中村一恵・岩本重治

On the Hybrid b三twe巴nK旦mtschatk旦nWhite Wagtail, Motocilla alba 

lugens and Japanese 羽Tagtail,M. grandis 

Kazue NAKAMUl'.A and Shigeharu IWAMOTO 

しかしながら，私たちが1983年と84年に多摩川河口

はじめに で観察した羽色変異個体は，本論文で述べる結果か

日本におけるセグロセキレイ〔Motacillagrandis〕 ら，それらが両者の交雑個体と考えられた。

とハクセキレイ〔M.。lba）のー亜種M.a. lugens〔以
下ハクセキレイと書いた場合とくに断らない限りこの 調査地および調査方法

亜種を指す〕の繁殖分布の重複はかつては北海道と本 調査地法京浜工業地帯の一酉で，東京と神奈川の境

州北部に限られていた。ところが1970年代に入ってか を流れる多摩川の河口部（Ji［崎市殿llJ）である。東京

ら，海岸部を次第に南下したハクセキレイは太平洋側 湾lこ向かつて右手に 工場地帯と市街地が広がってい

では関東地方の神奈川，日本海側では中部地方の石川 る。干潮時には神奈川側の土手ぞいJこ干潟と砂川が生

あたりまでその繁殖分布域を伸ばした（中村， 1980）。 じ，カモ類，カモメ・アジサシ類，シギ・チドリ類の

その後もハクセキレイは広域的に分布を拡大し，近 渡来士山となっている。ハクセキレイは，ここでは干潟

畿，中園地方にも侵入した（中村， 1983）。 や砂州を餌場として，工場地帯を繁殖環境として利用

ハクセキレイが日本においてこれからも繁箱分布域 している。目視ししうる餌としては，干潟でチゴガニ

を拡大させることはほぼ確実である。その場合，土着 やコカイ類をとっている。セグロセキレイは繁殖して

のセグロセキレイとうまく共存していくのかどうか， いなL、。

交雑があるとすればどの程度のものかなど，今後の展 変異個体と考えられる烏を観察した場合，双眼鏡

開にし、くつかの興味ある問題が含まれている。 (8～9倍）あるいは望遠鏡〔25倍〉で観察しながらそ

これまで，大阪（中村， 1978），北海道〔川辺， 1978), の鳥の特徴をノートにとり，同時にできる限りいろい

横浜（中村， 1980), 長野〔腰原， 1984〕などから， ろな方向からカラー写真に撮るようにも努めた。以下

セグロセキレイとハクセキレイ〔M.alba）のつがい形 に示す図はこれらの写真に基づいて描いたものであ

成や繁殖例が報告されている。しかしこれらはいずれ る。また鳴き声や行動，他個体，他種との関係などに

も断片的な観察に基づく報告例であって，本当に両者 も注意し，それらをノートに記入した。

が交雑するのかどうかは明らかではなかった。樋仁l・

平野〔1983〕および樋口（1984）は，栃木県宇都宮市 観察結果

における混棲地域において典型的な羽色のセグロセキ aの個体（図 1）は1984年2月9日から 6月まで断

レイとハクセキレイがつがいになって繁殖した例をま 続均に観察された雌（性の判別については後述〉であ

ったく観察しなかったことに基づき，両者は交雑しな る。頭］頁付近より後頚にかけて黒色。襟羽以下上尾筒

いと主張し，典型的な羽色とは異なる特徴をもっ，羽 付近までの背 ・腰は灰黒色を帯びていたが，典型的な

色の変異した個体が異種聞の交雑個体に由来する可能 セグロセキレイ雌のそれよりはかなり灰色味が強く，

性の少ないことを示唆した。 ハクセキレイ夏羽雌の背・腰の色に近い色彩であっ
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図l ハクセキレイとセグロセキレイの交雑個体 両種の羽色特徴をもち，ハクセキレイに似た地鳴

きを発する aは1984年，bは1983年に観察された（中村原図〉

た。 眼先き，頬，耳羽，喉， 頚， よ胸は黒色。 Jl＇~·は 白

く，眼の下に小白斑があった。羽色パターンは全体に

セグロセキレイに酷似していたが， 着地， 飛び立ち，

飛朔中の鳴き声は，チチ ッチチ ッで明らかにハクセキ

レイタイ プであった。

鳴き声については 2月9日の発見日以降何度か筆者

ら2名によって確認されたが，いずれの場合もハグセ

キレイに似た声で，セグロセキレイに似た声は一度も

発しなかった。 3月4日， m縛っていたハクセキレイ雄

に対し， 4～Sm離れたところで両翼を下げ尾をよ

げる 「なだめの行動」 をと った。 この行動は，平野

(1981）によると，セグロセキレイではつがいの相手

にだけ行う動作であり，これによく似た行動はハクセ

キレイ〔M.alba）のー亜種 M.a. alba (ZAIJAVI, 1971) 

でも観察されている。4月15日にも工場の屋根にとま

っていたこの鳥に向かって飛来したハクセキレイ雄に

対して 「なだめの行動」をと ったことから，この個体

は雌と推定された。 4月29日にこの鳥による巣材運搬

が観察されたが，工場内で立入りが難しく ，営巣場所

の確認はできなかった。

bの個体（図1〕Iiaの個体が観察された場所と同

一区域内で1983年3月31日から 9月まで断続的に観察

された雌である。頭頂から後頚にかけてと限先き，

頬，耳羽， H侯，頚， t胸は黒色。胞は白く，｜援の下に

小白斑があった。頚から上の特徴はセグロセキ レイに

酷似する一方で，襟羽以下上尾筒付近までの背 ・腰は

灰色で，ハクセキレイ冬羽雌のそれに似ていた。鳴き

声はチィ リー，チュチュン，チュイーなどで，ハクセ

キレイに近いものであった。ハクセキレイj礁に対する

「なだめの行動」が観察されたことから， この個体は

雌と推定された。
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E，三

鳥のl鳴き戸l立地l鳴き〔call）とl特り（song)Iこ2分さ

れる。地鳴きは短くて単純な声で，年聞を通じて雌雌

両方によ って発せられる。一方， l嚇りはより長くて構

造がよ り複刻Iで， 繁殖期に雄により発せられる。地鳴

きは，後に学習により音声を修正し拡大する能力をも

っ極もあるが， 1仰りと異なり ，一般的に生得的である

とみなされている〔CATCHPOL~， 1979）。

セグロセキレイの地鳴きは，ビッまたはジッと表現

され，主に飛刻中や飛び立ちのさいに発せられる。ハ

クセキレイではチチ ッという鳴き声がこれに相当し，

音質においてどの程度重複しているか明らかでない

が，地鳴きにおける音声の遣いはそれぞれの種に固有

のものであると考えられている。したがって，aおよ

びbの個体は鳴き声から推定する限り， ハクセキレイ

の羽色変異個体と一応みなされる。そうであれば，部

分黒化に基づく変異である可能性がある。

白化（Albinism〕にくらべて黒化（Melanism）は，

とくに正常な羽色がH音色である種においては目立つこ

となくしばしば見過されてしまう。しかしこのことを

考慮、してもなお黒化が鳥類に現れることは白化の場合

よりもずっと少ない（SAG!:,1962）。 日本でも由化の

報告例は多いが，黒化の報告例は少ないようである

f他口，1976）。橋本（1968）が報告したスズメの例で

は，背面は正常であるが，顔，腹，脇の白色部または

淡色部がすべて黒化している。竹田（1976〕によるム

クドリの例では，1:'.:1いはずの腰や下尾筒も黒化し，全

身ほとんど黒色である。石江 ・石江（1980）が報告し

たイソシギの例でも，顔の淡色部のほかに白い下胸，

脇，腹までほとんどすへてにわたって黒化している。

aやbが黒化個体であるならば，顔の一部に局限され

た部分黒化と考えられるが，これらの例とだいぶ異っ



ている。RmAN(1976〕によると，黒化はふつう体全

体に及び，部分的に黒化することはきわめてまれであ

る。aおよびbの個体をハクセキレイ（M.alba〕の

部分黒化個体と考えるのは不自然である。

セグロセキレイの羽色には著しい個体変異がある

（平野，1981，樋仁l・平野，1983）。

cの個体（図 2）は小田急線大秦野駅前の市街地を

流れる水無Jil（秦野市大秦野耳）で1984年8月10日に

観察された縦である。 この烏の背 ・腰は黒く ，左右と

か胞から持iにかけて白く，黒くて細い過ll良線があっ

た。そのため一見ハクセキレイ夏羽雄に似ていたが，

ハクセキ レイの頚側にあるはっきりした白色rt!；を欠い

ていた。鳴き声はジアジッで，セグロセキレイのもの

であった。同事りも正常な羽色の雄と同じであった。

dの個体 〔図2）は酒匂川河口（小田原市東町〉 で

1978年3月25日に観察された雄である。この烏の背 ・

腰は黒く ，cの個体同様，左右とも班、から頬にかけて

白いが， 0Jl!先きが黒くない点で異っていた。ハクセキ

レイの頚倶ljにあるはっきりした白色斑を欠き，鳴き声

はジッジッで，セグロセキレイのものであった。この

鳥の顔の特徴は中国南部，北ビノレマ，チベッ ト，カシ

ミーノレなどで繁殖するハクセキレイ（M.alba〕のー

亜種 M.a.。lboidesのそれにやや似て いる〔AしI,

197'i〕。 しかし胞に白l涯をもつこと， IJJllの後世[ljが黒線

で二分されていることで， 。lboidesとは異っている。

樋口ら（1983）も指摘するよ うに，鳴き声がセグロ

セキレイのもので，羽色パターンがハクセキレイのい

くつかの亜種に似ているこれらの変異個体を，両者の

交雑個体と考えるのはおそらく誤りである。租1内変異
個体とみるべきである。

羽色ばかりでなく ，地鳴きの音声の違いによりセグ

ロセキレイとハクセキレイを完全に識別することはで

～江
‘

＼
 

＼

C
 

きなし、。なぜなら，外観が正常なセグロセキレイの！｜守

徴をも っていても，ハクセキ レイに似た鳴き声を発す

る個体がまれにいるからである。中村はそのような個

体を埼玉県で観祭した。飛び立ちのさいの鳴き声はチ

チッであったが．羽色，｛木型はほぼ完全にセグロセキ

レイのものであった。なにかに驚いてチチッと聞こえ

る5郎、声を立てた可能性もあるが，しかし同じ個体が
再び姿をみせ， 上空を移動したさいに発した声もチチ

yチチッという音声であったから，そうした可能性は

ほとんどなL、。

このような，正常な羽色パターンを持ちながらハク

セキレイに似た鳴き声を発する個体がL、ることは，セ

クロセキレイには羽色ばかりでなく， 鳴き戸も変異す

る個体がいると 考えるべきであろうか。 そうであれ

ば， aやbの個体は羽色ばかりでなく， 鳴き声まで変

異した個体なのだろうか。

そうではなく，私たちは， aやbのような個体はハ

クセキレイ とセグロセキレイの交雑個体と考える。で

はなぜ，ハクセキレイに似た鳴き声を出すセグロセキ

レイや雑種と考えられる個体が現れるようになったの

であろうか。私たちはゆくのように推理する。

動物行動学者コンラー卜 ・ローレンツによ って発見

された 「刷りこみ」でよく知られているのは， 生後ま

もなく行われる親の認知に関係したもの（Following

imprinting）であるが，これとは別に配偶者を選択す

るさいに働く，性的な好みに関する「刷りこみ」（Sex-

ual imprinting）が少し後で行われるといわれる。

今泉 (1984〕は，これらの二つの中間の時期に， 肉

類を認知する 「刷りこみ」が行われるのであろうと考

えている。JMMEl,MANN 〔1975〕によると， 初期経験に

よって配偶相手の好みまで変えてしまう という。つま

り，同種の親ではなく他種の親によって育てられた場

図2 ハクセキレイ CM.alba）の亜種に似た顔パターンをもっセグロセキレイの 羽色変異個体． c 

は亜種 lugens,dは亜種 alboidesに似る〔中村原図〉
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合，それらの鳥が成鳥になったとき，同種を配偶相手 おわリ に

として選ぶよりは，里親の種とつがいになろうとす とくにcの個体のようなハクセキレイに似たセグロ

る。この性的な 「刷りこみ」は非常に強く，いつまで セキレイの変異個体を見誤って異種聞のつがし、形成が

も持続するといわれる。 なされたと判断されるケースもたぶんにありうるだろ

同類かどうかを識別する能力は，少なくとも日前乳類 つ。だが，私たちは，これまでの異種聞のつがい形成

と鳥類では，泣伝的に備わっているものではないよう の記録のすべてがそうした変異個体の誤認に基づくも

だ。同類の認知が 「刷りこみ」によるとすると，近似 のとは考えていない。本論文で述べた推定が正しけれ

の別種が分布を接する地域では，偶然に別種が同績と ば， 異種聞のつがい形成は今後も局地的に起こりる。

して刷りこまれることが自然の状態でも起こりうると 最後に，誤解のないように述べておくが，だからと

考えられる（今泉，1984；中村， 1985も参照〉。 この いって， 私たちは，ハクセキレイとセグロセキレイが

ような場合には，雑種ができても少しも不思議ではな 互いに生殖的に隔航された集団ではない，と言ってい

るのではなL、。

最近，巣立ちまもないセグロセキレイの幼鳥が，独 両者は交雑せずに永く共存していくのだろうか，交

身と思われるハクセキレイの附lによ って給餌される例 雑があるとすれば，どの程度のものなのだろうか，今

が観察されている（樋仁l・中村， 1983）。 この時，初 後の展開に注目したい。

期経験によって配偶相手の好みまで変えてしまうセグ

ロセキレイが生まれることは 充分考えられる。 そし

て，鳴き声まで修正し変異させてしまうのではあるま

L、か。

地鳴きはある特定の状況，あるいは特定の行動パタ

ーンにおいて発せられる。他個体にその情報を伝達し

て，それを受信した個体がそれに従って行動を修正し

うる機能が地H鳥きにはある〔CA'J'CHPOL!'.,1979〕。

樋口ら（1983〕は，地鳴きは正常で， 羽色パターン

がハクセキレイの亜種に似たセグロセキレイの変異個

体が正常な羽色個体とつがい， 繁殖した例をいくつか

報告している。これらの事実は，個体による羽色の違

L、！立問煩を認知する手段として地鳴き以上には役立っ

ていないことを！暗示している。言い替えれば，羽色に

多少の異常があっても， 同線の鳴き声を発するのであ

れば，同煩と正常なつがし、関係をもつことができる。

しかし，鳴き声が正常でトなかったら，たとえ羽色が

正常であっても，同類とつがうことは難しいだろう。

地鳴きとL、う信号lこはし、くつかの情報が含まれてお

り，かっこの情報を使って信号の受け手が自分の行動

要約

1983平と84年に多摩川河口（神奈川県川崎市〉にお

いて，ハクセキレイとセグロセキレイの両方の羽色特

徴をもち，ハクセキレイに似た地鳴きを発する鳥が2

例観察され，その変異個体のl主l来について考察した。

1. これらの変異個体はハクセキレイとセグロセキレ

イの異種間つがし、Jこよ って生まれた交雑個体と考え

られた。いずれも雌と推定され，このうちの1羽は

正常な羽色のハグセキレイとつがいになった。

2. 両者が交雑し，雑種が生まれる過程を推定し， 異

種聞のつがい形成が一時的局地的に起こりう ること

を示唆した。

謝 辞

変異個体を撮影するにあたって日本野鳥の会神奈川

支部幹事の石江磐氏のご協力を得た。 お礼申しあげ

る。
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and purpose of colours in vertebrates. 腰原正己 1984 ホオジロハクセキレイとセグロセキ
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野鳥，41: 474～479. 中村一恵 1978 本州におけるハクセキレイMotacilla
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神奈川自然誌資料 6. 47～50, Mar. 1985 

セグロセキレイの羽色変異個体二，

中村 恵

A Few Records of the Aberrant Plumage of Japanese Wagtail, Motacilla grandis 

Kazue NAKAMURA 

セグロセキレイ〔Motacillagrandis〕の羽色には著

しい個体変異があり，しかも，興味深いことに，そう

した変異個体の中には，ハクセキレイ CM.alba）のい

くつかの亜種の顔の羽色パターンに似ているものがい

る〔樋口・平野， 1983，中村 ・岩本，1985）。 これら

の事実は，セグロセキレイとハクセキレイの系統上の

類縁の近さを暗示するものと考えられ，変異個体は両

者の種分化の過程を探る うえで重要な子がかりとなる

ものと思われる。

ここに報告する 3{yljは，いずれも神奈川県内で観察

されたセグロセキレイの羽色変異個体である。最初の

個体〔a）は筆者によ って，残りの2例〔bとc〕は，

日本野鳥の会神奈川支部の石？工磐氏によって観察撮影

された。貴重な資料を提供くださ った同氏に厚くお礼

申しあげる。

羽色変異個体との比較のため， ここでセグロセキレ

イの正常な（典型的な〕羽色について簡単に述へてお

く。

雌科！とも，額は白く，前頭から後頚にかけてと喉か

ら上胸にかけて黒く， IJ［！.は白い。眼の下側にごく小さ

な白斑がある。白色の眉斑と即、の小白斑の大きさは，

個体によ って多少異なり，！肥ばかりでなく， H侯の白い

メ三子長

一 一六

個体もL、る。雄と雌とでは背の黒色部に多少濃淡があ

り，雄では黒色，雌では灰黒色を骨l＇びて見える 。

aの個体（図 1）は，1984年11月30日， 藤沢市辻堂新

llJJを流れる引地川で観察された雌である。この鳥の背

は典型的な 羽色の雌のそれと比較して，著しく淡色

で， 石板灰色に近い色調であったが， 同時に見られた

ハグセキレイ（M.a. lugens）冬羽のそれよりはl明ら

かに濃い灰色であった。それでも，この個体の背の色

は， 付近に見られた典型的な羽色のセグロセキレイと

は一見してイ剛将哉別ができるほど特徴的であった。地

鳴きはジ ッジッで，セグロセキ レイのもので， 背を除

く羽色は正常と思われた。

b （図2）は， 1982年10月26日に厚木市関口を流れ

る相模川で観祭された個体（性不明〉である。この鳥

の背の色は， aのそれよりもいっそう淡く，ハクセキ

レイ冬羽雌の背の色に似た色調をザびている。さら

に，頭部がほぼ左右対称的に部分的に色素が欠如し，

H侯が白化している。日時と脚の色素も欠如し，肌色を帯

びているのが特徴である。

c （図 3）は， 1982年3月12日松凹 町寄を流れる

中津川で観察された個体（性不明〉である。aの個体

同様，この鳥の背も典型的な個体と比較して淡色てやあ

図1 1自体a：藤沢市引地川で観察されたセグロ
セキレイの羽色変異個体
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る。さらに，頭部がほぼ左右対称的に部分的に色素が

欠如し，とくに頬および耳羽の一部と後頭から後頚に

かけた部分が白化している。主国側にも若干白化がおよ

んでいる。

bとcの個体のI鳴き声については，観察者からの報

告がなく ，明らかではない。背の色が灰色を帯びてい

るから， bの個体はセグロセキレイではなく， ハクセ

キレイの羽色変異個体ではないかという疑L、がある。

しかし，この時期のハクセキレイの上胸の黒色部は，

セグロセキレイのそれと比較してかなり小さい。とく

に雌で小さく， bの個体（図2参照〕のように大きく

はない。もしこの烏が雄であっても，ハクセキレイの

雄には頚側にははっき りした白斑がある。この個体は

それを欠いている。

cの個体（図3参照〉の限先と喉が黒い。これらの

部分が黒化したハクセキレイではないかとし寸疑いが

ある。しかし，鳥類における黒化はふつう体全体に及

び，部分的に黒化することはきわめてまれである（中

村・ 岩本， 1985）から，この特徴をもってcの個体を

48 

ハクセキレイと考えるのは無理がある。bおよびcの

個体はともにセグロセキ レイの羽色変異個体と判断す

るのが最も自然な見方である。

ここに報告した 3例もそうだが，樋口・ 平野（1983)

によって観察されたセグロセキレイの羽色変異個体の

ほとんどが，頭部や背に変異があっても，少なくとも

尾羽では，おそらくli？.！－においても，そうした変異はあ

まり起きていないよ うである。つまり，変異にある一

定の方向性が感じとられ，その変異は顕部， 頚部，背

に集 中している。これらの部分が変異することによ

って，それらの個体がハクセキレイ〔M.alba）のいく

つかの亜種に似てくる。

文献

樋口広芳 ・平野敏明 1983 セグロセキレイの羽色変

異個体 Strix 2 : 76-84. 

中村一恵 ・岩本重治 1985 ハクセキレイとセグロセ

キレイの交雑個体について 神奈川自然誌資

料， 〔6): 41-45. 

〔神奈川県立博物館〉



図2 個体b：厚木市相模川で観察されたセグロセキレイの羽色変異個体．石江磐服影
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図3 個体c：松田町中津川で観察さえたセグロセキレイの羽色変異個体 石江馨撮影．
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神奈川自然誌資料 6: 51～53, Mar. 1985 

湯河原町福浦港で記録されたハシジロアビについて

室伏友三・高橋和也・初瀬川孝夫

A White-billed Diver Recorded from Kanagawa Prefecture 

Yuzo MUROFUSHI, Kazunari TAKAHASHI and Takao HATSUSEGAWA 

1984年2月24日，湯河原町福浦港において1羽のア and Simmons, 1977〕。この個体では， l府は全体に淡

ピ類が保護され，小田原市立動物園に保護収容され 黄色を帯び，嶋峰は暗色ではなく（図 1，上〉，初列

た。筆者らはこの鳥を生きたままの状態で詳しく観察 風切の羽軸は白黄色であった（図 l，下〉。下l嚇がほ

する機会をえ，近似種と比較検討した結果，ハシジロ ぼ中央位置で顕著に上方にそり上がっている（図 1' 

アピ Gaviaadamsiiの幼鳥（第1回冬羽〉であるこ 上）のも，ハシジロアビの特徴をよく表わしていた。

とがわかった。 襟羽， 肩羽，雨覆の羽縁が顕著にパフ白色で縁とられ

ハシジロアビは日本産アピ類中の最大磁で，冬鳥と ている（図1，下〕ことから，この個体は幼鳥〔第1

して主に北日本の沿岸に渡来するが，数はあまり多く 回冬羽〉と考えられる。足の色は附閥、から指先まで肉

ない。通常の渡来南限は寒流の南下する千葉県銚子付 色を帯びていた〔図 2）。

近と思われ，以南に渡来することはまれであり ，木県 なお3 大きさは次の通りであった。翼長380mm，尾

における確実な記録はなかったようである。 長60mm，露出嚇峰85mm, fil付駅長lOOmm。

報告に先だち，調査に多大な便宜をはかつて下さっ 襟本は神奈川県立自然保護センターに保管されてい

た小田原市立動物園の職員の方々にお礼申しあげる。 る。

観察結果と考察 文 献

この個体が近似種で北米北部産のハシグロオオム CRAMP, S. and K. E. L. SIMMONS 1977 The birds 

G. iininerでないことは，l瞬の色と形および初列風切 of the western Palearctic l. Oxford. 

の羽iM1の色によ り明らかである。ハシグロオオハムで 〔室伏友三：箱根町立箱根明星中学校，高橋和也：藤

は， 111/iのl妨l峰は常に暗色（他の部分が淡色であって 沢市立明治中学校，初瀬川孝夫：早稲田大学学生〉

も〉であり，初列風切の羽軸は暗複色である（Cramp
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図l ハシジロアビ幼鳥の頭部（ー｜〉とWilli
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図2 ハシジロアピ幼鳥の足
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神奈川自然誌資料 6: 55～57, Mar. 1985 

1928年から1936年の聞に逗子で観察された鳥類

丸 猶丸 ・丸 武志

Birds Observed in Zushi between 1928 and 1936 

Naomaru MARU and Takeshi MARU 

逗子市は神奈川県の南東端に突き出た三浦半島の付 を記録していた（図 1）。 自然環境の変化とともに矧

恨の相模湾側に位置しており ，西は鎌倉市，北は縦浜 奈される鳥類は変わるだろう事を考えると戦前の記録

市，東は葉山町にそれぞれ固まれている。この地域の は大変興味深いと息われるのでここに報告することに

自然は池子や丘陵地にまだ多く残されてはL、るが，第 した。都市の自然環1完の変遷に関心を持っておられる
2次大戦以後の住宅地の拡大により戦前とは大きく変 方の一助になることを期待したい。

わってきている。特に田畑の多かった平野部はほとん 当時の記憶をたど って，その頃の様子を書き添えて

と宅地化されてしまった。 おく事は記録を見る上で役にたっかもしれなし、。簡単

＊者の一人丸猶丸は逗子で生れ，戦前はそこに在住 に記しておく。

していた。その当時から〔現在もそうであるが〕鳥に 昭和3～11年には逗子市は逗子 ミJIJミで， 国鉄がす

関心を持ち，自宅の周辺で捕獲したり， 観察した鳥類 でに通じていたが，京浜急行は京浜逗子駅まで開通し

図1 調査地域
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た頃であった。国鉄逗子駅周辺は現在のヒソレが立ち並

ぶIiどではないが， 家並がかなり多く， 逗子百］の中心

地と言える。しかし，他の平野部の大部分は田畑ある

いは草地であり， 海岸地帯は別荘地となっていた。京

浜急行逗子駅周辺はまだ湿地あるい；土田畑で， 多くの

セッカが繁殖し，冬期になるとホオアカ，タヒハ リ，

ツグミがたくさん見られた。池子は鳥が多い冴で， ヤ

マドリがホロを打ち，カケスが飛びかっていたと記憶

している。田越川は河口から東娘Ill喬付近までシギ類が

多数飛来し，カワセミが多く ，また夜になるとたくさ

んのコイサギが餌を探していた。海岸の別荘地！こは松

林が速なり ，カワラヒワが一年中多く 生息し， 冬期に

はキクイタダキがエナガやシジュウカラの群と共lこよ

く見られた。現在では想像も出来ないが，ガン（極は

不明だが〉の波る姿を見る事が出来た時代であった。

観察については，当時学生であったので学校から帰

ってから，あるいは休みを利用して週Jこ3～4回フィ

ーノレドに出かけて行った。海鳥類やシギ類は多く飛来

していたと恩われるが，双眼鏡を持つてなかったため

大部分は判別出来なかった。記録は捕獲し，そしてそ

れを標本にしたものと，直接姿か鳴き声で判別された

ものである。種名は当時黒田長市豊氏の図鑑によ って整

理したが，その後変わったものもあるので日本鳥傾目

録〔1974〕によ って改めてある。夏鳥，冬鳥，旅鳥？

迷鳥の分類は逗子を中心として行った。

目 録

カイツブリ Podicepsruficollisρoggei留

ウミウ Phalacrocornxfilamentosus冬

サンカノゴイ Botaurusstellaris （夏〉，少ない

オオヨシゴイ Ixobrychus eurhythmus十，少ない

ゴイサギ Nycticoraxnycticorax （留〉

ササゴイ Butoridesstriatus夏，少ない

コサギ Egrettagarzetta旅，少なL、

オシドリ Aixgalericulata冬，少ない

マガモ Anasplatyrhynchosρlatyrhynchos冬

カノレガモ A向。s戸oecilorhynchazonorhyncha冬
コガモ Anasc何ccacrecca冬

ウミアイサ Mergusserrator冬

トピ Milvusmigrans lineatus〔留〉

オジロワシ Haliaeetusalbicilla迷

オオタカ Accipitergentilis冬，少ない

ハイタカ Aceψiternisus + 

ノスリ Buteobuteo jaρonicus留
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クマタカ Sρizaetusnipa!ensis orientalis ~ 

ハヤブサ Falcoρeregrinusjaρonensis旅

チョウゲンボウ Falcotinnunculus interstinctus冬

ウズラ Coturnixcotui nix jaρonica冬，少ない

コジュケイ Bambusκal，αthoracicathoracica （留〉
ヤマドリ Phasianussoeinme門間gii（留〉

キジ Phasianuscolchicus〔留〕

クイナ Rallusaquaticus indica冬，少ない

パン G.1llinulachloropus indicus冬，少ない

シロチドリ Charad円usalexand円nusnihonensis旅

コチドリ Charadriusdubius curonicus〔夏〉

ムナグロ Pluvialisdominica fulva旅

キョウジョシキ Arenatiainterβres interpres方t
メリケンキアシシギ Tiinga incana 1J長

キアシシギ Tringabrevzρes旅

イソシギ Tringahypoleucos旅

チュ ウシ ャクシギ Nume刀ius戸haeoρusvariegatus 1J長

ヤマシギ Scolaρaxrusticola冬

タシギ Gallinagogallinago galli向。go冬
アカエリヒレアシシギ Phalaropuslobatus』に II寺lこ

多い

ウミネコ Laruscrassirostris冬

コアジサシ Sternaalbifrons sinensis夏

ウミスズメ Synthliboramρhusantiquus }/!( 

キジバト Stre1りto1うeliaorieηtalis orientalis〔留〉

カッコウ Cuculuscanorus te／，φhonus旅，少ない

ツツドリ Cuculussaturatus hor sfieldi旅，少ない

ホトトギス Cuculusρolioceρhalus戸oliocephalus旅，

少ない

オオコノハズク Otusbakkamoena semitorques冬

アオパヅク Ninoxscutulata jaρo削ca（夏〕

フクロウ St円zuralensis〔留〕

ヨタカ Caρrimulgusindicus jotaka夏

ヤマセミ Cerylelugubris lugubris迷

カワセミ Alcedoatthis bengalensis （留〉， 多L、

アリスイ ］ynxtorquilla jaρonica冬，少なし、

アカゲラ Dendrocoposmajor ja抑制cus冬，ゴ、なL、

コゲラ Dendrocoposkizuki冬，少ない

ヒハリ Alaudaarvensis ja戸oniDα 留，少ない

ツハj Hi問 ηdorustica gutturalis （夏〕

キセキレイ Motacillacinerea robusta冬，多い

ハクセキレイ Motacillaalba冬

セグロセキレイ Motacillagrnndis冬

ピンズイ Anthushodgso削 hodgso削 冬，多L、



タヒバリ Authus s戸inolettaja戸onicus冬 ホオアカ Einberizafucats fucata冬

サンショウグイ Per’icrocotusdivaricatus旅，少ない カシラダカ Emberizarustica latzβiscia冬

ヒヨドリ Hyβszρetesamaurotis amaurotis （留〕 アオジ Embeiiza spodocφha laρer sonata冬，多し、

モズ Laniusbucephalus buceρhalus （留） クロジ Embe円zavariabilis冬，少なL、

キレンジャク Bombycillagarrulus方主 オオジュリン Emberizaschoeniclus戸＇Yrrhulina冬，

ヒレンジャク Bombyci/l,αjaρonica旅，多U、 少ない

ミソサザイ Tioglodytes ti oglodytes冬，少ない アトリ F打ngillamoηtifi ingilla冬

ノレリビタキ Tarsigercyanurus cy仰 urus冬 カワラヒワ Carduelissincia minor〔留〉，多い

ジョウピタキ Phoenicurusauroreus冬 マヒワ Cardueliss戸川町冬，少ない

イソヒヨドリ Monticolasolitarius〔留） ウソ Pyrrhulaρ＇Jrrhulagrisei ventris冬，少ない

トラツグミ Turdusdauma d仰 －eus冬 シメ Coccothraustescoccothiaustes ja仰向icus冬

アカハラ Tuidus chiysolaus冬 スズメ Passermontanus satu1 at us〔留〉

シロハラ Turdusρallidus冬 コムクドリ Sturnusρhilip戸ensis旅，少なし、

マミチャジナイ Turdusobscurus冬 ムクドリ Sturnuscineraceus （留〉

ツグミ Turdusnauma抑制 eunomus冬 カケス Gαrrulusglandarius jaρonicus冬

ウグイス Cettiadψhone cantans冬 ハシボソガラス Corvuscorone o門entalis（留〉

オオヨシキリ Acroce戸halusarundinaceus （夏〕 ハシプトガラス Corvusmacrorhynchos 0ρonensis 

メボソムシクイ Phyllosco戸usborealis旅 〔留〕

センダイムシクイ Phyllosco戸川 occψitalis旅 （ 〕は繁殖を確認、 十記録された季節が不明

キクイタダキ Regulusregulus jaρonensis冬 夏＝春一～夏に観祭 冬＝秋季～冬に観察

セッカ Cisticolajuncidis （夏〉，多い 留二一年中観察 旅二渡り鳥の季節に観察

キヒタキ Ficedula仰 rcissina旅 迷＝ l～2度観察

オオノレリ Cyanoptilacyanomelana夏，少ない 多い，少なし、は印象で，比較されたものではない。

エナガ Aegithaloscaudatus trivirgatus〔留〉，多L、

ヒガラ Parusater insularis冬，少ない

ヤマガラ Parusvarius varius十，少ない

シジュウカラ Parus1najor ma;or （留〉，多い

メジロ ZosteropsJ吋onicaja戸onica〔留〕，多L、

ホオジロ Emberizacioides cioρsis （留）＇多 L、

文 献

黒田長問 1934 鳥類原色大図説， i多数字土書院

日本鳥類日銀 1974 学研， 東京

〔丸猶丸 ・丸武志 ：横浜市金沢区谷津町96)
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アカハラを 襲 ったツ 、、、

中 島 滋 ・石原 龍雄 ・中 村 一 恵

A Lesser Sparrow Hawk Attacking a Brown Thrush 

Shigeru NAKAJIMA, Tatsuo ISHIHARA and Kazue NAKAMURA 

1984年11月14日午後2時頃，箱根町仙石原1246番地 の食物分析の結果（表 1）をみると，各種の体の大き

畑光業保養所の岩井国浩さん宅の窓ガラスにツミとア さに応じて，摘らえる獲物の大きさや種類にかなりは

カハラが衝突し，ともに死んでしま った。拾得者の話 っきりした違L、がある。体の最も大きいオオタカはょ

によると，ガラスに何かがあたる大きな音（ 1回だけ〕 り多くのnr!J乳類をとり，体の最も小さいツミはより多

がしたので見ると，ツミが落ちており，その下にアカ くの昆虫類をとっている。中間のハイタカは哨乳類や

ハラが倒れていた。その日は霧の深い日であったとい 昆虫類をとることは少ないらしい。さらに鳥類の中で

う。これらの状況から判断して，視界のよくない状態 は，オオタカは主にキジやヤマドリのような大形震を

の中でツミがアカハラを追跡し， 運思く両者ともほと 捕らえて食べ，ハイタカはカケス，ムクドリ ，キレン

んど同H唱に窓ガラスに激突してしま ったのであろう。 ジャク大の鳥からマヒワ，ホオジ ロ， ヒバリ大の鳥を

ツミは幼鳥雌で，全長約290mm，休璽140g，アカハ 主食とし，ツミはホオジロ，ウグイス，ヤマガラ，カ

ラは成長~titで，全長約220mm ， 体重srn であった（石 ワラヒワ，エナガなどの小形種を捕らえて食べる（他

原能刈測定）。 口， 1978）。

ツミが襲って食べた鳥類として，キセキレイ ，コサ アカハラのような鳥は，むしろハイタカが捕らえる

メビタキ，エナガ，シジュウカラ，ヤマガラ，ホオジ 大きさである。だが，獲物の大きさを考えるとき， ~tit

ロ，スズメなどがあげられている（池田，1956，鳥獣 :141~の大きさの違いに留意しないといけなし、。 種の組合

調査報告15，石沢 ・千羽，1967,111階鳥研報5〕が， わせは異なるが，北アメリカ東部に棲む3種のハイタ

これらは体重で示せば， 10-25g程度のいわゆる小鳥 カ類の食性を比較研究した結果 〔STORER,1966, Auk 

類である。襲われたアカハラの体重はsog程あり， ツ 83）によると，！i:Jtよりも大きい雌は雄より も大きな殺

ミが襲った烏としてはかなり大きい。 物を捕らえ，しかも食物のoj:itこ含まれるI時乳類の占め

日本には体の大きさの異なる 3種のハイタカ類，す る割合は雄よりも高い。 ツミの翼長は雄で157-172

なわちオオタカ，ハイタカ，ツミが桜みついている。 mm, ltilで182-200mm，体重は維で92 115 g，雌で111

この3極は森林や丘陵地など よく似た環境に棲息し， -175gあり（清棲， 1965），雌は雄よりも大きし、。ア

鳥類を主食とする点でも共通している。しかし， 3種 カハラを襲ったツミは雌である。ツ ミでも雌は雄より

表1 日本産ハイタカ類3種の食性比ii安（石沢 ・千羽，1967)

五三？ゴ竺二l カ

司
、
早
ノ

コ
オオ

中
ハイタカ

ノj、
ツミ

明

鳥

昆

乳 類

類

類

35.6 

64.4 

2.4 

95.2 

2.4 

3.8 

70.3 

25.9 虫

必は食餌物出現頻度の総和を100としてあらわしたもの
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窓ガラスに衝突し死亡したア力ハラ（上〕とツミ．石原龍雄撮影

も大きい獲物を捕らえている可能性が高し、。ツミがツ であろう。

クミを襲った観察例〔中村， 1969，採集と飼育31〕も

ある。 文 献

では， ツミの雌はアカハラを悩んで飛へただろう 清接幸保 1965 日本鳥類大図鑑E 講談社，東京ー
か。約250gのハイタカの削は約1sogcハイタカの体 樋口広芳 1978 鳥の生態と進化 思索中上， 東京
重の約78%〕のカケスを摘んで 飛ぶことができる。 M E1NEHTZHAGEN, R. 1959 Pirates and pr巴dators

〔M ETNEH'J'ZHAGEN,1959〕。 ツミの体重は140g' アカ Oliver & Boyd, London 

ハラはs1gであり，アカハラの重さはツミの重さの約 （中島滋 ：箱根町仙石原1245，石原龍雄：箱根町立大

58勿に相当する。ツミはアカハラを運ぶことができた 涌谷自然科学館，中村一恵．神奈川県立博物館〕
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神奈川県の平野部におけるミドリヒョウモン，

メスグロヒョウモンの移動について

西村正賢・岸 一弘・神部昭夫

On the Movement of Argynnisραρhia and Damara sagana 

in the Plain of Kanagawa Prefecture 

Masatoshi NISHIMURA, Kazuhiro KISHI and Akio KANBE 

はじめに

1984年度は例年に比へ， 大型ヒョウモン類が多数発

生したようである。通常であれば，年に数頭の記録が

得られるような地域で1日に何頭も確認することがで

きたり，全く採集記録のない地域で発見されたりして

L、る。それらの記録は新成虫の発生する初夏のものも

あるが， 夏の終わりから秋にかけてのヒ ョウモン類

の夏眠開けといわれる時期に集中している。福田晴夫

他 (1983〕によれば，大型ヒョウモン類が秋期に山地

より平地に移動するということが示唆されており，

筆者らの観察でも秋期に汚損著しい個体を平野部にお

いて確認したものがある。しかし，それらが，山地か

らの移動個体であるのか，それとも現地で発生した個

体であるのかは，推測の域を出ないものである。神奈

川県下においても福田晴夫他〔前出〕によ り，秋期に

横浜市の平地に多数のミドリヒョウモンが飛来したこ

とが記されているが，その詳細は明かではない。そこ

で， 筆者らは，神奈川昆虫談話会の会員諸氏の協力を

得て，1984年度の神奈川県東南部における大型ヒョウ

モン類の記録をとりまとめるとともに，過去の記録も

含め，各地域での生息状況について， 書きとめておき

たい。

なお，ここでいう大型ヒョウモン類とIi，本年，平野

部において比較的に記録の多く見られたミドリヒョウ

モンとメスグロヒョウモン（図l〕をさすものである。

確認記録

目撃記録も含む， 1984年までのミドリヒョウモン，

メスグロヒョウモンの確認記録を示した。確認記録は

神奈川昆虫談話会の会員諸氏の資料（すでに発表され

たもののほとんどを除く〉をもとにしたもので，いう

までもなく県東南部における記録の一部である。今

回，集積された記録は便宜的に地区に分割した。

それらは具体的には，県犬〔厚木市，伊勢原市，秦

野市，大手口市， 綾瀬市〕， 多摩丘陵（相模原市， JI[崎

市，横浜市緑区〕，湘南〔藤沢市，茅ケ崎市，平塚市，

中郡〕，三浦半島（横浜市南区，横浜市港南区，同市

戸塚区，岡市磯子区，岡市金沢区，逗子市，鎌倉市，

横須賀市〕である。

・ミドリヒョウモン

（県 央地区〉

1♀，9. VII. 1984，厚木市七沢，伊藤正宏採集．

1 Ct;, 17. IX. 1982，伊勢原市日向，伊藤正宏採集．

1巴x.,26. IX. 1984，大和市中央，渋谷誠目撃

3合会1♀，24.IX. 1984，綾瀬市吉岡，脇一郎採集．

3♀♀，30. IX. 1984，綾瀬市吉岡，脇一郎目撃．

〈多摩丘陵地区〉

1合，3.VI. 1982，相模原市橋本，久保浩一採集．

1♀，16. VI. 1982，相模原市橋本，久保浩一採集．

1♀，24. IX. 1984，川崎市麻生区黒JI！，神部昭夫採

集c1合目撃〉．
1合，23.IX. 1984，川崎市多摩区生田析形1J1，三浦

真理子採集ー

2合合，24.IX. 1984, Jil崎市多摩区生凹析形山，神

部昭夫採集．
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1合，15.IX. 1984，横浜市緑区新治町，佐々木彰採 1 ('.), 27. IX. 1984，茅ケ崎市中島，平井｛言明目撃．

集． 1('.)1♀，22. IX. 1984，茅ケ崎市下寺尾，北嶋康樹

1合，28. IX. 1984，横浜市緑区長津l壬l，西村正資目 目撃。

撃． 2色合，22.IX. 1984，茅ケ崎市堤，岸一弘採集

〈湖 南地区〉 3会合，23.IX. 1984，茅ケ崎市堤，岸一弘目撃．

2合合，17. IX. 1984，藤沢市長後，渋谷誠目撃 1 o, 29. IX. 1984，茅ケ崎市堤，岸一弘採集．
3 exs., 24. IX. 1984，藤沢市長後，渋谷誠目撃． 2 exs., 29. IX. 1984，茅ケ崎市堤，渋谷誠目撃

1 ex., 28. IX. 1984，藤沢市長後，渋谷誠目撃． 2合合，23.IX. 1984，茅ケ崎市浜ノ郷，岸一弘目撃．

6 exs., 20. IX. 1984，藤沢市西富，渋谷誠目撃 2色合，24.IX. 1984，平塚市下吉沢，岸一弘目撃．

2♀♀，21. IX. 1984, ！日正沢市遠藤，渋谷誠採集 1 o, 10. VI. 1973，平塚市万田，岸一弘採集．
1合，9 IX. 1978，茅ケ崎市南~~J ， 岸一弘採集 1♀，23. IX. 1974，平塚市万回，岸一弘採集．

1 o, 13. IX. 1984，茅ケl崎市中島，平井信明目撃． 2合会，8,VI. 1982，平塚市万田，平井信明採集

1合1♀，22.IX. 1984，茅ケ崎市中島，平井信明日 lOexs., 23. IX. 1984，平塚市万国，深谷昭贋目撃

撃 2♀♀，24. IX. 1984，平塚市万田，深谷昭慶目撃目

101♀，23. IX. 1984，茅ケ｜｜崎市中島，平井1－イ言明目 1合1♀，8.IX. 1984，平塚市高根，深谷昭度目撃．

撃． 2合会，9. IX. 1984，平塚市高根，深谷昭度目撃．

3 

図 l 1. ミドリヒョウモン（雄） 2.同，裏面

3.メスク口ヒョウモン（雄） 3.同， (ltU 
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1♀，18. IX. 1981，中郡大磯110・高麗11!，岸一弘目撃

1♀，2. x. 1963，中iMl大磯町西小磯，波多野収三

採集．

2 ('.) (l), 23. IX. 1984，中郡大磯｜川西小磯，波多野収

三採集

1 (l), 23. IX. 1973，中iill大機川大磯，岸一弘採集．

1合，24.IX. 1984，中郡大磯町生沢，岸－弘採集

2合(l)2♀♀，30. IX. 1984, i:jコ郡大磯！IIJ生沢，i皮辺

康生採集．

〈三浦半島地区〉

1 (l), 25. IX. 1984，横浜市南区中村田］＼ 武EEi政弘採

集

1合1♀，11.IX. 1984，横浜市港南区港南台，久保

浩一採集．

1 (l), 24. IX. 1984，横浜市戸塚区上郷JU］瀬上池，渡

弘採集．

2♀♀，30. IX. 1984，横浜市戸塚区上郷町淵tilil, 

久保浩一採集

1合，23.IX. 1984，横浜市戸塚区舞岡町， 高桑正敏

目撃

1 ('.), 24. IX. 1984，横浜市磯子区氷取沢， 久保浩一

採集

1合1♀，30.IX. 1984，横浜市磯子区氷取沢，久保

浩一採集．

1合，22.IX. 1984，横浜市金沢区泥亀JUJ，小室研一

目撃

1♀， 27. IX. 1984，横浜市金沢区寺前町，小室附ー

採集

1 (l); 25. IX. 1984，横浜市金沢区富岡町，久保浩一

採集

1 (l), 23. IX. 1984，横浜市金沢区金沢町， 小室研一

目撃．

1合，9 IX. 1984，横浜市金沢区六浦un・，阿部洋一
目撃

28合 10. IX. 1984，横浜市金沢区釜利谷町， 中村

進一目撃．

1 (5, 24. IX. 1984，横浜市金沢区釜利谷町， 岡部洋

一採集

2合会，30.IX. 1984，逗子市逗子，岸一弘目撃

8合合，24.IX. 1984，鎌倉市稲村ケ崎， 津久井不二

雄採集．

1合，24. IX. 1984，鎌倉市七里ケ浜，津久井不二雌

採集．

14exs., 10. IX. 1984 ， 横須賀市｝Ii.~取 111 ， 同音ll 1$－·目

'l:'Z. 

1 ex .. 13. IX. 1984，横須賀市鷹取山，岡部洋一目撃．

1 ('.), 15. IX. 1984，横須賀市鷹取山， 阿部洋一採集．

1 ex., 28. VIII. 1984，横須賀市三春町，石渡裕之目

撃

1 (l), 25. IX. 1984，横須賀市本田j，小室研一目撃．

1合，26.IX. 1984，横須賀市本町， 小室研一目撃．

3 exs., 24. IX目 1984，横須賀市大楠山，光山畠宏採集．

2 exs., 24. IX. 1984，横須賀市大楠111，竜崎大楠採集．

3 exs., 24. IX. 1984，横須賀市林，光山昌宏 ・竜崎大

1qli ＇~＇ 撃．
5 exs,, 24. IX. 1984，納須賀市芦名口，光山昌宏 ・竜

崎大ii唱i目撃、

．メスグロヒョウモン

〈県失 地区〉

1♀，29. VII. 1984，秦野市峠，岸一弘目撃

1♀，8 IX. 1984，厚木市七沢，伊藤正宏採集

〈多勝丘陵地区〉

1 (l), 24. VI. 1983，川111崎市麻生区黒川，神部昭夫採

集

1♀， 1 VII. 1984, 川崎市麻生区黒川l，神部昭夫

採集．

1合，28.IX. 1984，横浜市緑区長津田，西村正賢目

撃．

〈洲｜南 地 区〉

2♀♀，18. IX. 1983，平塚市土屋，山内達也採集．

1♀，23. IX. 1984，平塚市土屋，山内達也採集．

1合，24.IX. 1984，中郡大磯町寺坂，岸一弘採集．

〈三浦半島地区〉

1 (l), 24. IX. 1984，横浜市磯子区氷取沢，久保浩一

採集．

各地域の生息状況

現時点では，ヒ ョウモン類の移動については，先に

も述べたように確認された個体から判断することは困

難である。また，アサギマダラのようにマーキングに

よる追跡調査がされたとしづ報告もないようだc 現

在，ヒ ョウモン類の移動について報じられているほと

んどが1椛認地点における生息状況を知ることにより判

断したものと考えられる。そこで，筆者らも，前述し

たように便宜的に分制した4地区の生息状況を過去の

記録などをも とにしてと りまとめてみたい。
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県失地区 く集められた地域である。筆者の一人，岸の観察によ

伊藤正宏氏の私信によればミドリヒョウモンの記録 ると，藤沢市，茅ケ崎市といった相模川以東の地域

は， 本報告以外てもは厚木市の飯｜上｜， 岡津古久，伊勢原 は，過去に記録がないことからも生息の可能性は低い

市の子易，愛川町の八菅山などであり，これらの地域 と考えられる。

では発生個体数は少ないものの定着発生していると言 －方，相模川以西の中郡大磯町の北方の地域では，

う。 平坦な相撲川以東とは異なり ，海岸線から近いにもか

また， 本報告にある厚木T!1七沢の記録は野外の焔よ かわらず，広域の樹林を持つ丘陵に恵まれ多様な澱境

り羽化したもので，同士山における発生を裏付る記録と を呈している。この地域は古くからミドリヒョウモン

言えよう。 の記録があり，産卵行動なども観察され，生息の可能

他の記録としては，大和市，綾瀬市のものが挙げら 性がきわめて高L、所である。メスグロヒョウモンにつ

れているが，これらの地域を含む，相模川以東の地域 いては，過去において，わずかに記録が見られるが同

では，断続的に樹林も残され，ヒョウモン類の食草と 地域での生息の可能性は低い。

なるスミレ類も見られるが生息の可能性は低いと言

7。

メスグロヒ ョウモンについても，採集記録こそ少な

いが，目撃による過去の記録も含め， ミドリヒョウモ

ンとほぼ同様の生息域が考えられる。

多摩丘陵地区

筆者の一人，神部によれば，ミドリヒョウモンは，

多摩丘陵東方に位置する多摩区生田において確認され

たが，本地域での生息の可能性はきわめで低いと思わ

れる。

記録された生回初形山周辺は小田急線，田園都市

線，東名高速道路に挟まれた地域で，住宅，団地，学

校等が建ち並び，都市化が著しく ，自然緑地はほとん

ど見られない。緑区における記録も同様で，比較的に

規模の大きな緑地が見られるものの島状であり， 生息

の可能性は低L、。これは，緑区自然保護懇話会発行の

「赤田通信」にあるようにミドリヒョウモンの記録が

1984年までないことからもうなずける。

また， これらの地域とは異り ，麻生区黒川の確認地

点はコナラ， クヌギなどを中心とした樹林が広く見ら

れ， それらの問には， 草地も点在し， ヒョウモン類の

生息環境としては好適といえる。麻生区黒川では，

ドリヒョウモンの他にメスグロヒョウモンの記録もあ

り， 両種とも，未発表ながら毎年確認されている。こ

の地域は，さらに町田市小山lllJ，相模原市橋本， そし

て，高尾山へとヒョウモン類の確認記録の多い緑地を

西方にほぼ連続して持つことからもミド リヒ ョウモ

ン，メスグロヒョウモンの生息の可能性は高L、。

湘南地区

今回の報告でミドリヒョウモンの記録がもっとも多

三浦半島地区

筆者の一人，西村の観察によれば， この地区のミド

リヒョウモンの記録は1970年代前半より見られるが，

そのほとんどが秋期のもので，汚損の状態も著しい個

体である。過去の記録および新成虫の記録がほとんど

ないことから当地区での生息の可能性は低い。また，

メスグロヒョウモンについても向線，現在では生息の

可能性が低L、もので ある。高桑正敏氏の私信によれ

ば，メスグロヒョウモンは，1960年代前半には， 三浦

半島基部においては，生息していたと言う。しかし，

現時点では，それらの生息地は宅地造成等による環境

改変で見る影もないとL寸。

まとめ

各地区のミドリヒョウモン，メスグロヒョウモンの

生息状況を把握することにより ，それぞれの生息推定

域を設定した。この地域はミ ドリヒョウモンでは，麻

生区黒川 相模原市橋本一愛川町八菅山 厚木市七沢

一平塚市土屋一中郡大磯町を境界とする，それ以西で

ある。また，メスグロヒョウモンについても，ほぼ同

様の生息、：域を示すが，それらから大磯丘陵を除くもの

とする。従って筆者らは，この生息推定域以東で椛認

されたミドリヒョウモン，メスグロヒョウモンにつL、

ては他地域からの移動と考え，さらに記録の集積を行

うことにより今後の検討資料としたい（図2参照〕。

なお，本稿を草するに当り ，貴重な記録を提供され

た以下に示す方々，また， ヒョ ウモン類の生息状況を

お知らせ下さ った，高桑正敏，伊藤正宏の両氏には紙

面を借りて深謝したい。

（アノレファベッ ト）｜国，敬称略〉

深谷昭腐， 波多野収三，平井信明， 石渡裕之， ;ft~~J
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康樹，小室Mf一，久保浩一， 光山昌宏，中村進一，岡 福田｜靖夫他 1983 原色日本1捺類生態図鑑cJI)，保
部洋一，竜崎大布ll，佐々木彰，渋谷誠，多田内修，武 育宇上，大阪．

国政弘，津久井不二雄， 脇ー虫fl，波弘，山内達也 緑区自然保護懇話会 1984 赤田通信 （25).

三浦半島昆虫研究会 1978 三浦半島の蝶，横須賀市

参考文献 博物館研究報告（24): 25. 

日浦 勇 1973 海をわたる蝶，1...'f樹書房，東京． （西村正賢 ・岸一弘・神部昭夫 神奈川昆虫談話会〕
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神奈川自然誌資料 9: 67～74, Mar. 1985 

此之間沢におけるライト・トラ ップによる

毛麹目 （昆虫〉の採集結果 ：第三報

小林峯生

Third Results of Trichoptera (Insecta) Collecting with Light Traps 

at Konomazawa, Tsukui-machi, Kanagawa Prefecture 

Mineo KOBA y ASHI 

も少なL、。いずれにしても，このl時期に羽化最盛期に

はじめに 達する極がないことを示している。

1982年から1983年にかけて，此之間沢で実施したラ 2〕5月29日〔図2〕

イト ・トラップ採集結果から得た毛遡目相の解明は， 出現総例体数1,014点で， Hydropsychidae2種，

本誌4号と5号に報告した。1984年も引き続き，4月 Psychomiidae 1種，St巴nopsychidae1種， Philopoー

から10月にかけて定期的に7巨l，前々固と同じ地点 tamidae 1極， Polycentropodidae1種， Phyacophil卜

で，同じ方法を用いて採集をおこなった。その結果を da巴 4極 〔このうち 1種は雌のため種不明）， Glo-

まとめることができたので，ここに報告する。なお， ssosomatidae l種，Lepidostomatidae1種， Limne-

3年間を通しての各種の季節的変化や優占種などの解 philidae 1極， Molannidae1種， Ca!amoceridae1種

明は別の機会に報告する。 （雌のため磁不明），Leptoceridae 2穫の13科18極が出

現した。この結果を1982年5月の結果8科22鹿，1983

採集結果および考察 年5月の結果11科17種と比較すると，それほどちがし、

1984年度は4, 5, 6, 7, 8, 9, 10の各月1回 がない。出現個体数が調査期間中， 最多であるにもか

ずつ定期的に採集を実施した。今までの調査では， かわらず額数が少ないことは， この時期が羽化最感期

1928年には12科19属35種，1983年には13科19属35種の にあたる種が多いことを 示している。Hydro戸syche

毛麹目の生息が， それぞれ確認されたが，今回の調査 uhne円， Sortosakisoensis, Rhyacophila in。ηtakanta,
では15科24属43種〔表 1）が確認できた。この結果を Dinarthrodes bψertita, Goera ja戸onicaなどがその

前2年間の調査結果と比較すると， 科数，属数，種数 例である。この現象は1982年および1983年の5月の調

ともに増えている。このことは， 一地域における昆虫 査結果にもあらわれている。

相の解明であっても，長期間にわたって調査を試みる 3〕6月28日（図3)

必要があること を示唆している。 出現総個体数537点で， Hydropsychidae3 fill, Psy-

月別の種構成を検討すると次の通りである。 chomyiidae 1種， Stenopsychidae1麓， Philopotami

1) 4月28日 （図 1) dae 2極， Rhyacophilidae5種〔このうち 1種は新種，

出現総個体数21点で，Hydropsychidae1穫， Rhya もつ 1極はi協のため種不明〕， Glossosomatidae1極

cophilidae 1種， Glossosomatidae2種， Limnephiliー （仰のため極不明）， Lepidostomatidae 2種，Goeridae

dae 1種， Phryganopsychidael程の5科6種が出現 l種，Molannidae1種， Leptoceridae4極（このう

した。この結果を1983年4月（1982年4月は採集しな ち2種は新種）の10科21穫が出現した。 この結果は

かった〉 の結果，8科12種と比較すると科数，種数と 1982年6）＇）の結果9科17種と， それほどちがわない

67 



Spe仁ico nern巴 ｜ハ＂＇ ト • ＂／ . Juu , Jul 八uu Se l’ じ仁1

llYDROPSYC¥11 DAE 
llydrnpoyche ulmcci ． ． ． ． ． ． ． 
巳工三与＇－＇ ． 
llydrnp,ychede> hccvilinento ． ． ． ． 
llydrnmon l仁＂＇ 記』豆三L ． ． ． 
PSYC¥10'1Y It DAE 
P>ychomyia mocieil,,c ． ． ． ． 
Ti nod巴， ep IF I ． 
5「ENOPSYCll IDA E 
Stcnop'y亡he marmor日t0 ． ． ． ． ． ． 
lヲl11 LOPOTA'1 t DAE 
Sonoen ki>oen>i> ． ． ． ． ． 
S ba ba i ． 
S. 'P I Fl ． 
POLYCENTI<OPODI DAE 
Plectrncncmia tochimotoi ． ． 
P.op (Al.IF) ． 
ド只rI円I.IM F) ． 
RllYAC:OPlllLIDAE 
Rhyacophila b•·cv icc ph a lo ． 
~－型巴＂－＂－ ． ． ． ． ． 
出.：L-mo叶 akanta ． ． 
Rhy modeota ． ． 
~－巳民主主竺 ． ． 
巴主同 trn亡ta ． 
目立yamanakaenoiち ． 
主：工叩 （AI. I Fl ． ． 
竺Z叩 !RI.IM. Fl ． 
llimalopoychc japonica ． ． ． ． 
A'ilochocema out>lrnnurn ． ． 
G LOSSOSOM AT I l〕AE 

Glo;,oooma inopo ． ． ． 
G 'umitaen'i' ． ． ． ． 
G.>p. IF) ． 
LEI' I DOSTOMAT I llAE 
Dinanhrnde> bipcctita ． ． ． ． ． ． 
IJ nu k司birae日，，， ． ． ． ． 
ll_ · ;2旦起と~ ． 
LIMNEPlllLIDAE 

Apatana abeccan> ． 
Neophy I ax mui nenei; ． 
GOER I DAE 
Cocca japonica ． ． ． ． ． ． 
PHRYGANOPSY仁日IDAE 
Phcyganop;yc h巴iatipcnn<S ． ． ． 
MOLANNIDAE 
Molanna falcata ． ． ． ． ． ． 
CALAMOCER I DAE 

Phabd仁cce; 'P (Fl ． 
LEPTOCERIDAE 
Leptocecu; complicatu; ． ． 
L.'P' IA I, IM I ． 
L->p IBl,IM,FI ． ． 
Tciaenodeo ;p IF) 

Oec巴ti> ;p IM, F) ． ． 
My;tacides awcca ． ． ． ． 
llYDROPT IL !DAE 

虫生笠旦l主笠旦主主~ ． ． 
表1 調査期間中の採集結果， ．採集
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Species nam巴

HYDROPSYCHl lDAE 

Hydropsyche己主立

RHY A CO PH lL l DAE 

Hi.malopsyche ~三主

GLOSSOSOMAT IDA E 

Glossosoma sp. 

G. rnops 

LlMNEPHlLlDAE 

位竺豆旦主立主工主旦三

PHRYGANOPSYCHlDAE 

Phryganopsyche ~旦巴旦三

。 2 '• 

図1 4月28日に採集した種と個体数．・・（＇.），仁コ♀

6 

Specie> name 0 2 品 6 8 JO 12 1'o !h 18 20 22 2'' 26 28 )U 

HYDROPSYCH I DAE 

也生並立生~ ＂－＇－旦主 L

也主~生誕竺区三斗~旦

PSYCHOMJ I DAE 

竺丘旦旦記旦旦主主主主

STENOPSYCH 1 DAE 

~立己主 marm。rala
PlllLOPOTAMIDAE 

Sortosa k1socnsis 

POLYCENTROPODI DAE 

Plcctrocncmia tochimritoi 

RllYACOPll IL IDAE 

堕担竺世立旦 堅生~

""Y・出立旦

""Y_.montokaoto 

堕J'-'P・IA) 

GI CSSOSOMAT!DAE 

Glos sos。ma sumitaensis 
LEP IDOSTOMATI DAE 

~竺竺坐竺 主丘三主主

LIMNEPHILIDAE 

位主旦旦 己主~三

GOER I DAE 

竺竺旦 主巴己主主

MOLANNIDAE 

Molanna falcata 

CA!.AMOCER I DAE 

Rhabdococa> 'P 

LEPTOCER I DAE 

~豆旦竺竺主主旦

生旦主主主 2旦己主ど旦Z

図2 5月29日採集した種と個体数 ．．合，仁コ♀

’，， 

"' 39 
'•7 

58 

39 

97 

80 
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が， 1983年6月の結果6科9種と比較すると科数，極 ており，大きな差がある。この調査期間中，最も多く

数ともに大きな差が見られる。出現総個体数は5月の の種が出現した｜時期であるが，出現総個体数は，最も

それと比較すると多くないが，種数が増えていること 少ない4月〔21点〉と最も多い5月〔1,014点〕 を除く

は，毛麹目を構成している多くの種はこの時期以後が と，各月の出現個体数は，それほど多くなく， 羽化最

羽化期であることが推定できる。 盛期とJ1t定できる種数も少ない。しかし， Hydroρsyi

4〕7月31日〔図4〕 che ulme円だけは 5, 6の各月に続いて異常と思わ

出現総個体数417点で， Hydropsychidae 3種，Psy れる程の個体数が出現している。

chomyiidae 2種（このうち 1種は雌のため程不明〕， 5) 8月28日 〔図5)

Stenopsychidae 1種，Philopotamidae2種〔このう 出現総個体数655点で， Hydropsychidae3種， Ste

ち1種は雌のため種不明）, Polycentropodidae 2種 nopsychidae 1極，Polycentropodidae1種，Philo-

（このうち 1種は新種，もう 1穫は雌のため種不明〕， potamidae 1極， Rhyacophilidae2種， Glossosomat巴

Rhyacophilidae 5種，Glossosomatidae2種， Lepi- dae 1極，Lepidostomatidae2種， Go巴ridae1種，

dostomatidae 2種， Goeridae1種， Molannidae1穣， Molannidae 1極，Leptoceridae 2種〔このうち 1種

Leptoceridae 3種（このうち 1種は新種，もう 1種は は新種〉の10科15極が出現した。この結果は1983年8

雌のため種不明）, Hydroptilidae 1種の12科25種が出 月 (1982年は採集せず〉の結果10科13種とあまりちが

現した。この結果を1983年7月 〔1983年は採集せず〉 わない。ここでも Hydropsycheulme門の異常とも思

の結果7科15種と比較すると，科数，種数ともに増え われる程の個休数の出現が続く。
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6〕9月28日（図6) Stenopsyche marmorata, Goera juρonicaの出現個体

出現総個体数748点で，Hydropsychidae2種，Psy』 数が異常な程多L、。

chomyiidae 1種， Stenopsychidae1種， Philopotami- 7〕10月18日（図7)

dae 1種，Phyacophilidae4種，Glossosomatidae1 出現総個体数583点で，Hydropsychidae1極， Ste一

種，Lepidostomatidae2種， Goeridae1種， Phry nopsychidae 1極，Rhyacophilidae4稜， Glossoso-

ganopsychidae 1種， Molannidae 1種， Leptoceridae matidae 2穣， Lepidostomatidae1種，Limnephilト

l種（雌のため種不明），Hydroptilidae 1種の12科16 dae 1種，Goeridae1極， Phryganopsychidae1極，

種が出現した。この結果を1982年9月の結果6科8種 Molannidae 1種の9科12種が出現した。 この結果を

と， 1983年9月の結果6科8穫と比較すると，いずれ 1982年10月の結果4科5種と1983年10月の結果2科2

の年よりも，科数，種数とも多く出現している。 ま 種と比較すると，科数，種数ともに多く出現してい

た，出現総個体数は1982年9月および1983年9月の出 る。出現総個体数も1982年と1983年よりも多い。特に

現総個体数と比べて多く，特に Hydropsycheulineri, 9月と同じように，Hydropsycheulmeri, Stenopsyche 
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の個体数が異常に多い。これら 3種の出現個体数の異 どの種をあげることができる。これらのうち， 1982年

常に多いことについては， 1984年の夏期気澗が1982年 と1983年の調査においては，多数の生息が確認されて

と1983年の夏期気温より高かったためと思われるが， いた Hydroρsychenakaharaiが， 今回の調査では全

詳細については別の機会に報告する。 く見られなかった（同定の誤りではなしウ。今まで生

息、が確認されていたが， 今回の調査で生息が確認でき

種の変動 なかった他の種も含めて，この現象がどんな要因によ

3年間の調査で，此之間沢には 15科56陸の毛旭日 るものか， 今後の調査がまたれる問題である。毛主翌日

が生息して いることが確認できた。 これらのうち， を構成する種の幼虫には，幼虫期が2～3年におよぶ

Sortosa babai, Rhyacophila niodesta, Rhy.何 tracta, ものがあることから考えて， 今回の調査で生息が確認

Rhy. yamanakaensis, Dinarthrodes nukabiraensis, できなかった種は，ちょうど羽化年に達していなかっ

Phrygano戸sychelatipe抑制S は，今回の調査で初めて たものとも考えられる。いずれにしても，この問題は

生息が確認された種である。 毛麹目の成虫の飛f~l力は 毛麹目相を解明するためには，さけて通ることのでき

~~h 、が，それでも 1 km以ヒ飛期することが知られてい ない研究課題である。

るので，初めて生息が確認された穫は，；析しく調査地

附近に移動して生息を始めたものとも考えられる。 おわりに

1982年と1983年のいずれかの年には生息がli'{ii認され 此之間沢で3年間にわたって長期採集を実施し， 各

ていたが，今回の調査では採集できなかった極として 年ごとに，毛麹目相の種構成について一応解析をおこ

Hydropsyche nakaharai, Diplectronia kibueana, Ste- なってきたが， 今回の調査をも って不十分ながら終る

nopsyche ulmeri. Rhyacoρhila articulata, Phy. nigro- ことにする。各種の出現と気瓶の関係，季節的変化，

cψhala, Rhy. clmens, Dinarthrodes jaρonica, D. イ憂占種の判定，幾つかの種に見られる異常な多発現象

satoi, Nothopsyche pallψes, Limnephilus jaρonicaな など，解明しなければならない問題が多く残されてい
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る。これらの問題については， 今までに得たデーター による毛麹目の採集結果 ：第一報．神奈川自

をもとにして機会があることに研究を続け発表してゆ 然誌資料，〔4〕：31～36. 

くことにする。 一一一一一 1984 向上．第二報 神奈川自然誌資料，

終りにあたり，調査期間中いろいろと便宜をはかつ (5) : 27～32. 

てくださ った此之間沢キャンプ場支配人井上勝夫氏に 谷間一三 1982 灯火採集によるト ピケラ成虫の程煩

心から御礼申し上げる次第である。 相と季節変化．石川県白山自然保護センター

研究報告，8:15～29. 

文 献 （神奈川県立博物館〉

小林峯生 1983 此之間沢におけるライ ト・トラップ
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神奈川自然誌資料 6: 75～78, Mar. 1985 

イネネクイ ハ ムシの横浜からの記録

高桑 正 敏

A New Record of Donαciαρrovostii F八IRM

(Coleoptera: Chrysomelidae) from Yokohama City 

Masa toshi T AKAKUW A 

イネネクイハムシ Donacia1うrovostiiFA 11tMAlRE は

イン ドシナから日本，東シベリアにかけての広い地域

に分布するハムシ科甲虫であるが，神奈川県下におけ

る従来の記録は少なく，養老（1958）による鎌倉市

（鶴ケ岡八幡宮源氏池）と平野 (1966）の小田原市富水

の2例を知るにすきない。筆者は1984年，横浜市内に

おいて多数の本種を確認することができたので，若干

の知見を混じえ，ここに報告しておきたL、
採集記録 ：6合合6♀♀，横浜市中IR三渓園，1. 

VII. 1984，高桑採集，多数目撃，多数，同， 3.VII. 

1984，秋山秀雄 ・高桑採集；多数，同，24.VII. 1984, 

高桑目撃．

標本は小宮義時｜専士，平野幸彦氏のほか，神奈川県

立｜専物館新井一政氏ならびに筆者が保管している。

形態は個体差が著しく ，体長は5.6～8.0mrn，上勉低

金銅～緑金～紫金～紫藍～青藍色の金属光沢を帯び，

上勉端はややま＇i／・めに切断状，内角は狭く丸まるか，多

少とも鈍く短く突出し，外角は明らかに丸まる。

三渓園における生息地は，ハス池とその隣接池，な

らびに内苑の池だけに限られており， 個体数が多いの

はハス池だけであった。

本種の食草としては，イネ，ヒツジグサ，ジュンサ

イ，コウホネ，ネムロコウホネ，ヒメコウホネ，ヒノレ

ムシ ロ属の1種，スイレンなどが知られているが，当

地においてはハスを好んで、食すほか， スイレンの葉上

からも成虫とともに本種のものと恩われる後食跡が少

数ながら確認できた。ハスは，水面より上に出ている

紫についてはま ったく後食跡が見当らず， 水面に浮い

ている葉のみを食しているものらしい。なお，本種の

食草と してノ、スが報告されるのは， 今回が初めてであ

るとL、う。

また， 養老 (1958〕により生息、が知られた鎌倉市源

氏池では，その後発見されないことから絶滅したので

はないかとの推測もあったようだが， 1984年に次のよ

うに再確認できたので，ここに併せ報告しておく。

採集記録： 3合合1♀，鎌倉市鶴ケ岡 八幡宮源氏

ttlJ, 10. VIII. 1984，高桑採集

当地の個体もハスを後食していたが， ；岸辺から見る

限りにおいては，三渓園と比較すると個体数はかなり

少ないもののようである。

三渓園での発見を機に，本種の生息、状況の確認に心

掛けたところ，はからずも鎌倉での再確認となり，ま

た，個体の確認こそできなかったが，横浜市旭区内の

池でも本種のものらしし、後食跡が見つかった。これら

のことから判断すると，神奈川県下にはまだいくつも

の生息地が残っている可能性も考えられる。各地の池

沼が開発される前に，ぜひ調査をお庫品、したい。

この小文を記すにあたり，東京大学医学部の小宮義

郎｜専士に校閲をいただいた。 また， 秋山秀雄氏には三

渓国での調査の同行を願い，三渓園の岡野正文氏には

園内での調査に多大な便宜を賜わり ，神奈川県立博物

館の井上久美子氏には写真原稿の作成でお骨折りいた

だいた。末尾ながら厚くお礼申しあげる。

参考文献

平野幸彦 1966 西i+ll地方産ハムシ類についてV 村1

奈川虫報，（21): 8 10. 

1981 神奈川県の甲虫，ハムシ科．神奈川

県昆虫調査報告書： 340 357 c神奈川県教育
委員会〉．
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医11 三渓園のハス池のハス

図2 7)<_商に浮ぶハスに集まったイ ネネクイハムシ
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図3 イネネクイハムシと後食跡（左上方の黒色部〉
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通恥

図4 交尾するイネネグイハムシ（＼、ずれも三渓園にて， 3. VII. 1984撮影）
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KIMOTO, S. 1983 Revisional Study on Megalopo- に関する研究1 1979～1980年に得られた分

dinae, Donaciinae and Clytrinae of Japan 布と生活上の知見．大阪市立自然史博物館研

(Col巴optera:Chrysomelidae). Ent. Rev. 究報告，（34〕：27-46.

Japan, 38 : 5 23, figs. 養老孟司 1958 三浦半島のハムシ（I). Insect Mag 

木元新作 1984 原色日本甲虫図鑑 (IV），ハムシ科： azine, (41) : 15 22. 

147～224, 16 pis. （保育社〉 〔日本鞘麹自学会〉

野尻湖昆虫クソレープ 1981 日本産ネクイハムシ亜科
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神奈川自然誌資料 6: 79～80, Mar. 1985 

続・道志川此之間沢で採集されたカワゲラ（積麹〉目

内田臣

Additional Plecoptera (Insecta) Collected at Konomazawa, Tsukui machi 

Shigekazu UCHIDA 

前報（内圧I,1984〕に引き続いて，灯火採集により 1 '614♀，28. VIII. 1984. 

1983, 84年に道志川此之問沢て、採集されたカワゲラ 1~1 Kamimuria tibialis (PrcTET）カワゲラ 2合3♀，

成虫の同定結果を報告する。前報と同様，採集データ 21. v. 1983; 2♀，29. v. 1984; 1♀，28. 

その他については小林（1984, 1985）の報文を参照さ VI. 1984 

れたし、。長期間にわたる貴重な採集品を検討する機会 K. tibialis f. uenoi (Kmrno）カワゲラ上野型 1♀， 

を与えられた神奈川県立博物館小林峯生専門学芸員に 28. IV. 1983; 1合，29. V. 1984 

深く感謝する。 Paragnetina sp.クラカケカワゲラ属の一種.103♀， 

28. VIII. 1984. 

Peltoperlidaeヒロムネカワゲラ科 Neo戸u’lasp. 1 ( = N. geniculata：内田， 1984），フタ

Nogiperla jaρonica OKAMOTO ノギカワゲラ 1♀， ツメカワゲラ属の一種.21合3♀，21.v. 1983; 

30, VII. 1984. 1 CS', 29. V. 1984; 2♀，28. VI. 1984. 

Perlodidaeアミメカワゲラ科 N. sp. 2，フタツメカワゲラ属の一種 1♀，30, VII. 

Stavsolus ja戸onicus(OKAMOTO）ヤマトアミメカワゲ 1984 

ラモドキ．1 o, 21. V. 1983. Chloroperlidae ミドリカワゲラ科

Ostrovus mitsukonis (OKAMOTO et KoHNO〕コグサア Su叩alliasp. ミドリカワゲラ科の一種． 3♀，28. 

ミメカワゲラモドキ．2♀，21. V. 1983; 1♀， VI. 1984. 

29. V. 1984; 5♀，28. VI. 1984. Chloroperlidae gen. sp.ミドリカワゲラ科の一種.1 

!so戸er/aasakawae Kmrno アサカワミドリカワゲラ ♀，28, IV. 1983; 1♀，29. V. 1984. 

モドキ. 2♀，28. VI. 1984 ; 9♀，30. VII. 1984. Nemouridaeオナシカワゲラ科

Perlidaeカワゲラ科 Amρhinemura zonata〔OKAMOTO〕－フサオナシカワゲ

Acroneuria jouklii KLAPALEK ジョウクリカワゲラ． ラ属の一種 1合2♀，28.IV. 1983. 

2♀，29. V. 1984. N仰 iouraasakawae K01-1Noアサカワオナシカワゲラ

Niponiella limbatella KLAPALEKヤマトカワゲラ 1 1合6♀，28.IV. 1983. 

♀，29. V. 1984. N. fulva (SAMAL）オナシカワゲラ属の一種． 2合3

Gibosia hagiensis (OKAMOTO）キアシクロフタツメカ ♀，28. IV. 1984. 

ワゲラ.9♀，30. VII. 1984. N. sp.オナシカワゲラ属の一種目 2♀，29.v. 1984; 

G. hatakey山河ae〔OKAMOTO〕キフタツメカワゲラ．1 2 o, 28. VI. 1984. 
♀，28. VI. 1984; 1 018♀，30. VII. 1984 ; Leuctridaeハラジロオナシカワゲラ科

1♀，28. VIII. 1984. Rhopaloρsole sp.ホソカワゲラ属の一種目1 o, 28. 
G. thoracica (OKAMOTO）オオメフタツメカワゲラ． IV. 1983. 

1合，28. VI. 1984; 1合30♀，30. VII. 1984 , 
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文 献 による毛麹目（ll'.虫〉の採集結果（第三報〉．

小林峯生 1984 此之問沢におけるライト ・トラ ップ 神奈川自然誌資料，（6): 67～74. 

による毛麹目〔昆虫〉の採集結果 （第二報〉． 内問庄一 1984 道志川此之間沢てや採集されたカワゲ

神奈川自然誌資料，（5): 27～32. ラ（禎麹〕白 神奈川自然誌資料，（5) 26. 

小林司令；生 1985 此之間沢におけるライト ・トラ ップ 〈東京都立大学理学部自然史研究室〕
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酒匂川で採れたリンゴガイについて

石原龍 雄

On Amρullarius Collect巴dat Sakawa Riv巴r,Odawara 

Tatsuo ISHIHARA 

1984年8月8日に，酒匂川下流において，みなれぬ 11月2日に猶匂川で採集した卵塊を，約20。Cの室内

タニシの幼貝を採集した。この採集地は， 1981年より においたところ，殻径2.0～2.3mmの稚貝を得た。ま

定期的に観察を行なっており ，今回始めて出現したも た，成貝を 18～20°cで飼育したところ， 11月18,29 
のと思われる。その後の調査で成貝を得て， 俗にジャ 日に産卵した。養殖関係の資料によれば，本種の繁殖

ンボタニシ，リンゴガイと呼ばれているものであるこ 力は旺盛で，生息水温の下限は 2°C ともいわれ，酒

とがわかった。これらは， 熱帯，亜熱帯地方の原産と 匂川での定着の可能性は強＼'a問題は， 台湾で養殖場

いわれ，生育が早く，味も良好で，しかも野菜くずな から逃げだしたものが繁殖し，稲を食害したことから

どで簡単に飼育できるという ことから，ー近年養殖が盛 養殖禁止となったことで，日本でも被害を懸念する声

んになっている。園内ではすでに数百社の養殖業者が がある。

あるともいわれ，箱根でも温泉の余熱を利用した養殖 今回酒匂川に出現した場所は，上流に瀬があり ，こ

が試みられている。現在，ジ ャンポタニシに関する資 こ数年の増水の状況から，自然状態でb水田地帯に侵入

料は養殖に関するものばかりで，産地，種名について する可能性は少ないと思われる。しかし，何らかの方

はかなり混乱している。酒匂川に出現したものは，ア 法で＇＇＊岡地帯に侵入した；場合に は，＊温は低いもの

ノレゼンチン原産のラプラタリンゴガイ Anψulla門仰 の，筈貝となる可能性が全く無いとlh、えなL、。

日isuよ＇arusではないかと思われるが，確定するに至っ 養殖の普及に伴い， こうした逸出，野外繁殖の例

ていない。 は，ますます増えると思われ，今後の調査の進展のた

採集された貝の最大の個体は，殻径5lmm，殻i¥ili57mm めに，｜折片的な観察であるが，ここに報告させていた

（図1〕であった。8月8日にはすでに卵塊が認めら だく。おわりに，御多忙のなか，リ ンゴガイについて

れ，水面上20～socmのアシの茎，コンクリートに，鮮 お教えいただいた，東海大学海洋学部波部忠重教授に
桃色の卵塊（図 I，右〕が産みつけられていた。卵径 厚く御l礼申し上げる。

は2.5～3mm，大きな卵塊では約500個の卵数をみた。 （大涌谷自然科学館）
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横浜市内沖積層産のニホンジカ下顎骨化石について

山口 佳秀・松島義章

Fossil Mandible of D巴erfrom the Alluvial Deposits in Yokohama City 

Yoshihide y AMAGUCHI and Yoshiaki MATSUSHIMA 

1984年10月10日，横浜港！こ近い横浜市中区太田町6

丁目のカネオカヒソレ建設に伴i＇， 深度約39m地点の砂

傑層から，保存のよいニホンジカ Cervusni仲on

TEMMINCKの右下顎骨化石が産出した。 また， 同地

点の沖積層からは多数の貝化石も得られた。これらの

資料は，横浜港の南西側に広がる大岡川低地の沖積層

を解明するー資料として貴重であることからあわせて

記録しておく。

図1 化石産出地点

化石産出地点の地質

カネオカヒソレ建設工事に伴う 2本のボーリングとそ

のコア，さらに現地調査から化石産出地点の地質につ

いて簡単に述へる。

シカの下顎骨化石と貝化石を含む本地点のいわゆる

沖積層は，約42mの厚さを示す。本層は層相から上部

の砂際層，中部のシノレトないし泥質シノレト層，下部の

泥炭 J~i ， 最下部の砂際層に大別できる。 その基盤は固

結度の高い砂岩で，横浜港周辺の台地に露出する上総

層群と考えられる。

沖積層の各層の特徴は次のようである。

上自nlの妙、1深層は層厚約13mで， Cobble大の円傑を主

体に所々に粗lr少ないし泥の薄層をレンズ状に挟む。機

種は緑色凝灰岩，硬砂岩，粘板岩，閃緑岩である。本

層中にはマガキ，タマキビ，オオヘピガイなど岩礁底

性貝類が多く含まれる。特に地表から－4.0～－4.5m

の層準で著しい。本層の下自llJ習準より円磨された古墳

時代の五鎖式土器が得られた。この土器の産出からみ

て本｝習のlit'f.長は古墳時代以後のものといえよう。近接

する中区海岸通りの上部砂磯層より得られた貝化石の

1560土9Ql4c年代（松島 ・1973〕からもその可能性が
5郎、。本周から得られた貝化石については次章で述べ

る。

中部のシノレ トないし泥質シノレト層は22～23mと厚

い。全体に軟弱て、暗青灰色を呈し，貝殻をよく合む。

若干の腐縞物もみられるが下位の層準ほど多L、。コア

から確認された貝化石の種頒は， 17.40～ 17. 45m 

のシノレトではイ ヨスダレ， シズクガイ ， -22.15～－ 

22. 45mの泥質シノレ トではシズクガイ，チヨノハナガ

イ，一32.00～ー35.45mの砂質シノレトではヒメシラト

リ，ムシロガイである。これら確認された本層中の貝
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類の生態的特徴は，下位層準のヒメシラトリとムシロ

ガイ以外，すべて内湾の潮下帯泥底！こ生息する強内湾

性種で占められている。

下部の泥炭庖は黒灰色の泥炭からなり厚さ約l～1.7

mを示す。その下の最下部の砂磯層は，上自！）の1山深層

と同様に Cobble大の円礁からなり，厚さ約3m前後

である。

本層中には 若干の 貝類（オオへビガイ ， イタヤガ

イ，図版2-5b，図版3-1〕化石のほかにニホン

ジカ下顎骨化石が含まれていた。オオへピガイ ，イタ

ヤガイの岩礁｜生貝類を含む本層は海成庖と考えられ，

この海成砂l派層中よ り陸上動物のシカの化石が店主出し

ている。したがって，このシカの化石は陸上かのら流

れ込みにより耳l：積したものといえよう。

以上，木地点のいわゆる沖積層の形成年代を周相か

ら大胆に推定すると，最下部の砂礁層と下部の泥炭層

は更新世最末期lの海成層とそれを覆う汽水性ないし沼

沢地の椛積物であろう。中部のシノレ ト庖，上部のi沙礁

層は完新世の海成層となり，大岡川低地：こ峨積する桜

木町層である。本周は東京の下町に広く分布する有楽

町層に対比される。また，桜木町庖直下の泥炭層と砂

機層は有楽町居の下位にみられる更新世最末期の七号

地層 （青木 ・柴崎， 1966）に対比される可能性が強

い。なお，本！習の詳しい年代については，現在，泥炭

の14c年代測定を依頼中である。

上部砂際層の員化石について

Cobble大の円傑を主体とする上部砂際居中には比

較的保存のよい貝化石が含まれている。今回のヒソレ工

事では地表から 5mまで掘り下げられて出現した露頭

に貝化石がかなり よく含まれていた。特に－4.0～

4.5の層準には厚さ10:m前後でふマガキを主体とする貝

殻層が扶在していた。 この貝化石層から得られた貝類

は巻貝13種， 二枚貝12種の計25種である（表1）。

化石層の特徴種は礁に付着したマガキのほかにコシ

ダカガンガラ，スガイ ，オオヘピガイ，イシダタミガ

イ，タマキビガイ，ムギガイ ， イガイ ， ウチムラサ

キ，クチノ〈ガイなど岩礁ないし岩礁底に生息する種が

多い。 ハマグリ ，アサリ ，カガミガイ ， ヒメシラト

リ，イボキサゴなどの内湾の砂底lこ生息する極もみら

れるが，それらは前者と比べるとそれほど多くない。

したがって，本層の貝類は上部砂礁尼lが的被していた

時Jここの場所で生息していたものが主体となっている

ことを示す。

本地点から約lOOm東側の神奈川県立博物館におい

ても，上部J沙機庖からマガキを主体にオオノガイなど

からなる貝化石が産／）jして いる 〔松島，1969）。 それ

らはその産出層準からみて，ほぼ同年代に生息してい

た貝類であるといえよう。このような種構成からなる

岩礁性貝類は現在の横浜港付近では全くみられず，＊

京湾でも湾口部にあたる横須賀市観音崎から久里浜，

さらに三浦海岸付近で生息している。上部の砂1深層の

堆積当時の海況をこの貝化石から推定すると，現在よ

り相当に外洋水の影響を強く受ける環境にあったこと

を示唆する。

本層の形成年代については，この貝化石によるHc 
年代測定を依願中であるが，間接均な資料として前述

のように， 本1雪の下官i)J雷準－4.5m付近の機居中から

古墳時代前期の五領式土器片（図版4 8〕がみつか

った。この土器の年代から推定すると， 上高i)l沙礁周は

約1500年前以降に形成されたと考えられるが， 詳しい

報告は14c年代測定が得られてから論じたい。

シカ化石の記載

ニホンジカ Ceiψ川 町ψ戸onT.cMMINCK 〔図版 1)

産地；横浜市中区太田町6丁目79 カネオカヒソレ

東径139°38’28ヘ北＊i¥¥35°26'45＂， 海抜 34～－35m
最下部i山深層

採集年月日 ； 1934>1~ 10月 10 日

採集者：星野正夫

標本番号， KPMG-63 2 7 

この標本は，横浜市中区太田町6丁目，カネオカビ

ノレ建設に伴い，ベノト工法による基礎工事の際に地表

から 38～ 39m地点 （海抜 34～ 35m）の砂l僚と

一緒に掘り出されたもので，同現場にて作業中の星野

正夫氏が採集した。

下顎骨体は， l三｜幽〔第 1前臼歯Pm1～第3臼歯MJ)

を残植しており，これらの臼歯を保存するかのように

その部分だけの骨質部が残存している。下顎骨体高は

M Iて＇34.Smm，下§'fi骨体厚は15.0"1皿である。

各臼歯のu交粍状態は， 舌側から頬側にかけて桜微に

傾き，日交耗度合は強い。歯冠上面のI攻合部はし、たって

平滑にH交耗されているが，特に第 1臼歯は歯冠4安部近

くまで磨粍が及び，舌側後縁と頬側前縁は歯根上部に

まで磨耗が達し，口火合商は皿状にくぼんでいる。

各臼歯の歯冠長，l者冠幅，歯冠高は次の通りである。

歯冠長 f弱冠幅歯冠高（好1側〕m

第1前臼歯 7. 0 11目2 7.5 
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第 2rw・臼幽 7.0 13.0 6.5 

第 3 // 10. 0 15. 8 6. 5 

第 1臼歯 10. 0 17. 2 0. 0 

第 2 // 10. 5 19. 0 7. 2 

第 3 // 11. 0 24. 0 12. 0 

これらの所見から， 1982年8月2日，丹沢山塊中津

川上流で捕獲されたニホンジカ（体長 1700rnm，肩高

1040剛の却，推定年齢4～5歳の成獣で丹沢産の個体

のうちでも大型のもの）の右下顎骨（下顎長235rnm,

下顎宵体高（Mr)32.0rnm，下顎骨休厚14.4rnm，臼歯列

長92.Srnm）と比I絞してみると，化石極は現生のシカよ

りもはるかに大き く，臼歯の磨耗度合から10歳以上の

老獣であったと推定される。

辞謝 本稿をまとめるにあたり，化石標本を採集さ

れ御提供下さったカネオカヒソレ作業所 星野正夫氏，

ボーリング資料並びに貝化石採集に際して御協力いた

だL、た熊谷組横浜支店カネオカヒソレ作業所 芝田吉之

所長代理をはじめ作業所の方々に深く感謝の意を表す

る。当館川口徳治朗主任学芸員には l部砂1深層から出

土した土探について御教示いただいた。

文献

青木滋・柴崎逮雄 1966 海成うl1f｝~i忌ミの層相と細

図3 上部砂陳腐の良化石
マガキを主体とする貝穀が厚さ1o:m前後で狭在する

分問題について．第四紀研究， 5,113-120 

松島義章 1969 横浜市内沖積層の貝化石について

神奈川県立博物館研究報告，（自然科学）l : 

79-96 

松島義章 1973 横浜市内の沖積層の貝化石群集（予

報〉．神奈川県立博物館（自然科学〕，6:7-

19. 

（神奈川県立博物館〉

図版1 下部砂礁層から産出したシカ右下顎骨化石．1 a，匁！｛fti]Xl,1 b：歯冠 ｜二面×1, 1 c：舌側×1.
2：比較標本 ：1982年8月2日，丹沢山塊中津川上流で捕獲されたシカ却の右下顎骨 体長1700rnm,
肩高1040rnm，下顎長235rnm，下顎骨体高（Mi)32. ornm，下顎骨体厚（Mi〕14.4rnm，臼歯列長92.Srnm x 
o. 6. 

図版2 横浜市中区太田町の上f:flli刷機庖の貝化石と下自Ill沙i深層
1.イシダタミガイ Monodontalabia confusa×2 2a, 2b：コシダカガンガラ Omplialiusrustzca 
X2. 5. 3：イ ボキサコ Umbonium 〔Suchium)monilifeγum x 2. 4a, 4b：ホソヤツメ タガイ
Neve門：ta(Glossaulax) hosoyai x 1. 7. 5a：オオヘビガイ Seゆulorbis( Clado戸oma)imb円catus×
o. 9. 5b；オオヘヒガイ 下部砂｛深層×o.9. 6：ムシロガイ Niotha livescens x 4 7：ムギガイ
Mitrella bicincta×4 8：ウミニナ Batilla叩zmultifo抑制sx2.7. 9：アラムシロ Hiniafestiva 
×4 10：アカニン Raρanathomsiana下部砂1深層×o.7. 11：タマキビガイ Littorinabrevicula 
x 4 

図版3 1：イタヤガイ Pecten(Notovola) albicans 下部砂際｝~ X l . 2a：機に付着したマガキ x1 
2b：マガキ Crassostreagigas x 1 3：ナミマガシワ Anomia chinensis x 2 4：イタボガキ
Ostγea dens elamellosa x 1 5，マガキに付着したシロスジフジツボ Ba/anusamphit門＇tealbicos-
!us×4. 5. 

図版4 1：ハマグリ Merotrixluso円。x1. 2：カガミガイ Phacosomajaponica x 1. 2. 3：アサリ Taρes
(Amygdala）ρhitψ戸inarumx 1. 5. 4a, 4b.サビシラトリガイ（両殻） Macoma conlabalata x 1. 3. 
5a, 5b：ヒメシラトリ ガイ〔阿殻） M. incongura x 2 6 ; 7 クチベニデガイ A削socorbulaven-
usta x 2. 7・オオノガイ Mya(Areenomya) arenaria oouogai x 1 8：五領式土器×o.8. 
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表 1 #Ii 浜市 内 沖 積層 の貝 類化 石表

種 名 l山卜oc.2 I t;c. 3 I Loe. 4 I黒田波部川山W
新庁舎共済会館博物館カピネオノカレ生息地の深度l｜ 生息地の底質

GASTROPODA 

Collisella hero/di (DUNKER) コガモガイ r NO 岩礁

C. sp. r 

Monodo目taabio confusa TAPPARONE-CONEFRI イシダタミ ガイ c NO 岩礁底

Omρhalius rusticus GMELIN コシダカカンガラ c NO 岩礁

Umbonium (Suchium〕mo加 ；liferum(LAMARCK）イボキホゴ Nl 妙、底

Lune/la coronata (GMELIN) スガイ c NO 岩礁

Littorina brevicula (PHILIPPI) タマキビガイ c NO 岩礁、

Hom.alaρoma amussitatum〔GOULD) エゾサンショウガイ r Nl 岩礁底

Stenotis cariniferus (A. AoAMs〕 モロハタマキビガイ r N 1 海藻の上，岩礁

Serpulorbis ( Cladopoda〕imbricatus(DuN1rnR〕 オオヘピガイ c c NO 岩礁（固着〕

Batilla円。 multifonnis(L1scHKE〕 ウミニナ r r a NO 内湾，礁底泥底

Australaba戸icta(A. ADAMS〕 シマハマツボ v a r Nl 海藻の上

Proclava lwchi (Pn1LJPP1) カニモリガイ N 1 細l1少泥底

Cerithi川町 kobeltiDUNKER コオロギガイ NO 岩礁、

Neve円：ta(Glossaulax) didyma (Roo1NG) ツメタガイ r r Nl 内湾，籾l砂底

N. (G.) hosoyai KrnA ホソヤツメタガイ r Nl 1沙泥底

Rapana thomasiana CROSSE アカニシ Nl 内湾，泥砂！際底

Thais bronni (DUNKEH〕 レイ シガイ r NO 岩礁

Mitre/la bicincta (GOULD) ムギガイ c Nl 岩砂磯底

Niotha livescens (PHILIPPI) ムシロガイ r r NO～1 砂際底

Hinia festiva (Powys〕 アラムシロガイ r r NO 内湾，砂際底

Nassai ius sp. 1 r 

N. sp. 2 r 

Ri抗1gic叫la(Ringiculi耳α〕doliαγisGouしD マメウラシマガイ r N 1～3 内湾，砂泥底

Decorifer insignis (PrLSBRY) コメツブガイ r NO 細砂泥底

D. matusimana (NOMURA) マツシマコメツプガイ NO～1 内湾，細砂泥底

PELECYPODA 

実ε：〉 Scapharca broughtonii (SornNEcK) アカガイト」
r Nl～2 内湾，泥底



(J:> 

"" 
S. subcrenata (L1scHKE〕

Chlamys nipρonensis KURODA 

Pecten (Notovola) albicans (ScHHOT’Im〕

Anomia chinensis PmLtPPT 

Crassostγea gigas (THUNBEHG) 

Ostrea denselamellosa L iscH 1＜日

Pillucinaρisidium (DUNKER〕

Saxidomusρurpuratus〔SOWERBY)

Meretrix lusoria (RooING) 

Dosinella penicillata (REEV!l) 

Phacosomo jaρonica (REEVE) 

サノレポウ

アズマニシキガイ

イタヤガイ

ナミマガシワ

マガキ

イタボガキ

ウメノハナガイ

ウチムラサキガイ

ハマグリ

ウラカガミガイ

カガミガイ

Veremolpa micra (P JLSBH y) ヒメカ ノコアサリ

Taρes (Amygdala）ρhitψ＇Pinarum (A. ADAMS et. REEUE) アサリ
CaeceUαchinensis (DESHA YES) クチノtガイ

Mactra sulcataria R;;;;vJ<: 

M. veneriformis REEVE 

Macoma tokyoensis MAKTYAMA 

M. ii仰向grua(v. MARTENS) 

M. contabulata〔DESHAYES〕

M. (Rexithaerus〕sectiorQy AM A 

M. sp. 

Fabulica cf nitidula (DuNc1m〕

Tel/inαsp. 

Solen strictus GouLo 

Hiatella flaccida (GouLo) 

バカガイ

シオフキガイ

ゴイサギガイ

ヒメンラトリガイ

サビシ ラ トリガイ

サギガイ

サクラガイ

マテガイ

キヌマトイガイ

Anisocorbula venusta (GouLo〕 クチベニデガイ

Mya (Areenomya〕arenariaoonogai (MAKIY AMA) オオノガイ
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Loe. 3 横浜市中区南仲通5の60 神奈川県立｜専物館新館
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神奈川自然誌資料 6: 93～97, Mar. 1985 

神奈川県座間市域の相模原段丘の地質

今永 勇 ・並木保男

The Geology of Sagamihara Terrac巴inZama City, Kanagawa Prefecture 

Isamu IMANAGA and Yasuo NAMIKI 

が厚くなる現象が見られないが，これは目久尻川の低

はじめに 士山と低地に向かう段丘斜面が発達するためであると考

座間111・は，相模野台地のほぼ中央に位置し，士山形的 えられる。火山灰層中には，東京軽石！習が扶在し，ボ

には，菌から現相撲川により形成された沖積低地，北 ーリンク’柱状図て、読みとれる場合があるほか，例えば，

から伸び市役所付近で沖積層下に埋没する陽原段丘， 栗原下谷の商店街南端の山口誠一氏裏庭のi都民〔図4

キャンプ座間の建物や小田急線座間駅を乗せる中津原 の×印）で，相撲野線層から 330：：皿上に厚さ5cmの三

段丘，TITの中央部を南北に伸びる幅600～900mの座間 浦軽石層，その55cm上に厚さ40C皿の東京軽石j習が観察

丘陵，座間市の東半分をしめる相模原段丘という順に される等，同火山灰層が武蔵野ローム中部層以上にあ

千If状に並んでいる〔図 2)c町田他， 1984・他〉。そし
て，さらに座間丘陵と相模原段丘を侵食して目久尻川

の谷底低地が樹校状に入り込んでいる。座間市域はこ

のように丘陵から低地まで地形的に変化に富んだ地域

である（図 2）。

筆者らは，座間市主義のボーリング柱状図の収集に努

め，今回岡市東半分をしめる相模原段丘の地質につい

て若干の検討を加えたのて芯報告する。

ボーリング資料の収集にあたって多大なご協力をい

ただいた座間市社会教育課，同都市整備部都市計画

課， 同水道部，神奈川県都市部，同相模原土木事務

所，日産自動車株式会社座間工場，その他関係各位，

また資料経理に協力いただいた鞍掛絹子氏に厚くお干し

申しヒげる。

相模原段丘の地質

相模原段丘は，古相模川によって形成された扇状地

性の相模野際層とその上に重なる火山灰層から形成さ

れ，市域では70～SOmの海抜高度を示している（図2,

図3〕。

座間市内の同段丘上部を構成する火山灰層は，厚さ 0 4km 

の厚い（Max.2lm）ところが島状に分布する（図4）。 図1 相模野台地（斜線部〕と座間市域（点線で図ん

また供給源である箱根 ・富士火山に向かつて火山灰層 だ地域）
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図4 相模原段丘火山灰層等層厚線図〔横線域は層厚0～17mの地域〕

〈工

図5 相模野1深層基底面等高線図（数値は海抜m〕
A-A', B-B’は，図6の断面図の位置を示す。
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a：火山灰層，b ：砂際層， c：砂傑混り粘土層，d：粘土層，e：砂混り粘土層，
f：砂層， g：埋土 ・表土

たることを示している。

相模野1深層は，凝灰岩類，1便砂岩，チャートの礁か

らなり，ポーリング柱状図の多くでは， 玉石混り砂｛徐

層と記されている。その頂面は，市北端ても海抜65m以

上，南端で海抜40m以下， 南へ約5.3%oの傾きで低く

なる他，南西に向かう凹士山形が追跡される（図 2）。

相模野1深層の堆積基底面の刊こは，西側の座間丘陵

に沿って南から南東に続く谷地形が存在し，その谷底

の海抜高度は， ・m内北端で約35m，南端では 5m以下

96 

にまで低下する（図5〕。 この谷地形を埋め尽して広

がる相模野際層は，！傑層の最も厚い所でト45mlこ達して

L、る。また一方， 座間E陵縁に向かつて急激に厚さを

減じている（図5，図6〕。

相模原段Eを侵食して流れる目久尻川は隣接する相

模原市との境界付近に始まり ，主に火山灰層中からの

湧7.kにより泊養され，流路は相模野機層頂面の作る凹

地形の伸びる方向と調和的である（図2〕。これは礁

層頂面の凹地形が，その上に整合に重なる火山灰層に



も凹形の構造をもたらし，そのことが火山灰層内の透 上記砂｛派層は，機層頂面の高度及び傾斜〔8.5～9.5%a) 

水層を流れる地下水の流路に影響し，さらに目久尻川 から推定すると， 座間丘陵1深層（岡他， 1979〕に対比

の侵食，流路の形成に影響を与えているためであると できるように忠われるが，その厚さが座間丘陵機層よ

考えられる。 り薄し、。今後更に多くのボーリング資料を得て対比及

ポーリング住状図によると相模野磯胞の基盤は，砂 び分布について検討したいと考えている。

層や砂質粘土層，または粘土居と記されている。そし

て多くのポーリング地点では， 3 ～ S mの砂質粘土~1, 文 献

粘土層のさ らに下に約4～Smの砂陳腐が存在してい 今永 勇 1984 相模野台地中央部大和市域の地質，

る（図6）。 この砂礁層は，図5のB5地点付近にほ 神奈川自然誌資料（ 5〕. 95 98. 

ぽ東西方向を軸とする緩い背斜状構造があり，また砂 Ill］在｜ 洋ほか 1984 相模原の地形・地質調査報告書

磯層頂商の全体の傾斜は南に8.5～9.5児。である。問 相模原市士山形地質調査会 1 57. 

(1979のE E F断面図〉は，この相模野傑）自の基燃を， 岡 重文ほか 1979 藤沢地域の地質．地質調査所

目久尻川l付近を境いにして東側を下庭屑，西側を膝沢 1～111. 

ローム層と座間丘陵際層に対比している。基盤岩中の （今永勇 ：神奈川県立博物館，並木保男・座間市役所〉
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神奈川自然誌資料総目録制1～5)

神奈川自然誌資料 1(1980) 

動物関係

秋山賞洋 ：神奈川県新記録のタマムシ 4種．

浜口哲一 ：三浦半島北部における鳥類センサスf71J.

林 公義 ・西山喜徳郎：西湘定置網で漁獲された魚類

－相模湾産魚類目録（1).

石江 磐・石江 進：鶴見川で観察されたイソシギの

黒化個体

石江 馨 ・石江 進：オオハシシギとカラフトアオア

シシギの渡来．

村岡健作 ：神奈川県真鶴付近の海産生物 (1）新川海

岸Jの海藻

村岡健作 ：横浜市港北区の権回池て事採れた淡水貝．

中村一恵：相模湾 ・東京湾における最近のタイマイの

記録田

中村一恵、 ：エラプウミヘビの記録．

高桑正敏 ：神奈川県の昆虫相の特性とそれを支えてき

た要因

植物関係

小原敬： ヴィーチと神奈川植物1.

生出智哉 ：横浜市緑区で採集されたオオゴムタケ

高橋秀男 ：神奈川県のスミレ．

地学関係

平田大二 ：葉山層群模式地の現状c1）ー森戸硬質泥
岩層 〔三梨ほか，1968). 

今永 勇：神奈川の風景と地質c1）矢倉岳
今永 勇・高梨征雄 ：神奈川県の風景と地質c2）横
浜市三ツ沢の台地

小林政男：神奈川県の風景と地質c3〕湘南ライフタ
ウン

今永 勇・平田大ニ ：神奈川県産鉱物c1）石膏．
松原 聴：神奈川県西丹沢ザレの沢産プロンビエノレ

石．

松島義章 ：神奈川県内各に地残されている縄文の海

森慎一 ；大磁町虫窪の二宮層群活断層と貝化石

神奈川自然誌資料2(1981〕

動物関係

原 型樹 ：人為の歴史をとおしてみた県北のカシワ林

の消長とシジミチョウ．

池田等 ：相模湾で採集された蟹類 相模湾産鑑類目

録 c1〕 ．
林 公義 ・長主任嘉之 ：三浦半島淡水魚類調査追加記録

と一考察．

石江 馨・石江進 ：ヒメウズラシギの渡来．

堀 治・金子富治 ：；横浜市野毛山動物園で保護され

た野生傷病烏 1971～1981 . 

浜口哲一 ：平塚市内で記録されたムギマキなどの鳥類

について

山口佳秀 111日乳類ノー トc1〕ーホンドカヤネズミの
新産地ー

飯村 武：酒匂川河口付近で捕獲されたウ ミネコの胃

内容物について．

中村一恵 ：ミシシッピーアカミ ミガメの野生化につい

て

村岡健作・山田文雄 ：横浜市金沢区の弁天池で採れた

貝とエビ

小林峯生 ；トワダカワゲラの新産地

植物関係

柳川｜定春・高橋秀男 ・大場達之 ：神奈川県のマヤラン

類

小原敬：茅ケ崎のアメリカネナシカズラ

生出智哉：鎌倉，杉本寺のかやぶき屋根上の解苔 ・地

衣類．

守矢淳一 ：デンジソウの群生地，秦野で発見．

小原敬： ヴィ ーチと神奈川植物 2.

地学関係

平田大二 ：；葉山層群模式地の現状c2 ). 
今永 勇：山北町東’屯山北発電所対岸の逆断層．

松島義章 ：横浜南凶部，戸塚区間津i町の下末吉層相当

層より産出した貝化石について

袴田和夫 ：真鶴軽石流Lil積物に見られる捕獲団塊．

神奈川自然誌資料3〔1982)

動物関係

中村一恵：相模湾のウミヘビ類，と くにセグロウ ミへ

ビについて．

山口寿之 ：神奈川県海j問帝フジツボ群集ーその1，東

京湾西岸一．
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石江 磐 ・石江進 ：ハシブトアジサシとクロハラア 村岡健作 ：横浜市金沢地先の人工砂浜にすむコメツキ

ジサシの渡米 ガニの底質．

林公義・長峯嘉之 ・伊藤 孝 ・＊野信1￥神奈川県 山口寿之：神奈川県の潮間帯フシツボ群集 その2一．

閣制1およひ’伊豆半島の淡水魚類調査について（予 新井一政 ：j熊野川jで発見されたモリ アオガエノレについ

報〉． て

浜口哲一 ・犬山聡彦・熊谷 潤・八城敬友 ：相模川｜馬 浜口哲一 ・林弘章：平塚市の淡水魚類

入橋Jこ見られるハクセキレイの集団怖について． 中村一恵・室伏友三 ：神奈川県小田原市で捕獲された

大場信義 ：城ケ島におけるクマゼミの観察 ヒメシロハラミズナギドリについて．

村岡健作 ．真鶴付近の海産生物c2〕海綿動物につい 植物関係

て 生出智哉 ：横浜市三保市民の森で採集したキノコ目

村岡（佳作：ベンケイガニ類のゾエアの放出行動． 録．

小林省長生 ．狩川の毛遡目（昆虫〕相について． 綿貫知＆；ユ ：中津川上流部のケイ藻類（予報〉

植物関係 小原敬 ：ヴィーチと神奈川植物4

生出智哉 ：鎌倉市で採集したツクツクボウシタケ 地学関係

小原敬：ヴィ ーチと神奈川植物3 山口 寿之 ・松島義章 ・平田大二 ・荒井章司・伊藤谷

城川四郎・大場達之 ：丹沢山地のパイケイソウの変異． 生・村凹明広 ・町回 洋 ・新井房夫・高柳洋吉 ・

将II川定春：ギンランの一変異個体について． 尾田太良 ・岡田尚武 ・北里 洋 ：三浦市下宮田付

地学関係 近の初声J習と宮悶層の不整合．

森慎一 ・内田法英 ：古地とりによる低角スラスト群 松島義章 ・永見至 ．績浜市南西部 ・戸塚区いずみ野

の発見とその意義． より産出した貝化石について．

千葉達朗 ：浪坂間活断層露頭について．

松島義孝 ：長沼層産のサメ類歯化石．

平任！大ニ ・葉山層群模式地の現状c3 ). 
今永勇 ：神奈川の おいたちー絶対年代の地層の対

比．

士山学文献目録作成グノレープ 神奈川県地学文献 目録

(1976～1977〕．

江藤智人 ：横須賀米軍司令部地域の地質

神奈川自然誌資料4〔1983)

動物関係

池谷（山之 ：HANCOCK博物館に保管されている横浜港

と三崎海岸の介形虫類．

坂本繁夫 ・土屋裕志 ：三浦半島の歩行虫（予報）

鈴木裕 ：神奈川県のカメムシについて CI).

事Jj'JJ:TI豊彦 ・高桑正敏 ・新;J:I：一政 ：繊浜市内で発見され

たべーツヒラタカミキリをめぐって

平山洋人 ：神奈川県内におけるカ ミキリムシ科甲虫数

極の記録．

小林峯生 ：l比之間沢における ライト ・トラップによる

毛麹目（昆虫〕の採集結果： 第一報

野崎l経夫 相模川に生息するアミメカゲロウの生態．

青木淳一 ：神奈川県の低山および平地の緑地のササラ

ダニ類．
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神奈川自然誌資料5(1984) 

動物関係

伊藤正宏・脇 一郎 ：神奈川県内のウラコ’マダラシジ

ミの分布とその歴史的背景．

原 聖樹 ：神奈川県に野生化したホソオチョウ

内田臣ー ：丹沢山地における大型カワゲラの分布

内田臣ー ：道志川此之間沢で採集されたカワゲラ（積

麹〕目（短報〉．

小林峯生 ：J]:七之間沢におけるライトトラッ プによる毛

麹目（昆虫〉の採集結果 （第二報〉．

浜口哲一 ・端山 昇 ：神奈川県内におけるツバメ類の

繁殖分布

飯村 武：アオパズクNinoxscutulata japonicaの繁

殖生態に関する知見．

中村一恵・大坂豊 ・竹内敏夫： 1983年の台風5号に

より神奈川に漂着した海鳥について．

室伏友三 ：酒匂川で観察されたマガモとカノレガモの自

然交雑．

中村一恵 ：鶴見川で採れたティラ ピアについて．

植物関係

内田膝吉 ・小清水康夫 ．神奈川県西部におけるカンア

オイ属（Heterotropa）の分類と分布．

高橋秀男：丹沢のアオベンケイ（短報）．



大森雄治： 三浦半島で再発見されたタシロラン． 佐々木厳 ・平田大二・松島義章 ：横浜市立金沢高校理

大場達之 ： ミヤマカンスゲとゴンゲンスゲの~；佐穂（短 科地学実習（1964-1975）において採集された小

報〉． 柴属産貝化石リスト．

小原敬：新帰化植物アメリカトゲミギク（新称） 神 今永勇 ：神奈川の風景と地質（4）相模野台地中央

奈川県宮ケ瀬に産す． 部大手口市域の地質．

生出智哉 ・箱恨産蘇煩目録． 寺島靖夫 ．山北町谷峨付近の安山岩脈中に産する斜長

地学 関係 石の産状と屈折率による分類

太田陽子 ・器製 祥・三好真澄 ．三浦半島中部海岸の 武藤朝子 ・山口寿之 ：神奈川県二宮町栗谷における鍵

貝層のi4c年代 層二枚組スコリアについて（短報）
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神奈川自然誌資料投稿のきまリ

1 内容は神奈川県の自然に関する論説， 資料の分布

調査， 収集，分類， 目録， 解説，研究史などとす

る。

2 発行は年1固とし，毎年10月末日を原稿締切日と

する。

3 投稿された原稿の採否，修正，掲載の順序につい

てはすべて編集委員会の決定による。

4 原稿の体裁

(1) 原稿は横書きとし，所定の原稿用紙（24字X22

行）を用いる。

(2) 表題の下には欧文タイトノレを入れる。表題及び

欧文タイトノレは原稿用紙1枚と数え，本文は 2枚

目から書き始めることとする。

(3）著者の所属機関〔ない場合は自宅等の迎絡先〕

を原稿の末尾に括弧書きで入れる。

(4）原稿の量は短報は2頁，その他は刷り上り10頁

以内を原則とする。

(5 I文献の書き方は，著者名，発行年（西JP:}年〉，

表題，雑誌名〔または書名），巻，号，頁の順に

記す。雑誌巻数はゴシック，号数は数字をゴシッ

クとせずにパーレンでかこむ。頁数はイタリック

とする。単行本のときは，出版社名とその所在地

を記入する。和文雑誌の書名は省略しない。

雑誌のような定期刊行物（和文）・ーー 例 I，例2

雑誌のような定期刊行物（欧文〕・…..........・ー伊lj3 

単行本〔全体を引用〕 ...........…・・・・・ー・ーー・ 伊lj4 

例1. 田］田洋 1973 南関東における第四紀中 ・後期
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の編年と海成地形の変動．士山学雑誌， 82〔2):

53 76. 

例2 小原敬 1981 茅ケ崎のアメリカネナシカズ

ラ．神奈川自然誌資料，（2):55 56. 

例3. KAIZUKA, S. 1975 A tectonic model for mor 

phology of arc-tr巴nch systems, 

especially for the echelon ridges 

and mid arc faults. Japan. Jour. 

Geo!. Geogr., 45: 9-28. 

例4. 岡村金太郎 1936 日本海藻誌．内田老鶴岡，

東京．

(6) 文献の並べ方は著者名のABCJI慎とし，同著者

名が二つ以上ある場合には年次順に並べ，同一年

については， a, b, cをつけて区別する。

(7) 仕上りの図〔写真も図として扱う〉及び表は原

則として頁幅以内とする。原図は頁帽の2倍の大

きさまでとし，そのまま製版できるように製図す

ることを原則とする。図表には著者名，図の番号

（図l，図2のように書く〉， 天地を記す。

(8) 図及び表の説明は別の原稿用紙に書き，本文の

余白に挿入個所を示す。

(9) 学名はイタリック字体，人名はスモーノレキャピ

タノレ字体とし，字体の指定は次のようにする。

イタリック字体，アンターライン（例 Primula〕

スモーノレキャピタノレ字体， 2本線（例 Machida〕

コシック字体；波線〔例文献〕

5 掲載論文の著者校正は初校のみとする。



｜編集後記｜
自然に対して謙虚に研究的な態度で接する点でのみ

共通した多くの人々の自由な発言・討論のできる場。

かっこよくいえば本書の特色はこうなるかと思う。

本書が生まれて5年目，この雑誌がそうした場であ

ったかどうか，いささか心もとない点もあるが，今後

とも，アカデミズムの枠にとらわれない自由な，時に

は奇想天外な発想のできる，個性あるナチュラリスト

の投稿を歓迎します。 （中村一恵〕

貝

（平 塚市博物館）

（横浜市金沢自然公園〕

（神奈川県立博物館〕

（大涌谷自然科学館〉

（神奈川県立博物館）

（横須賀市自然博物館〉

（神奈川｜県立博物館〕

（アルファベット順）
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